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　小さな窓まどから月の光が射さし込こんでいる。

　女は一人、牢ろうの中、窓から月を眺ながめていた。

　凜りんたる横顔を月光に晒さらすその様さまは、まるで一枚まいの絵のごとく。

　──眺めて──？

　いや。そんなはずはない。女の目は光を失なくしているはずだ。

　そうあらためて思い至いたり。

「何をしている？」

　皓コウ月ゲツの戦士、白びやつ狐このルア・キ・ギアスは問いかける。

「月が──出てるんだろ？」

　ネネス・トトル。翠スイ月ゲツの氏族の長老は、窓の方を向いたままで言う。

　長老という言葉からは年とし経へた姿すがたを連想するが、見た目は若わかい女である。特とく異いな体たい質しつのせいでそう見えるが、実じつ際さいの年ねん齢れいは肩かた書がきにふさわしいという噂うわさもある。

　ネネス・トトルは神々の総そう意いに背そむき、ある人物のもとに翠スイ月ゲツの戦士を送り込み、あまつさえつい先日、その人物と戦士たちを含ふくむ数名を、今度は月へと送る手助けをした。

　その罪つみで今はこうして捕とらえられ、皓コウ月ゲツの氏族の町に幽ゆう閉へいされている。

「なぜ、月が出ていると思うのだ？」

「わかるからさ」

　粗そ末まつな寝ね床どこに腰こしを下ろし、言う女は妙みように楽しそうだった。

　正直、ルア・キ・ギアスには、ネネス・トトルのことがよくわからなかった。

　神々の総意に逆さからった者としての烙らく印いんを押おされ。ひょっとしたらこのまま永えい遠えんに囚とらわれの身として生しよう涯がいを終えることになるかもしれないのだ。

　なのに──なぜこんなに清すが々すがしい顔でいられるのか。

「で？」

　白狐は重ねて問いかける。

「何をしていた」

「考えてたのさ。あいつら、どうしてるかな、って」

「──あいつら──か」

　ルア・キ・ギアスはつぶやくと、近くの窓に歩み寄より、空を見上げる。

　夜空にかかる丸い光。この大地、クロスカディアを巡めぐる月。

　五つある月のうち一つ、翠月クロネオンが窓から見える。

　白狐も出会ったことがある。月へと送られた彼らに。

　一人は翠スイ月ゲツの戦士。一人はディーヴァ。一人はヒューム。そして一人は──

　おかしな組み合わせの一行だった。

　彼らは今──



















　どこにでも在あってどこにもない場所。

　世界には光も影かげも色もなく、それらのすべてがそこにある。

　限げん定ていされた無限の中、佇たたずむ神の影は四つ。

「どうするつもりだ」

「不ふ手て際ぎわ──いや、それだけでは足りぬ」

「むしろ作さく為いさえ感じるな」

　非ひ難なんの声は三つ。それを浴あびせられた赤い神は平然と佇たたずみ、

「なら、どうすればよかったと？」

「決まっているだろう」

　うち一つ、白い影が言う。

「と、いうと？」

　赤い神に問い返されて影は口ごもり──そこに赤い神は再ふたたび問いかける。

「メイルファードは今、ルファードリオンの領りよう域いきにいる。

　決まっているというなら、その『決まっている』ことをきみがやればいい」

　対する答えは沈ちん黙もく。

「……彼らが勝手に何かをする分には、我われ々われの知ることではあるまい」

　と、別の影。

「しかし彼らの目的は──」

「わかっている」

「だが、どちらがより避さけたい事じ態たいかを考えれば──」

　いくつかの声が錯さく綜そうし──

「いいだろう」

　言ったのは白い影。

「こうとなれば茶番につきあうもやむなし、だ。

　いずれにしても、メイルファードたちが向かう場所は決まっている。

　だが、ルファードリオンの領域には、その従じゆう者しやたちがいる。お膳ぜん立だてをするには我々も人数を送り込むしかあるまいな」

「……気が進まんな……」

　憂ゆう鬱うつにつぶやく赤い神に、別の神は自じ嘲ちようを込めた皮ひ肉にくをこぼす。

「……我々が今までに、気乗りできることをやったことなどあったか？」

「違ちがいない」

「なら早さつ速そく、全員でそのように」

　言葉を最後に影たちは消え──赤い神だけが、つくりものの青い空とつくりものの緑の大地に佇んでいた。

　他ほかの影たちが去ったのか。赤い神がこの場所に移うつったのか。

　それはあるいは──神々かれら自身にすら、理わ解かっていないのかもしれない。




　白い通路は果てなく続く。

　時折左右の枝えだ道みちや十字路があり、時折何かの扉とびらが見える。

　その通み路ちを、シンたち四人は進んで行く。

　──自分たちは永えい遠えんに、こんな場所を歩き続けるんじゃあないか──

　たあいもない妄もう想そうが彼の脳のう裏りをふとよぎる。

　時間の感覚がなくなっていた。

　通路には窓まども何もなく、昼夜すらもわからない。感覚的には夕刻くらいではないかと思うのだが……そもそも普ふ通つうの世界とは異なるこの領域で、そんなことを気にすること自体が無意味なのかもしれない。

　走り回り逃にげ回り続けている割わりに、あまり疲つかれを感じないのは、気持ちがたかぶっているせいか、あるいはこんな日にち常じように体が慣なれてしまったせいか。

　油ゆ断だんすると、自分がなぜ今こんなところを歩いているのか、わからなくなってしまうような気さえして。

「本当にこの道で合ってんだろーなオイ」

　確かく認にんというより意い識しきを現げん実じつにつなぎとめるため、シンは問いかけた。

「うん」

　道ゆく四人の一番先。

　赤い髪かみの上で、同じ色の髪かみ飾かざりが二つ、ひょこりと揺ゆれて、少女の顔が肩かた越ごしにシンの方を向く。

　すべてはこの少女、メイがシンの前に現あらわれたことからはじまった。

　おかしなことに巻まき込こまれ。追われて逃げて。また追われて逃げ。誰だれかと出会い誰かと別れ。

　気がつけばシンは、こんな所にいる。

　──こんな所、とはいうものの、ではここがどういう場所か説明しろ、と言われれば少し困こまるのだが。

　こういう場所だ、とはっきり説明できる自信がシンにはない。

　もともと暮くらす地、クロスカディアの大地でないことはたしかだ。

　地の裂さけ目にひととき生まれた光の道をくぐり抜ぬけた先。いずこにあるともわからぬ神の住まう地。彼らがいるのはそんな場所。

　月の中──とシンは解かい釈しやくしているのだが、それが正せい確かくなのかどうかと問われれば、これまた答えられはせず。

　いずれにしろ、シンにとってはわけのわからぬ世界であることに変わりなく。

　ただ確実に言えるのは、ここはかつて、メイがいた場所だということ。

「もーすぐ通路を抜けるはずだし」

　先せん導どうするメイの歩みに迷まよいはない。ある時はまっすぐ。ある時は右に左に。まるでよく知った──いや、よく憶えている場所のように。

　メイの記き憶おくはない。いや、ないはずだった。四人の神々がメイの親、神のうち一人ルファードリオンを封ふう印いんした際さい、メイは人間ヒユームの少女の姿すがたに変えられ、力と記憶とを封印されたはずだった。

　だが。

　戦いを経へて旅を経て。この場所に来てから、メイはまるですべてを思い出したかのようにふるまっている。

　あるいは本当に、少しずつでも何かを思いだしているのだろうか？

　しかし、当人が何も語らぬ以上、それを確かめる術すべはない。

「シンドレッド、メイのこと、もっと信じる！」

　たしなめたのは、メイのすぐ後ろを行く憑霊族リワーダーの少女──ラフラ・リフラ。

　……もっとも、今の姿を少女と呼よぶのには抵てい抗こうを感じる者も多いだろう。

　なにしろ、ゆったりとした民族衣い装しようふうの服を身に纏まとうのは、全身を金色の獣じゆう毛もうに覆おおわれた二足歩行の半獣半人なのだから。

　憑霊族リワーダーたちは戦いに際し、肉体を何かの獣けものへと半獣化させることにより、格かく闘とう戦において圧あつ倒とう的な能のう力りよくを得る。

　そしてラフラ・リフラの場合、変化するのは、金色の、犬。

　一行は、ある戦いの場から駆かけ逃げ、この場所までやって来ていた。

　追っ手は振ふりきった──とは思うのだが、それは保ほ証しようの限かぎりではない。ゆえか、ラフラ・リフラはすこし前からずっとこの姿のままである。

　金色の犬の頭にあるのはおそらく、メイを守り従したがい、その望みをかなえること、ただそれだけ。要するにまあ、犬っぽいわけだが、それはそれでいい。安心してメイのことを任せられる。

　だが問題は。

　さきほどからシンの後ろにある無言の気配。つまりはしんがりを行く一人。

　もし肩かた越ごしに振り向けば、ねじれた角と黒い翼つばさを持った女が目に入るだろう。

　魔妖族デイーヴア──シンたちが人間の街にいた時から、メイの命を狙ねらい続けている連中と同じ種族の者である。

　彼女──ギソウルは、メイたちを守り、手を貸かし続けてはいるが、その理由をいまだに語ってはいない。

　つまり言い換かえれば、彼女がメイの味方になっているのは、本当の目的のため、ということ。

　ならば状じよう況きようが変化して、目的のためにメイが邪じや魔まになった場合、ギソウルが敵てきとなる可か能のう性せいすらあるということである。

　今。

　メイを巡めぐる一連のできごとは、終わりを迎むかえつつあった。シンにもそれくらいのことはわかる。

　シンたちは今、封印された神ルファードリオンの領りよう域いきへとやって来ていた。

　一歩歩みを進めるごとに、そのぶん終わりに近づいている。そんな予感はあるのだが、先に待つ結果まではシンにもわからない。

　歩みを重ね重ねつつ、無む限げんの迷めい宮きゆうを想おもわせる通路をどれほど進んだか。

　しかし終わらぬ道などないのだと、いくつめかのドアをくぐった時、シンは唐とう突とつに知らされた。

　通路はあっけなくとぎれ、一行は町の中に出た。

　整せい備びされた道、連なる家々。街がい路ろ樹じゆと街灯が規き則そく正しく並ならんでいる。

　振り向けばそこにドアはなく、一本の街灯が佇たたずむばかり。

　無人の町。無人の道。

　気味が悪いほどそっくりだった。一同がさきほどの通路に入る前にいた場所、リュキュートの領域にあった町と。

「本当にここでいいのか？」

　シンと同じ疑ぎ問もんを抱いだいたか、ギソウルがそう問いかける。

「さっきいた町と同じように見えるが」

「におい、違ちがう」

　風の中に鼻を突つっ込み、ラフラ・リフラが言う。

「メイ、間違ってない。ここ、さっきとは別の場所」

「ならいいが」

　一同のそんな会話を聞きながら。

　ふと。何かの気配を感じたような気がして、シンは視し線せんを巡めぐらせる。

　しかしどこにも誰の姿すがたもなく、動くものといえば、風に揺ゆれる街路樹の葉のみ。

　いぶかるシンの様子にギソウルも気づき、

「どうした」

「なんか今、気配があったような気がしてよ」

　答えに、ラフラ・リフラとギソウルが表ひよう情じようを引きしめるが──やはり気配などはどこにもなく。

　シンは肩の力を抜ぬいて、

「ま、ひょっとしたら単に気のせいだったのかもしれねえけど……

　とにかく何にしても、ここでじっとしとくのは意味がねえ。

　とりあえず──メイ、お前の親の──ルファードリオンの封ふう印いんされている所に案内できるか」

「……んー……できることはできるけど……」

　と、メイは気乗りせぬ顔で、

「ちょっと遠いし」

「遠いのか」

　シンからすればでたらめに見えるこの世界。便利な呪じゆ文もんを唱えれば、どんな場所にもすぐ到とう着ちやく──などということさえありそうな気がするのだが、そうそううまくはいかないらしい。

　ここにもここなりの法ほう則そくがあるということなのだろう。

　正直なところを言えば、シンもさすがに疲つかれてはいる。なにしろずっと動き回っているのだ。休みたい気持ちはあった。

　メイの疲ひ労ろうはそれ以上だとは思うのだが──かかっているのはそのメイの命なのだ。もちろん、極度の無む茶ちやをさせるわけにはいかないが──

「ま、行けるとこまで行こうや」

「……うー……」

　少女は不満に頰ほおをふくらまし、それでもきびすを返して、一方に向かって歩きはじめる。

　──さきほど通路を歩いている時も、シンは妙みような非ひ現げん実じつ感に囚とらわれたが、今はその時以上の違い和わ感があった。

　町に人ひと影かげは一つとてなく、視界の端はしでは歩みに合わせて自分の影が動いている。

　なのに、天に目をやれば、晴れた蒼そう穹きゆうに太陽はなく。

　おかしな夢ゆめでも見ているのではないかとすら思うのだが、体にたまった疲労感が、これが現実だと告げている。

　通りを右へ、左へ進み。

　どれくらい歩いただろうか。

「……待てメイ」

　シンの言葉と同時に一同は足を止めていた。

　気づいたのだ。近くに在ある気配に。

　こちらが歩みを止めたのを合図に、通りの角からいくつかの人影が姿を見せる。一人。二人──三、四、五人。さらに。さらに。

　見えているのが全員ではない。潜ひそむ気配も合わせれば、数は十を楽に超こえるだろう。

　どうやらさきほどシンが感じた気配は、気のせいではなかったようである。

　気配の主が、仲間を連れてやって来たのだ。

　シンは反はん射しや的に身がまえ、ギソウルが眉み間けんにシワを寄よせ──ラフラ・リフラの瞳ひとみに宿っていた光がゆらぐ。

　相手の見た目は、ラフラ・リフラのものと似にたゆったりとした服を着た人々。おそらくこの地を守る憑霊族リワーダーたち。

　ふらり、と。

　リワーダーたちの一人が前に出た。

　銀色の髪かみを短く刈かった大おお柄がらな男。日焼けが似合いそうな風ふう貌ぼうだが、肌はだの色は白く。人ヒユームでいうなら三十前後といったところだろうか。

　その表情に、しかし敵てき意いも警けい戒かいもなく、夢見るような足取りで、なおも前に歩みつつ、

「……かもしれぬ、とは聞いたが……まさか……」

　愕がく然ぜんとつぶやく男の目は、メイの方へと向けられていた。

「そのにおい……メイルファード様か……？」

　──本当なのか？──

　──メイルファード様？──

　つぶやきはさざ波のようにひろがって。建物の向こうから植え込こみの陰かげから、次から次へと男が、女が現あらわれ、こちらに、すがるような視線を向けて来る。

　思ったよりも数が多い。全部で二十人近くいるだろう。全員の瞳に不安と期待の色。

　──そういうことか──

　今さらながら、当たり前のことに思い至いたり、シンは肩かたの力を抜いた。

　この領りよう域いきにいるのはルファードリオンに仕えるリワーダーたち。

　ならば、ルファードリオンの娘むすめたるメイにとっても──つまり、自分たちにとっても味方のはずだった。

　リワーダーたちは、ぞろぞろ、というよりおそるおそるの足取りでシンたちの方に歩み寄よって来る。

「メイルファード様──」

　一同のそばで立ち止まり、万ばん感かんの思いを込めてつぶやく銀ぎん髪ぱつの男に、メイは小首をかしげて、

「誰だれ？」

　びしりっ！　と、音すら立てて空気が凍こおる。

「あ……あーっ！」

　話がややこしくなる前に、あわててシンはフォローに入った。

　メイの頭を、ぽんっ、ぽんっとかるく叩たたきつつ、

「実はそのこいつ、記き憶おくがないらしくって」

「記憶が──ない──？」

　男はメイの顔をまじまじと見つめながら、シンの言葉を繰くり返す。

　対するメイは、にこやかに片かた手てを上げつつ、

「わりとー」

「っくっ！」

　その姿すがたに男は目め頭がしらをおさえ、

「お姿は違ちがえど、その思し慮りよがやや不足なさったようなもののおっしゃりよう、まさしくメイルファード様っ……！」

「前からこうだったんだ」

　シンは暗あん澹たんとつぶやいた。

　メイの性せい格かくは、記憶や何やらを封ふう印いんされたせいでこんなふうになったのではないか、という淡あわい望みを抱いだいていたが……どうやらもともとだったらしい。

「では……では本当に何も覚えてはおられぬのですか。このリュクセノール・リグドのことも」

　男の問いかけに、メイはただ小首をかしげ、かわりになぜかシンの隣となりで、ラフラ・リフラが小さな呻うめきを漏もらす。

「くっ……！　おいたわしや……！」

　リュクセノール・リグドとかいう銀髪男は、またまた目頭をおさえる。
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　その時。

「えー？　記憶がー？」

　物もの憂うげな女の声とともに、シンの目の前を長い銀髪が流れた。

　ふわりと、風が薫かおる。

　ピーナッツのにおいがした。

　人なら二十歳はたち前後だろう。華きや奢しやな体格のその女性は、左手にもったピーナッツらしきものを時々口に運びつつ、メイのそばで足を止め──

　その右手がかすんだ瞬しゆん間かん。

　びすびすっ！

「あだだだっ!?」

　女のチョップがメイの頭を二度揺ゆらす！

「何をやってるぅぅぅっ！」

　長い名前の銀髪男は、あわてて女に飛びつき手をおさえ、顔色を変えて、

「不ふ敬けいだぞラシール・フラクタルっ！」

　またまたなぜか、シンの隣でラフラ・リフラが呻く。

　注意された銀髪女は、しかし動じることもなく、薄うすい水色の瞳ひとみを銀髪男に向けると、物憂げな声で、

「……治るかと思って」

　言うと、左手のピーナッツをまた口に運ぶ。

　銀髪に華奢な体格、物憂げな声。これらの要よう素そがうまく組み合わされれば、大人の魅み力りよくを醸かもし出す女性のできあがりなのだが、ピーナッツつまみ食いというのがプラスされたとたん、なんだか眠ねむそうなだらしない人にしか見えなくなる。

　銀髪男はため息ついてこめかみをおさえ、

「チョップの衝しよう撃げきで記憶が戻もどるかっ！」

「やりもせずにあきらめるなー」

　女は熱いセリフを眠そうに放つ。誰がどう聞いたところで使いどころが間違っているのだが──

「むう。やりもせずにあきらめるな……か。良い言葉だ」

　男は説得されそうな雰ふん囲い気き。

　メイはあわてて片手で頭をおさえつつ、シンの後ろに身を隠す。

「あー。悪いけど無理だと思うぜ」

　仕方なく、シンは二人に言った。

「どーやらこいつの記き憶おくって……その、神サマたちに封ふう印いんされたらしいからよ」

　リワーダーたちが一いつ斉せいに息を吞のむ。

　銀ぎん髪ぱつ男はシンに目をやり、

「よければ、どういうことか話してくれぬか。

　その前に、あらためて名乗っておく。リュクセノール・リグド。ルファードリオン様に仕える翠スイ月ゲツの戦士」

「ラシール・フラクタル。以下同じく」

　銀髪女が続け──

「……ん……？」

　シンは思わず眉まゆをひそめた。

　当然二人とは初対面だし見覚えもない。が、一体なぜなのだろう。その名に聞き覚えがあるような気がするのは。

　かなり特とく徴ちようのある──

「あ！」

　思い出すと同時に、シンは答えを口走っていた。

「ネコとハト！」

　たしかメイがシンのところにやって来た時、拾った白しろ猫ねこやら白いハトにそんな名前をつけていた気が──

「誰が猫か!?」

　だがシンの言葉に、リュクセノール・リグドが吠ほえ猛たける！

「メイルファード様とどのような関係かは知らぬが、名乗りもせず、あまつさえこの白びやつ虎このリュクセノール・リグドを言うにことかいて猫呼よばわりとは！　如何いかな意図があるかは知らぬが侮ぶ辱じよくと受け取るぞ！

　そのラシール・フラクタルは銀の鷹たか！　ハト呼ばわりとは無礼極きわまる！」

　当のだらしないひとはシンが失言を吐はいてから、ずっと無言でシンの隣となりに佇たたずんで、彼の頭にチョップを打ち込み続けているわけだが。

　……チョップを続けつつ、空いている方の左手で、時折ピーナッツを口に運ぶそのさまは、鷹というよりスリムなハムスターか何かにしか思えないが。

「ごめ。ごめ。マジ。ごめ。」

　失言を自覚して、あえてチョップを受けつつあやまるが──いつまでたってもやめてくれそうになかったので、とりあえず一いつ旦たん身をかわし、

「いや、すまねえ。

　俺おれはシン。シンドレッド＝カイラム。人間ヒユームなもんで、リワーダー流の礼れい儀ぎって奴やつには正直うといところがあるけど、勘かん弁べんしてくれ。でもって──」

「……ラ……ラフラ・リフラ！」

　と、なぜか直立不動でラフラ・リフラ。そして。

「ギソウル。見ての通り──ディーヴァだ」

　女ディーヴァが名乗ると、最後にメイが元気に手を上げ、

「メイ～」

『わかってます』

　と、リワーダーたちから総そうツッコミ。

　続いて他のリワーダーたちも、我われも我もと名乗りはじめるが──

　リワーダーたちには、相手をフルネームで呼ばねば失礼に当たるというややこしい習しゆう慣かんがある。彼だのきみだのという呼びかけも不ふ可かという徹てつ底ていぶり。

　とはいえ当然、これだけの人数にフルネームを立て続けに名乗られたところで、正直言って憶おぼえきれるものではない。

　とりあえず、全員が名乗り終えるのを待って、

「話を戻もどして、こっちの状じよう況きようなんだけどよ……」
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　シンはできるだけ手短に、今までのことを皆みなに語った。

　人間ヒユームの地で暮くらしていた自分のところに、メイが転がり込んできたこと。

　彼女がどうやら、他ほかの『神々』によって、力と姿すがたと記憶を封印されたらしいこと。

　時々何かのはずみで封印が解とけることがあり、これはその時、記憶が戻ったメイ本人から聞かされた話だということ。

　何かでメイの素す性じようを知ったディーヴァたちが、その力をおそれてか、命を狙ねらってきたこと。

　いろいろあって、今は自分とラフラ・リフラとギソウルが味方になっていること。

　そして、ここにやって来た理由──

「メイの両親を、救う」

　シンの宣せん言げんに、リワーダーたちがざわついた。

「そんなことができるのかどうかは──正直言ってわかんねえ。

　けど、やる。やってみる。

　つうことで、手ェ、貸かしてくれるよな」

　おうッ！　とリワーダーたちの声が上がる──かと思いきや。

「おー」

　声を上げたのはラシール・フラクタルとあと数人。

　リュクセノール・リグドをはじめとする他のリワーダーたちが見せたのは迷まよいの色。

「……オイ？」

「ノリ悪いぞー」

　いぶかるシンとあおるラシール・フラクタルに、白びやつ虎このリュクセノール・リグドは眉み間けんに深いシワを刻きざみ、

「……翠スイ月ゲツの民たみはルファードリオン様を奉ほうずる民。我等はその中から神に仕える戦士として選ばれた身。

　ルファードリオン様の解かい放ほうは無む論ろん望むところだ。が……」

「が？」

　うながすシンに、男の口もとがふるえ──しかし言葉は出てこない。

　かわりに。

「が、貴き様さまらリワーダーという種族は神々に仕える者」

　吐はき捨すてたのはギソウルだった。

「ルファードリオンやメイを封ふうじたのが四人の神々の総そう意いなら、自分たちの勝手な判はん断だんで、その総意を覆くつがえすようなことをしてもいいのかどうか──

　などとくだらんことでも考えているのだろう？」

「くだら……！」

　一いつ瞬しゆん声を上げかけた白虎だったが、結局途と中ちゆうで言葉を切る。

　すなわち、ギソウルの言う通りだということなのだろう。

「そいつはつまり……力は貸せない、いや、へたすりゃこっちを止める側に回る、ってことか？」

「……………………」

　シンの問いに、リュクセノール・リグドは、奥おく歯ばを嚙かみしめたまま、ただ無言。

「──なあ──」

　シンは続ける。

「俺は、こっちでのメイをよく知らねえんだが……こいつって、神サマたちに封印されたりブチ殺されたりしなくちゃならねえような、そんな悪さをしでかしたのか？　日にち常じよう的に大量虐ぎやく殺さつしたりとか魔ま王おう復ふつ活かつをもくろんだりとか」

「そんなわけがあるか」

　今度は答えが返って来た。リュクセノール・リグドは小さく左右に首を振ふり、

「活発ではいらっしゃったし、子こ供どもらしいイタズラをされることはあった。ご自分の分があるのに他の者の料理をつまみ食いなさったり」

「その時からかよ」

　シンはぽそりと小さくつぶやく。

　本気で親に、子供の教育方ほう針しんについて説教を垂たれたくなってきた。

「しかし、神々に封印されねばならぬようなことはなさっておらぬはず。

　だがあの日──

　四人の神々は、我われ々われすべてのもとに同時に現あらわれ、宣せん言げんなさった。

　ルファードリオン様は神々の掟おきてにそむき、子をもうけられた。よってルファードリオン様の身み柄がらは一時封印し、メイルファード様は姿すがたを変えて、クロスカディアの大地に放ほう逐ちくする、と」

「……掟、ねぇ。やっぱりそんなところか」

　シンは冷静な表ひよう情じようで、

「つまりこういうことだよな。

　神サマの一人、ルファードリオンは、途中何があったかは知らねえが、ディーヴァと結けつ婚こんして子供ができちまった。

　ところがこれが、神サマたちのつまんねえ掟だか何だかにひっかかった。

　他の神サマは、『あいつ掟に反しやがったムカつくキーッ！』てだけの理由で親を封印して子供をブチ殺そうとしてるわけだが、誇ほこり高い戦士サマたちは、掟を守るのに必死のケツの穴あな小ちっちゃい神サマたちの顔色うかがってプルプル震ふるえてなきゃならないきまりなんで手は貸かせません、と」

「愚ぐ弄ろうするか!?」

　白虎が吠ほえる。

　ま近にくれば、背せの高いシンよりさらに頭一つぶんほど大きい。怒いかりの形相で見下ろされればプレッシャーはかなりのものだが──

「するに決まってんだろ」

　シンは平然と見つめ返して、淡たん々たんと、

「神には神の、あんたらにはあんたらの掟ってもんがあんだろうよ」

　リワーダーをあんた呼よばわりするのはケンカを売るのに等しいと知りつつ、シンは言った。

　それでいいのだ。実じつ際さい、ケンカを売っているのだから。

「どんな理由でできたどんな掟か知らねえけど、家族を作って一緒に暮くらす、ただそれだけのことが許ゆるされねえっつうんだったら──

　ンなもんはゴミ以下だ」

「……子こ供どもの理り屈くつをっ……！」

　さすがにこうなると、リュクセノール・リグドも気づく。平静を装よそおいながら、その実、目の前にいるヒュームが、本気で腹はらを立てていることに。

「掟があるということは、その掟を作るべき理由もあるということだろうが！」

　シンはやはり淡々と、

「子供の理屈で結けつ構こう。

　そう言うんなら、筋すじ道みち立てた大人の理屈とやらでちゃんと納なつ得とくできるように説明してくれよ。

　家族を作るな、なんて掟を作るべきちゃんとした理由って奴やつも教えてくれ。

　それができねえってぇのなら──

　あんたが言ってるのは、『大人の理屈』なんかじゃねえ。ただ考えるのをやめて、きまりに従したがってるだけだ。

　そもそもよ。

　仕える、ってのは、こくこく首を縦たてに振ふるって意味か？

　……そういえばガキの頃ころ、うちにそんなオモチャがあったよなぁ。虎とらのハリボテで、揺ゆらすとこくこく首振るんだ。他に何もしねえけど」

　リュクセノール・リグドが拳こぶしを握にぎる。他のリワーダーたちも、敵てき意い──というより殺意すら剝むき出しはじめるが、かまわずシンは、

「まさか、神は絶ぜつ対たい正しいとか思ってるか？

　けどな。一人を四人で封ふう印いん、なんて事じ態たいになっちまってる時点で、神も間ま違ちがうってことの証しよう明めいになってる。どっちが正しいかはさておいて。

　なら。

　仕える相手が間違ったことをしたら、それは違うって言ってやる。正しいと思うことを行動で示しめす。

　それが本当に仕えるってことなんじゃあ……っと。

　こいつは、言うは易やすし、って奴だったな。

　いくら誇り高い戦士サマだって我わが身みはかわいいからな」

「このっ……！」

　白びやつ虎このウデに力がこもる。睨ねめつける視し線せんに殺気。それをシンは真っ向から受け止め、顔さえつき出し、

「ムカつくなら殴なぐれよ。ほら。いいぜ。

　殴った瞬しゆん間かん、お前はあっち側だ」

「──っ……！」

　白虎が歯を剝き──だがそれ以上は何もできない。

　侮ぶ辱じよくされた怒いかりに震ふるえつつ──それでも、もし手を出したなら、メイとの決別となると知って。

「俺がなんで最初、あんたを猫ねこって呼よんだか教えてやるよ」

　怒りに震える男に向かってシンは続ける。

「メイがはじめて俺んところに来た時な。白い猫を一匹ぴき連れてて、そいつをリュクセノールって呼んでたんだ。

　言ってる意味わかるか？

　神サマたちに記き憶おくを封印されたはずなのに。親のことさえ憶おぼえてなかったのに。あんたの名前は憶えてたんだ。

　あとは、ハトにラシール・フラクタルって名前つけてて。

　あいつにとっちゃあ、あんたらはさぞ頼たよりになる奴らに思えたんだろうよ。

　ま、あんたの方に関しちゃあ、あいつの見当違ちがいだったみてえだけどな。

　神サマたちの顔色をうかがって、あいつを突つき出した方がいいんじゃないか、なーんてヘタレを頼ってたなんてよ」

「──っ……！」

　この一発は効きいたらしい。白びやつ虎この表ひよう情じようが引きゆがみ、瞳ひとみに浮うかんでいたシンへの怒りがメイに対する罪ざい悪あく感へと変わる。

「──伝説、聞いた」

　シンの隣となりに立ち並ならび、ラフラ・リフラが口を開く。

「翠スイ月ゲツの民たみに伝わる伝説。

　山を割わる白虎、リュクセノール・リグド。月へ飛ぶ銀ぎん鷹よう、ラシール・フラクタル。

　ラフラ・リフラ、あこがれて、戦士になった。

　けど。メイも守れないなら、そんなの伝説、違う」

　若わかき戦士のまなざしに、リュクセノール・リグドはついに視線をそらし、

「……このリュクセノール・リグドとて……何もメイルファード様を見殺しにしろと言っているのではないっ……！　ただ……話し合いを……！」

「話し合い抜ぬきで問答無用をやって来てるのはあっちだぜ」

　白虎は沈ちん黙もくし──

　そこに。

「あー。なりゅほどー」

　場の空気にそぐわぬ間の延びびした声は、ラシール・フラクタルのもの。

　声がくぐもっているのは、もちろんピーナッツをかじっているせいである。

「つまり、話をするにも交こう渉しようの余よ地ちというか材料は必要だから、そのためにとりあえず、ルファードリオン様を助けることはできないか試ためしてみよう、ってことかー」

「そういう……ことなのか……？」

　一度は消しよう沈ちんした白びやつ虎この瞳に光が灯ともる。すがるようなまなざしがシンに向けられる。

　──いや。単にムカついたから言いたいこと言っただけですよ。なんか眠ねむそうな人がまとめてくれたけど。

　とは言えず、シンが口ごもっていると。

「最初にそう言っただけなら、この場では納なつ得とくしたとしても、いずれ迷まよいが出たかもしれんだろう」

　今度はすかさずギソウルが、余よ裕ゆうの表情で腕うでを組み、さも最初からの狙ねらいだったかのような口ぶりで、

「いずれ、他の神々はここにリワーダーの追っ手をさし向けて来るだろう。

　そんな追っ手と戦う時。

　神々の総そう意いに逆さからうのか、と問われれば、迷いが生まれる者もいただろう。

　なら今のうちにそういった迷いを吐はき出しておいた方がいい。

　衝しよう突とつすることも時には必要だ」

「……そこまで考えて……」

　シンを見やる白虎の目には、敬けい意いの色さえ浮かんでいた。

　考えてなかった。という答えは無む論ろん飲み込こむしかなくて。

「礼を言う。シンドレッド＝カイラム。ヒュームの男よ。

　忠ちゆう誠せいと盲もう従じゆうとは違う。それを見失うところであった」

「いや……まあ……」

　シンはなんだか気き恥はずかしくなって、とりあえず問いかけてみる。

「じゃあ、力を貸かしてくれるんだな」

　今度こそ。

　応おうっ！　と、リワーダーたちの声は唱和した。




　むかつく。

　腹はらの底が、頭の芯しんが煮にえるように熱い。

　こんな気分になったのは、一体何年ぶりだろうか。

　ほとばしりそうになる怒いかりをなんとか抑おさえつつ、赤せき狼ろうのリワーダー、ヒュゾ・ルウラはその場にいた。

　おそらくこの場に居い並ならぶ者たち、すべてが同じ気分だろう。

　赤い神──リュキュートの管理領りよう域いき。その中にある町の一いち隅ぐうには今、二十人ばかりのリワーダーたちが集まっていた。

　すべての者が、赤シヤク月ゲツの氏族から選び抜ぬかれ、ここへと送られたリワーダーの戦士たちである。

　無人の町には主あるじなき家々がただただひっそりと連なるばかり。そこから少し離はなれた空き地に一同は集まっていた。

　この町は一体何なのか。何者が住んでいた──あるいは、住むべき場所なのか。リワーダーたちは聞かされていない。戦士たちにとってそこはただ、守るべき場所の一つ、という以上の意味を持たない。

　だが結局のところ、町を守るというその仕事は果たせなかった。

　忌いま々いましい侵しん入にゆう者しやたちのせいで。

　しばらく前、クロスカディアの大地からこの領域へと侵入してきた者たちがいた。

　ひと組目は四人。リワーダーとヒュームとディーヴァ。そして──メイルファードと呼よばれる者。

　ヒュームの姿すがたをしたその少女が何者なのか、ちゃんと説明されたわけではないが、話を聞いていれば素す性じようはわかった。

　おそらくは、封ふうじられた神、ルファードリオンの娘むすめ。

　そしてもうひと組。四人を追い来た二人のディーヴァ。

　ヒュゾ・ルウラたちは一いつ旦たん四人を捕とらえ──しかし四人は、どうやってだか、牢ろうから逃にげ出し、この町の中へと身を潜ひそめた。

　再び見つけて追いつめたところで──

　ディーヴァ二人が介かい入にゆうしてきた。

　乱戦となり、結局のところ、四人組にも二人組にも逃げられて、死者こそ出なかったものの、仲間の何人もが傷きずを負うことになった。

　その時の戦いで、町の一部は大きな被ひ害がいを受けたのである。

　リワーダーたちにとって、戦いの中で傷つくことは当たり前。それに関しては遺い恨こんを持たぬ。しかし一旦捕らえた相手に逃げられ、守れと言われた場所を荒あらされたことは屈くつ辱じよく以外の何ものでもなかった。

　胸むねの奥おくで何かが渦うず巻まいている。怒りなのか憎にくしみなのか。侵入者たちに対してなのか自分たちに対してか。よくわからない感かん情じようをその身の中で沸わき立たせ、赤シヤク月ゲツの戦士たちは今、この場所に集まっていた。

　仕えるべき神──リュキュートからの新たな命令が下ったのだ。

　逃のがれた四人組は、ルファードリオンの領域にたどり着いた。追ってその身み柄がらを確かく保ほしろ、と。

　そこにはルファードリオンを守る、翠スイ月ゲツの戦士たちがいる。こちらの話に耳を傾かたむけ、おとなしく四人を渡わたしてくれればよいが、そう都合良くはいくまい。

　おそらく衝しよう突とつは必ひつ至し。

　他の領域からも追つい撃げき隊が出るという話は聞いたが、ことは楽には運ばないだろう。

　だが。やってみせる。自分たち赤シヤク月ゲツの戦士の力で。

　それが唯ゆい一いつ、この身の内に湧わく黒い熱を静める手しゆ段だんなのだから。

　思いはおそらく他の仲間たちとて同じだろう。

　静かに猛たける一同の前に──

　光が生まれた。

　一同からやや離れた場所に、かがやく呪環リングが出しゆつ現げんしていた。

　そそり立つ環わは、半ば近くを地面に埋うめてなお、ちょっとした家くらいなら楽々と飲み込めるほどの大きさがある。

　それはまさに光の門。

　集まった皆みなをルファードリオンの領域に送り込むために、リュキュートが出現させたものだった。

　門の中は光る霞かすみに覆おおわれて、先には並ぶ家々。

　裏うら側がわの光景が見えているわけではない。向かう先、ルファードリオンの領域にある家いえ並なみがそこに映うつし出されているのだ。

　リワーダーたちは本来、別々の神が管理する領域を自由勝手に行き来することはできない。こうして神の助力を得るしかないのだ。

　逃げた四人にそれができたのは、ルファードリオンの娘の力あってのことだろう。

　しかし……大人数を送り込むためとはいえ、ずいぶんと大げさなものを用意したものである。

　リワーダーたちはそちらに向かって足を踏ふみ出し──

　──風鳴りを聞いたのは、ヒュゾ・ルウラだけではなかったはずだ。

　巡めぐらせた視し線せんが、空くう裂さく黒い翼つばさを捉とらえる！

　戦いに慣なれぬ者の目には、何かが視界を横切ったとしか見えなかっただろう。いや、あるいはただの見み間ま違ちがいと思ったかもしれない。

　だが、戦士たちは見て取っていた。

　後ろから空を横切り、光の門へと吸すい込まれていったそれが、律崩術クランブルで加速し飛行する、二人のディーヴァの姿すがたであったと。

　律崩術クランブル──それは、世界の因いん果が律りつを崩ほう壊かいさせ、さまざまな現象を引き起こす技ぎ術じゆつ。

　人間ならば道具の補ほ助じよなくては使えぬ技わざ。己おのが肉体を武ぶ器きとするリワーダーは使わぬ技術。そして、ディーヴァたちがその身一つで駆く使しする力。

　ディーヴァたちは待っていたのだ。

　どこかに隠かくれて、ずっと。

　四人のいる場所へと続く門が開くのを。

「ちっ！」

　誰だれかの舌した打うちとともに、リワーダーたちは光の門へと駆かけてゆく。

　走るうちにも一同の肉体は、戦せん闘とう形けい態たいへ──さまざまな半はん獣じゆうの姿へと変じてゆく。

　半獣化へと至いたる、全身のきしみを聞きながら。門の奥へと駆け込みながら。

　ヒュゾ・ルウラの脳のう裏りに疑ぎ念ねんが湧く。

　今までも幾いく度どか浮うかんだ想おもい。

　それは神への疑心。

　本来はあってはならぬことである。リワーダーたるものが、自らの奉ほうずる神の行動をいぶかることなど。

　だが。

　神ならば。

　囚とらわれた四人が牢ろうを抜ぬけ出した時、即そく座ざにそれを察知して、手を打つこともできたはず。ディーヴァたちの動きも当然知れたはず。なのに。

　──リュキュート様はまるで、事じ態たいをわざと混こん乱らんさせているようではないか──

　心のどこかにこびりついた、そんな疑念をぬぐいきれぬまま、ヒュゾ・ルウラは光の門へと駆け込んだ。




　気がつけば、空が赤く染そまり始めていた。

　太陽はどこにも見えぬまま、影かげは一方に長く伸のび、反対側の空は炎ほのおの彩いろを濃こくしてゆく。

　それを夕ゆう暮ぐれと呼よんでよいのかどうか。

　いずれにしろ、どうやら夜が来るらしい。

「夜ってあるんだ。ここにも」

「当たり前だ」

　空を見上げたシンのつぶやきに、白びやつ虎このリュクセノール・リグドはあきれたようにつぶやいた。

　当たり前、とは言うものの、なにしろここは神の世界。シンから見れば当たり前でないことなどいくらでもある。

　たとえば、影はあるのに太陽はない。とすればこの夕焼けそのものも、そして、やがて訪おとずれる夜も、神の創つくり出だすまがいものに過すぎないのだろう。

　──いや。神が創った以上は、まがいものとは呼べぬのか。

「ひょっとして、神様って寝ねるもんなのか？」

　素そ朴ぼくな疑問をシンは発する。メイはぐーすかよく眠ねむるが。

「さて。少なくとも、お眠りになっているところを拝はい見けんしたことはないな。

　しかし神はいざ知らず、リワーダーは眠るからな。昼夜の区切りがなければ不都合も出て来る」

「……そりゃあそうか」

　言われてシンは納なつ得とくした。リワーダーたちはもともと、昼も夜もあるクロスカディアの大地に暮くらしていたのである。

　かりそめの昼かりそめの夜も、単なる趣しゆ味みではなく、理由があってのものだろう。

「それで？　手を貸かすとして、これからどうする」

　リュクセノール・リグドは、なぜかメイではなくシンに問いかける。さきほどのやりとりで、シンを司し令れい塔とうだと勘かん違ちがいしたのか。あるいはメイを知っているがゆえに、メイに聞くのは無む駄だと知っているのか。

「一休みできる場所……って言いたいところなんだが、そいつぁあとだな。

　まずは急ぎ、ルファードリオンが封ふう印いんされている所まで連れて行ってくれるか」

「遠いぞ」

「らしいな」

「……うー」

　不満の呻うめきはメイのもの。

「ひとやすみー。ごはんー。にくー」

「くどいよーだが、もうちっとがんばれ。メイ。

　何がどう転ぶにしたって、最低でも一回は封印の場所に行かなきゃあならねえんだ。

　で、そのことは他ほかの神サマたちもわかってる。

　たぶん、すぐに追っ手が来るだろうよ。

　追っ手がわんさか押おし寄よせる中を行くのと、今のうちに行くのと、どっちが楽かはわかるだろ」

「うー。でもー」

　と、メイは頰ほおをふくらませて、

「もう来てるしー」

「何が」

「追っ手」

　──!?

　さらりとメイが吐はいた言葉に、一同の間を緊きん張ちようが駆かけ抜ぬける。あわててあたりを見回して──だが、追っ手など姿すがたはおろか気配もなく。

「……本当なのか？」

　いぶかるシンに、メイは、ひょこんっ、とうなずいて、

「こんなウソ言わないし。他の四つの管理領りよう域いきとの接せつ続ぞくがあったのがわかったから。たぶんもう来てる」

　シンは一いつ瞬しゆん考えて、

「つまり……他ほかの神サマのところからこっちに道がつながった、ってことか？」

「そういうこと」

　一同は視し線せんを交かわす。

　来るとは思っていたものの、相手の動きは予想よりも早い。

　たぶん追っ手はリワーダーたち。当然、シンたちがどこに向かうかは知らされているだろう。

　追っ手たちがどこに何人ほど出しゆつ現げんしたのかはわからないが、ただ確かく実じつに言えるのは、このままルファードリオンの封印された場所に向かったとしても、進めば確実に出会うということ。

　へたをすれば、四人の神が放った追っ手たちすべてとぶつかることになる。

　そうなれば、追っ手たちと戦っている最中に、シンやメイの体力が尽つきるなどということもありうるだろう。

「そうなると……やっぱり作戦を変えるしかねえか……」

「弱気、だめ！」

　シンの言葉にラフラ・リフラがかみついた。

「進んで、戦って、勝つ！　それが戦士！」

　意気や良し、ではあるが、さすがにそれは無む謀ぼうというか自殺行こう為いである。

　シンは苦い表ひよう情じようで、

「あのなあ。相手が何人いるかもわからないんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　こっち、伝説の戦士、いる！　山とか割わる！」

「いや。山は無理だからな山は」

　リュクセノール・リグドがぱたぱた手を振ふり訂てい正せいし、

「それにな、ラフラ・リフラ、若わかき戦士よ。

　翠スイ月ゲツの民たみに伝説の戦士がいるのと同じように、他の氏族にも伝説と呼よばれる戦士たちがいるのだぞ。

　そのような戦士たちが追っ手の中にいることもあるだろう。

　無む論ろんこのリュクセノール・リグド、相手に後れを取るつもりはないが、しかしそういった相手と戦えば、こちらも少なからず痛いた手でを受けるだろう。

　そのような戦いを続けるなら、いずれは敗れるやもしれず、そうでなくても、戦いの中でメイルファード様を危き険けんに晒さらすことにもなるだろう。

　戦士とは、ただ戦うことだけではなく、何のために、いつ、どのように戦うかまでを考えねばならんのだ」

「……はい。わかりました」

　あこがれの戦士に諭さとされて、ラフラ・リフラは素す直なおにうなずき、

「うわー。さっきとことん言い負かされた割わりにはえらそうー」

「悪かったな」

　ちゃかすラシール・フラクタルに白びやつ虎こは気まずく呻うめく。

「で、話を戻もどすけどよ」

　シンはリュクセノール・リグドに言う。

「こうなりゃあ妥だ当とうなところで、ゲリラ戦をしかける、ってのも手じゃねえか」

「ゲリラ戦？」

「攪かく乱らん戦だな。

　まずはルファードリオンが封ふう印いんされている所には向かわず、どこか別の、隠かくれられるような場所で休む。

　追っ手連中はそのうちしびれを切らして、こっちを捜さがしてあちこちうろつきはじめるだろうから、少人数に分かれたところを片かたっ端ぱしからぶちのめす。

　ちょっかいかけちゃあ逃にげる、ってのをくり返し、相手を消しよう耗もうさせる。

　……ま、正々堂々って感じじゃあねえが、正々堂々を語るなら、問答無用で押しかけて来る連中ってのはどうなんだ、って話だ。

　そうやってちまちまやりながら様子を見て、なんとか突とつ破ぱ口こうを探す」

「なるほど……」

　白虎はしばし考えて、

「そのあたりが妥当か。

　いずれにしろ、ここは一いつ旦たん休める場所に移動する。皆みなもそれで異い存ぞんはないな？」

　一同を見み渡わたして問う白虎に、誰も反はん論ろんはなく。

　白虎はうなずき、

「『工場』の方に向かう。ラシール・フラクタル、しばらく先せん導どうを頼たのむ！」

「えー？　なんで？」

　言われた眠ねむそうな人は、あいもかわらず時々左手でピーナッツを口に運びつつ、不満の声を上げる。確かに白虎が先導してもよさそうなものだが。

「少し……こちらで話があるのでな」

「うーい」

　納なつ得とくしたのかどうでもいいのか、適てき当とうな返事をするとラシール・フラクタルは歩みをはじめる。

　それを合図に一同も動きはじめて──ほどなく。

「時に──」

　白虎がついっ、と身を寄よせて来たのは、なぜかシンの所だった。

　シンはてっきり、リュクセノール・リグドはメイといろいろ話をするつもりだろうと思っていたのだが。

　白虎はやや身をかがめて、シンの耳もとに口を寄せ、声を低めて、

「シンドレッド＝カイラムよ。

　問いたいのだが、なにゆえヒュームの身でありながら、メイルファード様に力を貸かしてくれるのだ？」

　……いろんな奴やつから同じこと聞かれるなぁ……

　また同じ説明をせねばならないのかと、ちょっと面めん倒どうくさい気分になっていると、彼が答えるより早く。

「まさかとは思うが」

　白虎はさらにずいっ、とシンに顔を寄せ、

「メイルファード様に対して、あれやこれやとけしからぬ下心を抱いだいた上でのことではあるまいな？」

「[image: ]」

　シンは一いつ瞬しゆん倒たおれかけ、バランスをなんとか立て直し、リュクセノール・リグドの方を振ふり向いて──

　人の姿すがたをしていても、目前にある瞳ひとみの奥おくには、炯けい々けいと灯ともる獣けものの光。

　のどもとまで出かけていた抗こう議ぎの声が凍こおりつく。

「あるいはまさか！」

　剝むき出した白い歯の、犬歯が変に鋭するどいのは、果たしてシンの気のせいか。

　なんとなく肉食獣じゆうのにおいがした。

「すでにメイルファード様に対してよからぬことを!?」

「……い……いやいやいやありえねーありえねー！　それだけはありえねーっ！」

　あわててなんとか否ひ定ていの言葉をしぼり出し──

「ありえんだとぅっ!?　それはメイルファード様に女じよ性せいとしての魅み力りよくが欠けるということかっ!?　返答如何いかんによっては侮ぶ辱じよくと──」

「うるさい」

　びっす。

　後ろからチョップ一発、暴走するリュクセノール・リグドの言葉を止めたのはそのメイだった。

　白びやつ虎こが声をひそめていたのは最初だけ。語るうちに自分でエキサイティングして来きたらしく、その声はどんどん大きくなって、最終的にはあたりの全員に丸聞こえ。

　白虎は、はっ、と我われに返り、眉まゆを吊つり上げ頰ほお染めたメイに目をやり──おどおどと、

「何も聞こえてませんよね？」

「全部聞こえたし。変なこと考えてる」

「いえ決してそのようなことはっ！　このリュクセノール・リグド、ただただメイルファード様のことを案じて！」

　そんなやりとりを聞き流しつつ。

「……なあ、聞きたいんだが……」

　誰だれにともなくシンが問う。

「まさか、翠スイ月ゲツの戦士、ってのは、みんなこんな芸風なのか？」

　問われて見回すその片かた端はしから、リワーダーたちが視し線せんをそらすのは一体どういうことなのか。

　そばではラフラ・リフラが、うつろなまなざし、小さな声で、

「……ラフラ・リフラ、違ちがう。ラフラ・リフラ、他人……」
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　──あこがれていた伝説の戦士とやらが、片やピーナッツチョップ女で片や過か保ほ護ごおやぢ、である。いろいろとがっかりする気持ちはよくわかる。

　ついでに一つわかったのは、メイのチョップ癖ぐせはたぶん、ラシール・フラクタルからの悪あく影えい響きようだということ。

　……こいつらを頼たよったのって……ほんとーに正しかったんだろーか……

　そこはかとない不安を胸むねに抱かかえつつ、シンたちは夕日なき夕ゆう暮ぐれの中を行く。




　神の世界に日が暮れる。

　虚こ空くうに佇たたずむ無数の柱。巨きよ大だいなその円えん盆ぼんの上に、あるいは町が、あるいは森や湖など自然を再さい現げんしたような場所が、あるいは何かの施し設せつのようなものがいくつもいくつも存そん在ざいしている。

　ルファードリオンの管理領りよう域いき。

　そこには翠スイ月ゲツのリワーダーたちが住み暮らし、主あるじが封ふう印いんされた今でも、リワーダーたちはあちこちの巡じゆん回かいや手入れ、日々の鍛たん錬れんを行っている。

　人数は百を超こえるが、それに比ひしてさえ領域はあまりにも広い。戦士たちとて、自分たちの巡回担たん当とうでない部分のことはあまり知らぬし、担当部分であっても、その施し設せつが何なのかを知らぬことも多い。

　侵しん入にゆう者しやなどがあれば、すぐさま神から命が下り、適てき切せつなメンバーがそこへと向かうことになるが──それは当然、神が健在である場合の話。

　ルファードリオンが封印されている現在、翠スイ月ゲツのリワーダーたちの大多数は、一体今何が起こっているのかを知らなかった。

　たとえばいつもの定時巡回。

　二人のリワーダーがとりとめのない話などしながら、何の施設かもわからない建物のそばを見回っていると。

「──なにしろバケツ二杯はい分だぜバケツ──」

　茶ちや髪ぱつの男の言葉と足がそこで止まる。

　もう一方の金髪も足を止めて茶髪の視線を追い──

　歩みにすれば十歩ばかり。施設を囲む塀へいの終わる場所。

　そこに、獣の群むれがいた。

　獣化を終えたリワーダーたちである。

　先頭には青い……蛇へびだろうか、それとも蜥蜴とかげだろうか。この場合、手足があるというのは判はん断だんの基き準じゆんにはなるまい。

　その後ろには、狼おおかみのような者、猿さるのような者、猫ねこ科の何か、さまざまな半はん獣じゆう化かした者たちがつき従したがう。

　見回り二人の位置から塀の向こうは見えないが、そこにもまだいるとするなら全部で一体何人か。

　半獣化を終えている──それはすなわち、一同が戦せん闘とう態たい勢せいにあるということだった。

　全員が見たこともない相手だった。服からすれば銀ギン月ゲツの氏族か。

　何事かと見回りたちは身がまえる。

　しかし二人が誰すい何かの声も発さぬうちに、先頭の半獣人は前に出て、

「銀ギン月ゲツの青せい蛇じや、バイアス・セレンビュート」

　名乗りに、見回りたちの瞳ひとみに動どう揺ようの色が走る。

　その名は聞いたことがあった。伝説と呼よばれる戦士の一人。

　青蛇は相手の声を待たず、

「メイルファードはどこだ」

　問われる二人はわけがわからない。むろんメイルファードの名は知っているが、事じ情じようを知りもしないのだ。

「どういうことだ？　メイルファード様がどうした？」

「とぼけるな」

　二人の言葉を噓うそと決めつけ、青蛇が身をたわめる。

　見回り二人は話は無む駄だと悟さとって、あわてて大きく後ろに跳とび、獣化を開始──

　しようとしたその時には。

　目前に、蛇の顔があった。

　動揺の息をつく間すら置かず。

　次の刹せつ那なには、二人そろって背中を打たれ、のけぞった！

　同時に金髪は脇わき腹ばらを掌しよう底ていで打たれて横に吹ふっ飛び、茶髪の方は、青い縄なわに胴どうを巻まかれて呻うめきを漏もらす。

　青い縄──バイアス・セレンビュートの長大な蛇の尾おに。

　たった今、まわり込んで二人の背せを打ったのもこの尾だった。

　見回りの二人とて、クロスカディアに住む翠スイ月ゲツのリワーダーたちの中から選ばれ、ここへと送られて来た戦士である。相手が平へい凡ぼんなリワーダーなら、苦もなく倒たおせる程てい度どの自信はあった。

　──無む論ろん、選ばれた戦士といったところで、その力に差があることは二人にもわかっている。相手は別の氏族の者にもその名を知られた、伝説とすら呼ばれる戦士。二人がかりとはいえ楽な相手だとは思っていなかった。

　だが──それでもまだ甘あまく見ていた。半獣化していない状じよう態たいでとはいえ、一いつ瞬しゆんにしてこのありさまとは。

　仮かりに半獣化したとて、勝てる気──いや、勝負になる気すらしない。

　二人は今、伝説という言葉の真の意味を知った。

「ま……待て！」

　金きん髪ぱつは、敵てき意いのない証あかしにわざと身を起こさぬまま、青蛇に声をかける。

「本当に知らんのだ！　そもそも何が起きている!?

　銀ギン月ゲツの民たみたちがいるということは、これはカッヅァ様のご意い思しなのか!?」

　問いかけに、青蛇はしばし、表ひよう情じようの読めぬまなざしを金髪に向けて──

「放ほう逐ちくされたはずのメイルファードが、手て勢ぜいを連れてこの地にやって来た」

　言ったのはしかし蛇ではなく、いつの間にか歩み寄よって来た山猫だった。

「何!?」

　見回り二人が声を上げた。

　メイルファードが放逐されたことは彼らも当然知っていた。だが、手勢を連れてやって来たというのはおだやかではない。

「バイアス・セレンビュート。放してやってくれ」

　山猫の言葉に、青蛇は茶髪の縛いましめも解とく。

　呆ぼう然ぜんとする見回り二人を山猫は眺ながめ、

「その真意はわからん。

　よもや正面きって神に反はん逆ぎやくしたりはすまいが、いずれにせよ、放逐された身でありながら手勢を連れて舞まい戻もどって来た時点で、それは神の総そう意いに反することだ。

　ならば、たとえルファードリオン様のお身内とて、ほうっておくわけにはいかん。メイルファードを捕とらえ、神々のもとへ連れて行く。

　これは四人の神々の命令なのだ」

「……そんなことになっているのか……」

　寝ね耳みみに水の話に、見回り二人はただ呆然。

　山猫は見回りたちを傲ごう然ぜんと睥へい睨げいし、

「メイルファードに忠ちゆう義ぎを立てて、無駄に抵てい抗こうするのなら、それは結局メイルファードの……いや、ひいてはルファードリオンの立場を悪くするだけだろう。

　とはいえそちらの気持ちというものもある。何も、ともにメイルファードを追えとまでは言わぬ。

　抵抗をせぬこと。あと、いろいろ教えてくれればそれでいい。

　メイルファードたちが立ち寄よりそうな場所、協力しそうな者たちの名と居い場ば所しよ、身を隠かくせそうな場所。地理関係。知りたいことはいくらでもある」

　青せい蛇じやや山やま猫ねこたちは事前に、ルファードリオンが封ふう印いんされた場所にメイが向かうだろうということなどは教えられている。

　だが逆ぎやくに言えば、それくらいのことしか知らないのだ。

　──へたに抵抗すればルファードリオンの立場を悪くする──そう言われれば、見回りたちにしてみれば逆さからうわけにもいかず。金髪と茶髪は視し線せんを交かわし、

「捕つかまれば……メイルファード様はどうなる？」

「細かな状じよう況きようは知らぬゆえ、なんとも言えんが、それは神々のご判はん断だんにお任まかせするしかないだろう」

　金髪の問いに山猫が答え──ややあって金髪は小さくうなずいた。

「……わかった。知っていることなら教えよう。しかし……

　カッヅァ様の領りよう域いきでもそうなのだろうが、こちらでも、要所を通るには通行証代わりのこのリストバンドが必要になる」

　言って、自分の腕うでにあるリストバンドをしぐさで指す。

　銀ギン月ゲツのリワーダーたちも全員リストバンドをしてはいるが──

「そのリストバンドではここは通れまい。かといって、人数分のリストバンドを用意しろと言われても、それは無理な相談だ」

「心配には及およばん。神に抜ぬかりはない」

　対する山猫は余よ裕ゆうの表情で、

「門を通ってこちらに来る時、通れるようにする、とおっしゃっていた。いかなる方法をお使いになったのかまでは知らぬが、ならば通れるのだろうよ」

「そうか。

　……わかった。協力はする。が、頼たのみがある。

　メイルファード様にはなるべくご寛かん大だいな処しよ置ちを、と、神々にとりなしてはくれぬか」

「──いいだろう。伝えると約束しよう」

　山猫は言ってうなずいた。

　無む論ろんこの山猫とて、誇ほこりあるリワーダーの戦士。約束を違たがえるつもりはない。

　もっとも──伝えたところで神々の気が変わるかどうか。そこまでは、山猫の知ったことではなかったが。




　宵よい闇やみとともに混こん乱らんが神の世界を静かに蝕むしばむ。

　ルファードリオンの領域。主が他の神に封印された地。

　そのあちこちに光の門が開き、他の領域からリワーダーたちがなだれ込んで来た。

　単たん純じゆんに数だけならば、もといた翠スイ月ゲツの民たみたちの方が多い。しかし、大半の者は何が起きているかもわからず、対たい応おうはてんでんばらばらだった。

　他の神の命めいだと聞いて、おとなしく『客』たちを通す者もいた。話を聞いてなお抗あらがう者もいた。

　だが一番多かったのは、なしくずしに『客』たちとの戦いが始まる場合。

　集しゆう団だんと集団とが出会った時、どちらかに一人でも気の短い者がいて、問答無用で突つっかかってゆけば、結果として集団同士の戦いになる。

　戦いは、全体的に見れば、どちらが有利不利ということはなかった。

　別の四つの領域から送り込まれた、四組の氏族たち。その動きがそれぞればらばらだったのだ。

　全員が一いつ致ち協力していれば、翠スイ月ゲツの戦士たちをおさえるのも、そう難むずかしくなかったのかもしれない。しかし追っ手たちはただ、メイルファードを捕とらえろと命令されただけ。指し揮き系けい統とうの統一などはされていない。

　ある氏族は一丸となって、ただひたすらにルファードリオンが封印されている地を目指し、またある氏族は少人数に分かれて捜そう索さくの手を広げる。

　別の氏族の追っ手同士が出会うこともあった。さすがにそれで戦いになることはなかったが、協力しあうこともなく。

　結果。

　数人の追っ手たちが大たい義ぎ名分をふりかざし、人数の多い翠スイ月ゲツの戦士たちにケンカを売って、逆にフクロに遭あわされたり、追っ手グループが何も知らない翠スイ月ゲツのリワーダーを問答無用で倒たおしてみたり。

　言うまでもなく、リワーダーたちの戦いにあるのは己おのが肉体のみ。

　戦いには剣けん戟げきの響ひびきも爆ばく発はつの音もなく。

　静かに。しかし確かく実じつに。戦いの輪はひろがりゆく。

　そういったすべてを飲み込んで、世界は暮くれて、つくりものの空につくりものの星が灯ともる。

　無人の町には勝手に街灯が灯り、普ふ段だんは通る者などいない道を照らし出す。

　そんな通りの一いち隅ぐうを、街灯の明かりに照らされ、二つの影かげがゆく。

　戦いに巻まき込まれた翠スイ月ゲツのリワーダーたち。不意を突かれたか大人数を相手にしたか、かなり手ひどくやられている。

　どちらも今は人の姿すがたに戻もどり、足をやられた一方にもう一方が肩かたを貸かし、よろりよろりと進み行く。

　どうやら半はん獣じゆう化かと人化の時に伴ともなうある程てい度どの回かい復ふく能のう力りよくも、二人の負った傷きずを完全に治すまでには至いたらなかったようである。

　口の中で毒づきながら歩む二人のその耳に。届とどいたそれは、風鳴りに聞こえた。

　何かを感じ、足を止め。だが二人が視し線せんを巡めぐらせるより早く。

　ばぢぢっ！

　直上からの雷らい撃げきは、瞬しゆん時じに二人の意い識しきを奪うばう！

　声もなく。何が起きたかも知らぬまま。二人はその場に昏こん倒とうした。

　風が鳴り──闇やみに降おり立つ黒こく翼よく二つ。

　背せには一対ついの黒い翼つばさ。その頭にはねじれた角。

　魔妖族デイーヴア。

　本来はクロスカディアの大地、その西の大陸ウエスタンガイアに住まう者たちである。人ヒユームからは異い形ぎようと呼よばれ、伝説の悪魔セイタンになぞらえられることすらある。

「ようやくだ」

　頭の右に三本の角を頂いただく儀ぎ礼れい服ふくのディーヴァ、外がい務む卿きようブルジオラスはうんざりと言いながら、リワーダーたちの腕うでからリストバンドを引きはがす。

　これがないばかりに、移い動どうにはずいぶんと苦労した。なにしろ普ふ通つうに進んでも、開かないドアの方が圧あつ倒とう的に多い。うちのほとんどは、律崩術クランブルを使って開かい錠じようするか破壊するかすれば通れるようにはなるが、ひたすら面めん倒どうくさい上に、やはりそれでもどうにもならない場所がある。

　かといって空を行っても、場所によってはいくらはばたけど、それ以上は全く進まなくなる。壁かべにぶつかるわけでもなく、体は風を感じているというのに。

　つまり、背中に翼はあれど、町やら何やらが載のっている柱の上の円えん盆ぼんから、別の円盆へと移うつる手しゆ段だんがなかったのだ。

　少し前、ごたごたの中で、ヒュームの戦士が倒たおれたリワーダーからリストバンドを奪うばっているのを目撃し、それでようやく理り解かいした。

　これが通行証しようになっているのだと。

　追っ手たちの移動に便乗し、ここまでやって来たのはいいが、リワーダーたちの群れとぶつかるのは正直言って避さけたかった。

　リストバンドを奪える機会を窺うかがい、じっと身を潜ひそめ──ようやく今、チャンスが巡ってきたというわけである。

「とはいえ無む論ろん、地の利は皆かい無む。慎しん重ちように動かねばならぬことに変わりはないか。

　グィツ、お前の分だ」

　ごちりつつ、ひと組のリストバンドをもう一人に渡わたす。

　呼ばれたそちらは、はだけた上半身に一面の刺青いれずみという、ディーヴァの目からも異い形ぎようのいでたち。見る者が見れば、それが無数の呪じゆ紋もんの連なりなのだと判わかるだろう。

　二人は、ターゲット──メイと呼ばれる者の命を奪うという命令に従したがい、故こ郷きようを離はなれて遥はるかこんな場所にまでやって来ていた。

　ターゲットがここに来たことだけは確たしかなようだが──

　翼ある身とはいえこちらは現げん在ざいたった二人。それに比ひして、神を自じ称しようするものが造ったこの世界は、あまりにも広い。

　漫まん然ぜんと探たん索さくしたところで、ターゲットに出会える確かく率りつはいかほどのものか。

　だが──それでもかまわない。ブルジオラスには確信があった。

　読まれていることはわかっている。

　ならばいずれ、招しよう待たいがかかるはずだった。
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　すべての者に訪おとずれた、優やさしくつめたい闇やみの中。ある者はいまだ動きを続け、またある者は息をひそめる。

　シンたちはその後者だった。

　薄うす闇やみの中でまぶたを開く。

　目が覚めた理由はシンにはわからない。

　一瞬、自分がどこにいるのかととまどい、見回せば、天てん井じようが高い。

　実じつ際さいにはかなりの広さがあるのだろう。しかしそこここに意味のわからぬ種々の機械が立ち並ならび、大小のパイプがあちこちを走り、かなり視界を塞ふさいでいる。

　手も届かぬ上の方には小さな窓まどがあり、そこから夜空が見えていた。

　明かりと呼べるものは一いち応おうあった。壁かべのあちこちに埋うめ込こまれた、うすぼんやりとしたオレンジ色の灯とう火か。

　十分明るいとは言えないが、つまずいたりぶつかったりしない程てい度どの役には立つ。

　白びやつ虎こは工場と呼んでいたが、確たしかにそんな印象である。

　──何の工場なのかは見当もつかなかったが。

　そんな光の中、あちらこちらに男が、女が、あるいは腰こしを下ろし、あるいは身を横たえて寝ね息いきを立てている。

　そばにはメイの姿もある。ラフラ・リフラは人の姿すがたに戻もどって眠ねむっており、少し離れたところには、腰を下ろしたギソウルの背中が見えた。

　ようやく、シンの頭ははっきりとした。

　──あれから白虎の先せん導どうで、どこをどう進んだか。

　町を横切り、白い通路に入って進み──途と中ちゆうで道の雰ふん囲い気きが変わった。

　それまでは何もない白い通路だったのが、壁に何かのパイプやケーブルが走るようになっていた。

　さらにしばらく進んでから、たどり着いたのがここである。

　全員を案内してから、一いつ旦たんリュクセノール・リグドとあと数名が姿を消し、しばらく経たって食料と毛もう布ふを持って来てくれた。

　──とはいえ豪ごう華かな食事など望めるはずもなく。乾かん燥そうした肉とあまりうまくもないクラッカーくらいのものなのだが。

　ひょっとして、シンたちが最近食べたもののうちで一番豪ごう勢せいだったのは、リュキュートの領りよう域いきで捕つかまった時に出された食事だったのではないだろうか。

　そう考えると、さすがにちょっと泣けてくる。

　オレンジ色の明かりの中で食べると、これがまた変に味けないこと。

　それでも、食べ物を腹はらに入れて安心すると眠気が出てくる。その状じよう態たいで何かを考えられるわけもなく。

　メイがこっくりこっくりしはじめたのを理由に、作戦会議は明日にしようと提てい案あんし、とりあえず休むことになったのだ。

　毛布にくるまり適てき当とうな場所に腰を下ろし。背せ中なかを何かにもたせかけ。

　どうやら自分で思っていたよりもずっと疲つかれていたらしく、あっという間に眠りに落ちたのだが──

　今は夜中か明け方近くか。

　離れた場所の小さな窓まどから覗のぞく空は、まだ暗く。

　目覚めた理由が寝ね心地ごこちの問題でないことは確かだ。ベッド以外の場所で眠ることには、ここ最近慣なれている。

　しかしともあれこうなると、次はなかなか寝つけない。いろいろなことが気になってくる。

　これからどうすればいいのか？　神たちの思おも惑わくは？

　あるいは、当面切実な、武ぶ器きという問題。

　実のところを言うとシンは今、丸まる腰ごしだった。

　以前、リュキュートの領域で一度捕とらえられた時、持っていた短剣ダガーを取り上げられている。これから何が起こるかもわからぬ状じよう況きようで武器もないというのは心もとないことこの上ないのだが──

　己おのが肉体を武器とするリワーダーたちは、基き本ほん的に道具としての武器は持たぬと聞いている。ならばもし、誰だれかに武器の調達を頼たのんだとしても、それらしいものが手に入るかどうか。

　日にち常じよう用品を転用するという手もなくはないが……神が完全管理するこの世界で、狩しゆ猟りよう用の弓矢だの森林伐ばつ採さい用の刃は物ものだのがあるとも思えず。

　へたをすればせいぜいが、料理用ナイフとかその程てい度どだという可か能のう性せいもある。

　それに──シンがはんぱな武器など手にしたところで、身体能のう力りよくではるかに優まさるリワーダーたちを相手に通用するのかどうか、正直はなはだ疑ぎ問もんである。ましてや神が相手となれば。

　むしろ武器を出すことによって、相手を刺し激げきするだけの結果になりかねない。

　そう考えれば武器などいらぬということにもなるが──

　それでもやはり心細いし何が起こるかわからぬのだし──

　と、ここで思考がひと回り。

　もちろん気になるのは武器のことだけではない。あれやこれや、脳のう裏りを巡めぐる思いのうちには、今考えても仕方のないこともあるのだが──そうとわかっていても不安が消えることはなく。

　なんとはなしに視し線せんを巡らせ、その目がメイのところで止まる。毛布で頭から身をくるみ、やはり何かの機械に背中を預あずけて──

　ふと気づく。

　頭から布ぬのをかぶってうつむき座すわるメイが、実は目を覚ましていることに。

　いや、あるいは眠っていないのか。

　思い出す。

　メイが浮うかべはじめた、いつもと違ちがう笑え顔がおのことを。

　シンの心に引っかかりを残す──何かの覚かく悟ごを決めたような、あるいは、何かをあきらめたような笑顔。

　彼は無言で立ち上がると、メイの左隣どなりに移い動どうし、腰こしを下ろした。

　ぴくりっ、と、布きれが小さくふるえた。

「起きてんだろ」

「うん」

　顔を伏ふせたままで、メイ。

「なんて言うかよ」

　シンは小声でつぶやき──

　そこで一いつ旦たん沈ちん黙もくする。

　何かを言わなければならないことはわかっている。

　だが、何をどう語ればいいのかわからない。

　メイは布の下に顔を伏せたまま、ただ無言。

　少女と一緒にいた時間は、決して長くはなかったが、思い出はいくらでもあった。

　いきなり部下呼よばわりされて。家にやって来て。一緒にトラブルを連れてきて。シチューを作ればつまみ食いはするわ肉だけ食うわ残りは食うわ。一人でクッキーを食われたりサンドイッチを強ごう奪だつされかけたり肉を横取りされたりもした。

「肉とか返せ」

「ええっ？」

　さすがにメイは顔を上げ、とまどいの声を漏もらす。

「なんでそんな会話の流れに!?」

「いや。ほら」

　問われても、シンとしてはなんとなく口をついて出てしまっただけで。

「前に肉とか取られたのをふと思い出して」

「そんなささいなことを今さら」

　しれっと言われ、彼はちょっと頭に来て、

「あのなあ。

　一回二回ならささいだけど、そうじゃねーだろ。俺おれが一日がかりで摘つんできて作った野イチゴのジャムとか一瓶びん丸ごと食いやがったし一週間ぶんのだぞって言って置いといたパンが翌よく日じつ学校から帰ると半分になってやがったし」

「青春のほろ苦い思い出？」

「そんな飢き餓が感あふれる青春があるかっ！

　たまに肉が出るとそればっかり食うし。あ。言っとくが、今日……昨日か？　くれた干ほし肉で貸かし借りなしとか言うなよ」

「だめなんだっ!?」

　言うつもりだったらしい。

　メイはしばし考えて、

「んー、じゃあ出世払ばらいで」

「よしそれで」

「……え？」

　ＯＫが出るとは思っていなかったのか、目をぱちくりとさせるメイに、

「お前から言ったんだからな。出世払いだ。

　このごたごたを生き残って、ちゃんと出世して、ちゃんと返せ、ってこった。

　……まあ、出世してバリバリ働いてるお前の姿すがた、ってのがちょっと想そう像ぞうつかねえんだけどよ」

　言われてメイは──

「…………………………」

　一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔をして、あわてて顔を伏せる。

「お前が何を考えてるのかは知らねえし、それを話せとも言わねえ」

　視し線せんを隣となりのメイから外し、正面に向けてシンは言う。

「現げん実じつって奴やつはいつも大体うざったくて、うまくいかねえようにできてやがる。

　けどな。だからってみんながあきらめてたんじゃあ、いつまでたってもうざったくってうまくいかないまんまだ。

　だからこそ、もっとうまくいくように、みんなでいつも考え続けなけりゃあならないんじゃねえか？

　少なくとも、人の食い物横取りする程てい度どの悪さしかしてねえ奴がどうにかなって、それを、仕方ない、のひとことで済すますなんて現実は論ろん外がいだ。

　だから、よ。

　なんとかいい手を見つけようぜ。みんなでよ」

　言われたメイはわずかに沈黙してから、囁ささやくような声で、

「……あのね……」

　だがその先を続けるより早く。

「うっ……！」

　小さな呻うめきは離はなれた場所から聞こえた。

「どうやって入ってきた」

　続くは問いかける別の声。

　シンとメイはあたりを見回すが、機械などの陰かげになっているのだろう。声の主らしき者は見えない。

　見えないが──問いかけた方の声には聞き覚えがある。

　立ち上がるシンと一緒にメイも腰こしを上げ、二人揃そろって、機械の端はしから声の方へと顔を覗のぞかせ──ようとした、その時。

　ドンッ！

　小さな爆ばく発はつにも似にた音とともに、目の前を、半はん獣じゆう化かした一人のリワーダーが後ろ向きに吹ふっ飛んでゆく！

　思わず目で追うシンとメイ。そのまま行けばリワーダーは、壁かべか機械にぶち当たり、派は手でな音を立てただろう。

　だがその軌き道どうのわずか横。ふらりと立ち上がった人ひと影かげが、無む造ぞう作さにひょいと片かた足あしをさし出した。

　足は、吹っ飛ぶリワーダーの膝ひざ裏うらをとらえる。そこを支し点てんに体がぐるりと半回転。背せ中なかから床ゆかにぶつかって、そのままごろごろ後転してから、床の上にぺたりと伸のびる。

　まるで何事もなかったかのように、引っかけた足を下ろしたのは、眠ねむそうな顔のラシール・フラクタル。

　緊きん張ちよう感皆かい無むの目は、リワーダーが吹っ飛んできた方に向けられていた。

　シンとメイとがそちらを見れば──

　半獣化したリワーダーがもう一人、こちらに背中を向けている。

　その行く手を塞ふさいで、虎とらがいた。

　手前のリワーダーに比ひしてもひと回り大きい。腕うでだけでも普ふ通つうのヒュームの腿ももくらいの太さはあるだろう。だがその印象は、筋きん肉にく質しつというよりもむしろしなやか。

　とはいえ、見ればわかる。

　それが、目前の獲え物ものを確かく実じつに仕し留とめるためのしなやかさだと。

　右手がやや持ち上がっているのは、たった今、一人をその手で吹き飛ばしたからに違ちがいなく。

　虎は無言で目前の相手を睥へい睨げいする。

　オレンジ色の薄うす明あかりの中、両の目がにぶい赤しやつ光こうを放っている。体毛は、明かりのせいで橙だいだいに染そまって見えるが──

「──び──白びやつ虎こ──リュクセノール・リグドか──」

　対たい峙じするリワーダーがかすれた声を漏もらす。

　体たい格かくというより気合いの差か、その背はやけに小さく見えた。

「名は聞いているぞ……しかしこのカイネス・ガングとて空クウ月ゲツの戦士の一人。おめおめ後おくれは取らん！」

　怖おぞ気けをふるって名乗りを上げて。カイネス・ガングは白虎に向かって駆かけ──出した次の瞬間。

　ゴッ。

　踏ふみ込こんだ白虎に横からはたかれ、呻うめきすら残さず床ゆかに沈しずみ倒たおれる。

　──シンの目から、白虎の手の動きは全く見えなかった。

　速度もさることながら、半獣化したリワーダーの戦士を一いち撃げきで昏こん倒とうさせるその膂りよ力りよく。もし打たれたのがヒュームなら即そく死しは確実。ひょっとしたら、頭くらいははじけ飛んでしまうかもしれない。

　シンは思わず額ひたいに汗あせをにじませて、

「うわーい。俺、あんなのに向かって『ムカつくなら殴なぐれ』とか言ってたんだ」

「シンドレッド、すごい」

「私には到とう底てい真似まねできんな」

　左右から、ラフラ・リフラとギソウルにうなずかれ──

　……………………………………

「──ってちょっと待てぃっ！」

　ツッコミながらふり向けば、眠っているとばかり思っていたその他おおぜいのリワーダーたちもシンの方に目をやっていて。

「…………ひょっとして……みんな起きてた……？」

「起きてた」

　こくり、とうなずくラフラ・リフラ。

「俺が……メイにいろいろ話してたのは聞いて……た……？」

　またまた、こくり。

「……どのへんから？」

「『起きてんだろ』のあたり」

「最初かっ!?」

「というか、こいつらの気配でー」

　こんな時間でもピーナッツをかじりつつ、間ま延のびした調子でラシール・フラクタルは言い、最初に吹っ飛んだ──白虎に吹き飛ばされたまま、床にノビている一人を指す。

　名乗ってからノされた方は、空クウ月ゲツ、と言っていた。当然その仲間なのだろう。つまるところは──

「追っ手か……」

　シンは苦々しくつぶやいて、ようやくことのいきさつを理り解かいした。

　追っ手たちはこんな時じ刻こくまでメイの捜そう索さくを続け、ここを調べに来たのだろう。どうやって入って来たのかまでは知らないが。

　皆みなはその気配で目を覚まし──

　いや、ひょっとしたら、シンが目を覚ましたのも、はっきりと意い識しきはせぬまでもその気配を感じたからかもしれない。

　皆は眠ねむったふりを続け、シンがメイと話をはじめ、追っ手たちがそれに気を取られているうちに、半はん獣じゆう化かしたリュクセノール・リグドが相手の退たい路ろを断たったのだ。

　誰だれかに指し示じをされるまでもなく、翠スイ月ゲツのリワーダーたちは、倒れて気を失った追っ手二人からリストバンドを奪うばい、その身を布ぬのを裂さいたヒモと毛もう布ふとで手て際ぎわよく簀す巻まきにしはじめている。

　一見やりすぎにも映うつるが、単にヒモで手足を縛しばっただけでは、半獣化したリワーダーの爪つめと牙きばと力とを縛いましめておくことはできないのだろう。

「場所を変える」

　白びやつ虎この声が響ひびく。

　それだけで全員が毛布や食料をまとめはじめ──

「え？　なんで？」

　メイ一人だけがきょとんっ、とするのに、横からシンが、

「もし今の二人が組そ織しき立って動いてたら、待っても帰って来ねえとなると、仲間の連中がここに探さがしに来るだろうが」

「おー。」

　それで納なつ得とくしたらしく、メイも荷に造づくりをはじめた。

　──しかし──

　手を動かしながら、リュクセノール・リグドにちらりと目をやり、シンは思う。

　──すると追っ手たちの中にも、あんなのが何人かいるんだよなぁ──

　想そう像ぞうすると、かなりシャレになっていない。しかし今からそれでひるんでみても意味はない。

　なんとか追っ手たちの裏うらをかき、衝しよう突とつと消しよう耗もうを避さけながら、こんな怪かい獣じゆうみたいな敵てきとは出会わぬことを祈いのるのみである。

　だが少なくともこれで、さきほどシンが頭を悩なやませていた武ぶ器きのことは解決した。

　白虎の前に、自分が料理包丁を持って立った姿すがたを想像すれば、むしろそんなものを持たない方がマシだということはひしひしとわかる。

「──そう言やあよ」

　荷造りの手を休めず、誰にともなくシンは問う。

「そいつら、どこからどうやって入ってきたんだ？」

「出入り口のドアから堂々と、だ。シンドレッド、受け取れ」

　答えて白虎がほうり投げたものを反はん射しや的に受け取ると、たった今倒たおした追っ手から奪ったひと組のリストバンド。

　もうひと組はラフラ・リフラへと渡わたされる。

「この領りよう域いきで動き回るための鍵かぎのようなものだ。手首につけろ。誰か一人が持っていればいいのだが、念のためだ」

　そこまではシンも知っていることである。

「本来は、それぞれの氏族がそれぞれの領域を通る役にしか立たないはずだ。

　だが追っ手の二人はドアを開けてここに入ってきた。

　たぶん出発する前に、神々が、追っ手たちのそれがこの領域でも作動するように手を加えたのだろう。

　つまり──」

　と、わずかに言葉を切って、

「我われ々われに、安全確かく実じつに身を隠かくせる場所はどこにもなくなった」

「……そうなるよなぁ……」

　受け取ったのを両手首に巻きつけながらシンは言う。

「こうなると、攪かく乱らん戦せんも絶ぜつ対たいではなくなる。

　時間が経たてば連中もあたりの地理を把は握あくする。こちらが身を隠せそうな場所も調べ尽つくすだろう。

　相手の消耗を誘さそうと言っていたが、これではこちらも消耗するし、追っ手たちの増ぞう援えんが来ることも考えられる。

　無む論ろん様子を見つつの話ではあるが……もし相手がこちらの捜そう索さくに分散しているのであれば、むしろ今のうちにルファードリオン様のもとまで強行突とつ破ぱする、というのも一案ではないか？」

「……ん……」

　シンは呻うなる。

　攪乱戦という提てい案あんに皆も賛さん同どうはしたが、リワーダーたちがそういう戦い方をあまり好まないことは、なんとなくシンにもわかっていた。

　リュクセノール・リグドとて、はやるラフラ・リフラに向かって、戦い方を考えろと諭さとしてはいたものの、追っ手二人を不意打ちではなく正面きってぶち倒したところから見ると、やはり真っ向からの戦いを好むタイプなのだろう。

　時期尚しよう早そうな気はするのだが、それとて根こん拠きよがあるわけでもなく。根拠なく味方をおさえて、闘とう志しを削そぐのはまずい。

　それにどうせ、無む茶ちやをやらずにどうにかなる状じよう況きようではない。まあこれは、今にはじまったことではないが。

「確たしかにそれもアリだよな。もちろん状況次し第だいってことだけどよ」

「うむ」

　シンの答えに、満足げにうなずく白びやつ虎こ。

「で、だ。追っ手たちの動きを知る方法とかってのはねえのか？」

「せいぜいが、人をやって調べるくらいだな。ルファードリオン様がご健けん在ざいなら、居いながらにしてそういうこともできるのかもしれんが」

「……そっか……」

　あまり期待はしていなかったが、返ってきたのは予想通りの答え。

　追っ手がどれだけ来ているのか。追っ手同士の連れん携けいがどれだけ取れているのか。それによって話は大きく違ちがってくる。

　考えねばならないことは他ほかにもある。

　最も重要なのが、神々に、どれほどのことができるのか。

　神は決して万ばん能のうではない。

　シンはそう考えていた。

　もしも何でもできるのならば、すべてのことが見えるのならば、今この場所にやって来るのは、様子見の二人などではなく、追っ手たちの大たい群ぐんだったはず。

　神と呼よばれてはいるものの、彼らもまた、何かの制せい約やくのうちにいるはずだった。その制約とやらを見つけることができれば、あるいは裏うらをかくこともできるかもしれない。

　裏をかく手を見つけるのが先か。こちらが追いつめられるのが先か。

「ともあれ出発だ。策さくを練るのは歩きながらでもできる」

　簡かん単たんな荷に造づくりを終えた白虎が立ち上がり──

　かくて一行は、夜明けを待たずして再ふたたび動きはじめた。




　夜明けが近い。

　朝日はどこにも見あたらず、それでも空の一方はゆっくりと白みはじめて。

　ルファードリオンの領域の一いち隅ぐう。無人の家が建ち並ならぶ区域。

　うち一軒けん。主あるじなきはずの家の中、その一室にはしかし今、十人ばかりの男女が転がり、静かな寝ね息いきを立てていた。

　と。唐とう突とつに。

　びくりっ！　と、全員が同時に体をふるわせ、その場にはね起きた。

　光が部屋に射さし込こむのにはまだ早い。鳥のさえずる声もなく。が。

「聞こえたか」

　若わかい男は、そばにいた大おお柄がらな男に問いかけて。全員が無言で首を縦たてに振ふる。

　町には風の音以外には何もなく──にもかかわらず、彼らの耳は捉とらえたのだ。

　いたぞ！　と叫さけんだ誰かの声を。

　聞こえた方向まではっきりとわかる。

「ゆくぞ」

　男の言葉を合図に、全員が半はん獣じゆう化かをはじめる。男の姿すがたは山やま猫ねこに。そばにいた大柄な男は青い蛇へびに──

　青い蛇。銀ギン月ゲツの戦士、バイアス・セレンビュート。

　銀の月アガーと共に在ある神、カッヅァの領りよう域いきから送り込まれた戦士たち。

　うち半数の十人は、いざという時の主力として、各かつ個こ撃げき破はされるのを防ふせぐために集しゆう団だんで行動し、あと半数は散らばって捜そう索さくを担たん当とうしている。

　捜索班はんは各自の判はん断だんで、休むなり、いまだ捜索を続けるなりしているはず。

　眠ねむりの中に響ひびいた今の声が、捜索班の誰かのものだったのかどうか、この場の十人にはわからない。

　いや、そもそも、青せい蛇じやたちは気づいてすらいないのだ。本当は声などなかったのだということに。

　気づかぬまま、全員は駆かけ出してゆく。

　声が聞こえた方に向かって。




　陽ひのない世界の夜が明ける。

　地下道を通ってあちらへこちらへしばらく歩き、地上に出た時には、空は明るくなりはじめていた。

「なあ」

　無人の町を行きながら、シンは誰にともなく問いかける。

「ここって昨日通ったよな」

「はずれー」

　間ま延のびした声で言ったのは、そばにいたラシール・フラクタル。やはりピーナッツをかじりつつ、

「誰も住んでない家のある区画っていくつかあるから。同じみたいに見えるけど、昨日出会ったのとは別の場所ー」

　区画が違ちがっても町は町じゃねーか。

　と、言いかけてシンは思い直す。

　ラシール・フラクタルの言う区画、というのが、シンの知る、ヒュームの町の区画と同じ意味とは限かぎらない。

　入った場所から見た神の世界という奴やつは、虚こ空くうに無数の巨きよ大だいな柱が立って、その上に森やら町やらがある、という変なものだったが、ひょっとしたら、その柱が違うという意味なのかもしれない。

　ともあれ、この場は白びやつ虎こたちに任まかせておいてよい、ということなのだろう。

「そうなのか」

　とりあえず適てき当とうなあいづちを返す。

「けどなんか……嫌いやな雰ふん囲い気きだぜ」

　あたりに視し線せんを配りつつ、シンはつぶやく。

　朝の空気。それ自体は地上──クロスカディアとほとんど変わりはない。

　しかし空気の中にわずかだが、ぴりぴりとしたものが混じっている。

「わかるんだ」

　銀ぎん鷹ようの問いかけに、シンは自じ嘲ちよう混じりの苦く笑しようを浮うかべて答える。

「……慣なれた空気だからな」

　幾いく度どか戦いを経けい験けんするうち、彼はいつの間にか、戦いの気配というかにおいというか、そんな予感めいた漠ばく然ぜんたるものを感じ取れるようになっていた。

　……こんなことがわかってしまう自分が、驚おどろきでもあり、ちょっと嫌でもあったが。

　とはいえ翠スイ月ゲツの戦士たちは、実はそれほどさし迫せまった危き機きは感じていないのかもしれない。白虎とあと数人のリワーダーが半獣化しているだけで、あとの皆みなは人の姿すがたのまま。戦せん闘とう態たい勢せいにも入っていないということになる。

　さすがにそれはいくらなんでも不用心すぎるような気はするのだが。

　そんなシンの不安を見み透すかし、からかうかのように、ラシール・フラクタルは、

「追っ手、いるかもしれないねー」

「気楽に言うけど……見つかったらどうするんだよ」

「どうって。そんなのは状じよう況きよう次し第だいだよー」

「そりゃまあそう──」

　言いかけて。

「──！」

　感じた気配に、シンは視線をはね上げる！

　一同の行く手、すぐそばの家の屋根。こちらを見下ろす影かげ二つ。

　先頭の白虎はそれに気づいた様子はない。

　シンが足を止め、警けい告こくの声を上げようと口を開いた、その瞬しゆん間かん！

　影が屋根から地へと舞まう！

　同時に、地から白い残ざん像ぞうが跳はね上がる！

　──音は二度聞こえた。

　一度は何かが何かを打つ音。二度目は何かが落ちる音。

　地に這はい呻うめくは二人のリワーダー。どちらも半はん獣じゆう化かした姿だった。

　一体何が起きたのか。

　シンの目はかろうじて、今の状況を捉とらえていた。

　降ふり来くる二つの影を迎むかえてリュクセノール・リグドが地を蹴けりはね上がり、すれ違いざま二つの影に打だ撃げきを叩たたき込んだのだ。

　追っ手たちは、ただ一方的に不意を突つかれたわけではない。白虎の跳ちよう躍やくに対して反はん応のうし、防ぼう御ぎよの構かまえを取っていた。

　対する白虎は接せつ触しよくの刹せつ那な、手を脚あしを尾おを使った連続攻こう撃げきで、その防御を粉ふん砕さいし、二人を地に這わせたのである。

　途と切ぎれることなき連撃は、一つの音に溶け合って。ゆえに、音は二度。

　倒たおれた追っ手二人のそば。リュクセノール・リグドは着地とともに地を蹴って、二人にさらに一撃ずつを加えて完全に昏こん倒とうさせる。

　それは攻防というよりも、まるで手て際ぎわのいい作業。

　白びやつ虎こは何事もなかったかのように立ち上がり、

「急いだ方がよさそうだな」

　びすっ！　とその頭をラシール・フラクタルのチョップが揺ゆらす。

「うわー。一人だけかっこいー」

　ひやかしつつも、この期ごに及およんで、やはり時々ピーナッツをぼりぼりとかじっている。

　──あれ？

　シンはまたたき、隣となりを見やる。たった今までピーナッツ女は自分のそばにいたはずだ。

　いつの間に、あんな場所まで移い動どうした？

　ラシール・フラクタルのひやかしに、白虎はやや困こまった顔で、

「ひやかすくらいなら働け。どうせ気配には気づいていたんだろう。とにかく──」

　リュクセノール・リグドの言葉がそこで止まる。

　理由は──聞くまでもなくわかった。

　一同が向かうその行く手に、佇たたずむ影は十ばかり。

　数の上ではこちらの半分ほどだが、伏ふく兵へいがいないという保ほ証しようはない。

　全員がすでに半獣化した戦せん闘とう態たい勢せい。殺気立ったまなざしでこちらを見回し──そのまなざしが、メイのあたりで一瞬だけ止まる。

　シンにとっては見覚えのない相手だった。

「銀ギン月ゲツの青せい蛇じや、バイアス・セレンビュート」

　先頭の青い蛇へびが言う。その目が向くのはメイではなく、こちらの先頭。

「ほう……」

　白虎は口の端はしを吊つり上げ、獰どう猛もうな笑えみの形に牙きばを晒さらして名乗りを返す。

「翠スイ月ゲツのリュクセノール・リグド」

　蛇の表ひよう情じようはよくわからぬが、その隣にいた山やま猫ねこは表情を変え、

「ほう。名は聞いたことがあるぞ。

　──戦士たるものが心を決めてやっていることを言葉で覆くつがえせるとは思わんが、一いち応おう言いわせてもらうぞ。

　正せい規きに選ばれた戦士でもない者たちが四人、ここに侵しん入にゆうした。

　そちらの後ろにいる者たちだろう。

　引き渡わたしてもらおうか。

　尚なお、これは銀ギン月ゲツの神、カッヅァ様をはじめとする神々からのご命令──即すなわち神々の総そう意いである」

　対するリュクセノール・リグドは淡たん々たんと、

「答えるまでもないとは思うがはっきり言っておく。

　ここはルファードリオン様の領りよう域いき。ルファードリオン様の命令がない今、誰だれに従したがい誰を守るか、それを決めるのは翠スイ月ゲツの戦士だ。

　要求は、断ことわる」

　対する山やま猫ねこも笑えみを浮うかべて牙を剝むき──猫の親類同士ながら、こちらの迫はく力りよくは白虎の足あしもとにすら及ばないが──

「一通りの礼は通したつもりだが」

「こちらもだ」

「なら──」

「戦やるか」

　無む造ぞう作さに言い放つと、白虎は肩かた越ごしに振ふり向いて、

「ラシール・フラクタル。皆みなを連れて先に行け」

「あー。でも」

　頼たのまれて、しかしラシール・フラクタルは、ピーナッツをひと粒つぶ口の中にほうり込こみ、やはり緊きん迫ぱく感のない口調で、

「こういう場所なんだし、ここでの足止めはこっちでやるから。そっちがみんなを連れて先に行った方がー」

　いいから行け。そう答える白虎をシンは想そう像ぞうし──しかし。

「それもそうか。ならここは任まかせた」

　意外やあっさりうなずくと、先頭をラシール・フラクタルに譲ゆずってシンたちの方を振り向き、

「行くぞ」

　とだけ。

「え……けど……」

「ラフラ・リフラ、心配」

　シンとラフラ・リフラが眉まゆをひそめるそのうちに。

　ラシール・フラクタルは相手に向かって無造作に進み行きながら、

「翠スイ月ゲツのラシール・フラクタル。時間かせぎしまーす」

　宣せん言げんして、左手ひとつかみのピーナッツを口の中に。

　その名を耳にした山猫の目に警けい戒かいの色。

「聞いたことがあるぞ。銀の鷹たか、か。だがな、空を飛べるというだけで──」

「行くから」

　言うとともに、ラシール・フラクタルは軽く地を蹴けった──ように見えた。

　瞬しゆん間かん。

　女の姿すがたが銀の矢と化し、相手に向かって突つっ込んでゆく！

　速い！──が、しかし、戦士たちに反はん応のうできぬ速さではない。

　追っ手たちはとっさに迎げい撃げきの構かまえを見せて──

　雪が。

　戦士たちのまわりに吹雪ふぶいた。

　シンの目には刹せつ那なそう映うつった。

「な!?」

　誰かの驚おどろきの声と同時に──

「ぐぅふっ!?」

　呻うめき倒たおれたのは山猫だった。

　白銀しろが舞まい白銀しろが散る。

　それが無数の羽根だとシンが理り解かいした時、追っ手たちの大半は大きく飛とび退のき距きよ離りを取り──

　風裂さく音とともに、羽根の雪が二つに裂ける。

　裂いたのは、宙ちゆうを薙ないだ青蛇の尾お。

　裂かれて風に流れゆく、白銀の雪の中から見えたのは長い銀の髪かみ。

　人の姿をしたラシール・フラクタル。

「あー。一人かぁ。できれば二人はどうにかしたかったのにー」

　足あしもとに倒たおれた相手を見下ろして、緊迫感ゼロの調子で言うと、左手のピーナッツをひとつかみ口の中へ。

　はじめて目にするその戦いぶりに、シンは一瞬見とれ──

　だが今は、見物していられる状じよう況きようではない。

「手つだう！」

　ラフラ・リフラが興奮ぎみに声を上げるが、

「いーからいっしょに行ってー。戦士なら守るべき人を守ってねー」

　すげなく断ことわる銀の鷹。

　確かに──ラシール・フラクタルの戦法を考えれば、へたな助力はむしろ足かせになりかねない。

　皆もそれはわかっているのか、他に助力の名乗りを上げる者はない。

　ラフラ・リフラとて、まずはメイを守れと言われれば、反はん論ろんできるはずもなく。

「この場は頼む。

　──行くぞ！」

　リュクセノール・リグドが再さい度ど一行を促うながし、

「わかった！」

　シンは声を上げ、それを機に一行は動きはじめる。

「ラシール・フラクタル、強い！　きっとだいじょうぶ！」

　シンのそばを行きながら、ラフラ・リフラが、興奮した声を上げる。

　伝説に聞いてあこがれていた相手は、ただの眠ねむそうなピーナッツ女ではなかった。ラフラ・リフラの瞳ひとみがそう語っている。

「──ああ──」

　シンは適てき当とうなあいづちを返す。

　だが。

　彼は理解していた。ラシール・フラクタルの戦法が一体どういうものなのかを。

　そして、その弱点をも。

　おそらくあれは、そうそう幾いく度どもできる芸当ではないだろう。

　だが結局、そのことは口にせず。

「で、どこ行くんだ!?」

　先頭の白びやつ虎こに問いかければ、肩かた越ごしに振ふり向き、にやりと笑って、

「さあな」

　とだけ。

　それでわかった。

　せっかくラシール・フラクタルがかせいでくれた時間である。ならば行けるところまで行ってみよう、というのだろう。

　追っ手たちがどこにいるかもわからぬ状況では口に出せない所。

　封ふう印いんされたルファードリオンのもとへ。




　視し界かいの隅すみを影かげがよぎる。

　蒼そう穹きゆうを背せにした翼つばさの形を、ラシール・フラクタルの目は捉とらえていた。

　同時に地を蹴けり──女の姿すがたは瞬しゆん時じに銀色の鷹たかとなる。

　よく見ていればわかっただろう。ラシール・フラクタルの全身、肌はだの上を朱あかい文様が埋うめ尽つくし、その身が形を変え、全身から羽う毛もうが生え伸のびるのが。

　プロセスそのものは、普ふ通つうのリワーダーと変わりはない。だがラシール・フラクタルの場合、驚きよう嘆たんすべきは変化速度の異い常じような速さ。

　人の姿で地を蹴って、その跳ちよう躍やくが頂ちよう点てんに届とどかぬうちに、その身を銀の半鳥へと変えているのである。

　変化の圧あつ倒とう的な速さ。それこそがラシール・フラクタル最大の武ぶ器きだった。

　銀鷹と化して空を裂く。目ざすはむろん、たった今空に見えた翼。

　行く手にその姿が見える。ダークブラウンの──ワシか何かといったところだろうか。

　おそらく上空からメイルファードたちを追う役目なのだろうが、それを許ゆるすわけにはいかない。

　一気に加速し、間を詰つめる。

　パワーではワシの方に分ぶがありそうだが、速度はラシール・フラクタルが圧倒した。当然ワシも近づきつつある銀鷹には気づいているだろうが。

　一つの翼に一つの翼が追いついて、翼と翼が空中でぶつかり合った──と、見えた瞬間。

　白銀の雪が空に散る。

　ワシの翼を摑つかんでいたのは人の手だった。

　たぶんワシは、一体何が起きたのかわからなかっただろう。

　わからぬままのその一瞬に、勝負は決していた。

　接せつ触しよくと同時に人に戻もどったラシール・フラクタルは、片かた手てでワシの翼を摑み、もう片方を手刀と化してワシの後頭部へと叩たたき込む！

　ワシの首がのけぞり、意い識しきが途と切ぎれる。翼が力を失って、二人はそのまま落下をはじめた。

　ラシール・フラクタルは適てき当とうなところで再ふたたび銀の鷹へと変わり、死なない程てい度どの高さからワシをほうり出し、自らはもとの戦場へと向かう。

　見上げる追っ手たち、その頭上すれすれのあたりを目ざして。

　視し界かいに太い線が割わり込んできた。

　青せい蛇じやがくり出す長大な尾お！

　次の瞬間。

　白銀が世界を覆おおった。

　無数に舞う羽根は蛇へびの尾に散らされて、追っ手たちの視界を奪うばう。

　追っ手の一人が虚こ空くうを爪つめで薙なぐ。ラシール・フラクタルの姿を捉えたわけではない、牽けん制せいの意味を込めたカン頼だよりの一いち撃げきである。

　腕うでのひと振りが巻まき起こす風が羽根を散らし──

　瞬間、その追っ手の目はようやく捉えていた。

　自分の目の前。地を這はうように身を低くした、人の姿のラシール・フラクタルを。

　一度目の蹴りが、獣けものの顎あごを打ち上げて。

　二度目の蹴りが追っ手の体を後ろに撥はね飛ばす。

　白銀の髪かみが、舞い散る白銀の中に流れる。

　蹴り飛ばした戦士が別の誰かにぶつかり、混こん乱らんする中に、ラシール・フラクタルはそのまま突つっ込んでゆく。適当に数発を叩き込んだところに──風が来た。

　跳躍。

　そのまま瞬時に銀の鷹と化してさらなる高みへ。

　結果、目標を失ったバイアス・セレンビュートの尾は、バランスを崩くずして倒たおれかけていた味方数人を撥ね飛ばす。

　銀の鷹の戦法は、人化と半はん獣じゆう化か──いや、半鳥化を繰くり返しての攪かく乱らん戦せん。なおかつ半鳥から人へと戻る時に抜ぬけ落ちる羽根が煙えん幕まくがわりとなって、相手の視界をも奪う。

　戦いは圧あつ倒とう的にラシール・フラクタルのペース。一見そう見える。が。

「面おも白しろい」

　空を舞まう銀の翼つばさを見上げ、青蛇は言う。

　主力十名のうち、追つい跡せき役として配しておいたワシを含ふくめ、三名があっという間に地に這はった。──青蛇自身がうっかり撥はね飛ばした者も含めれば四人だが。

「この手で倒す。それまで勝手に倒れるな」

　青蛇の宣せん言げんに、ラシール・フラクタルは内心苦く笑しようした。

　そのうちいつか弱点がバレると覚かく悟ごはしていたが、予想より少し早かった。

　半鳥化と人化をくり返し、生えた羽う毛もうを抜ぬけ落ちさせて攪乱する。

　だがこれをやるたびに、当然、失った羽毛に見合った分の体力を消費することになる。

　ラシール・フラクタルが始終ピーナッツをかじっているのは、好物だからとか口くち寂さみしいからというわけではない。戦いの中で幾いく度ども肉体を変化させる、そのためのエネルギーを多少なりとも補おぎなうためである。

　とはいえむろん、口にほうり込んだピーナッツが、即そく座ざに体力エネルギーになってくれるわけではない。この戦いの中で、果たしてあと何回変化をくり返すことができるか。

　青蛇はそのことを見抜いたのだ。

「それに、飛べば目立つ」

　とバイアス・セレンビュート。

　言葉の意味はすぐに知れた。

　あたりから近づいて来るのは、いくつもの気配と足音。

　さきほどの空中戦を見て、青蛇の仲間か別口か、いずれにしろ、あたりを捜そう索さくしていた追っ手たちが、この場所へと向かっているのだ。

　もしも今、人の姿すがたをしていたら。

　ラシール・フラクタルは思わず笑え顔がおを浮うかべただろう。

　全員を倒すのは無む論ろん不ふ可か能のうだろう。が。

　あたりにいた追っ手たちを全部この場に寄よせ集め、身を変える力が尽つきるまでは相手をこの場に足止めできる。

　時間かせぎとしては、これ以上の成功はない。

　青蛇とてそれはわかっているのだろうが、むしろ、ラシール・フラクタルとの戦いを他人に邪じや魔まされたくないとでも考えているのかもしれない。

　相手の思おも惑わくはまあなんでもいい。この際さい誰だれでも大歓かん迎げい。

　──じゃ、そっちはあとよろしく──。

　心の中で、ここにはいないリュクセノール・リグドに呼よびかけて、銀の鷹たかは空を裂さく。




　戦いの気配が後ろに遠ざかる。

　シンたちは無人の町を駆かけてゆく。

　ラシール・フラクタルのことを気にかけない者はいないだろうが、誰もそれを口には出さない。

　あの場所から遠ざかる時には全力疾しつ走そうだったものが、やがて少しずつスピードを落として、今は軽い駆け足ほどの速さになっていた。

　先頭のリュクセノール・リグドは、とある家の前で門柱に左手をつき、次の角を左に曲がる。

　緑の生け垣がきにはさまれた道を進んで、その次の角も左に曲がり──

「──おい？」

　白びやつ虎このすぐあとにつきながら、シンが眉まゆをひそめてつぶやく。

　無む視しして白虎はその次の角も左に。

「回ってるー」

「お任まかせください」

　メイの指し摘てきに白虎の返事。答えになっていないようにも感じるが。

　リュクセノール・リグドは次も左に曲がり──

　シンが目にした家の門柱は、当然ながら、さきほど白虎が手をついた場所。

　同じ所をぐるぐると回っているようにしか見えないが、さすがにそんな無意味なことはしないだろう。きっと何か理由があるのだろうと、黙だまってそのままついてゆくうち、最初の角をまた左に。左、左、左と回り、また家の前を通り過すぎ。

　さすがにそろそろシンも眉をひそめ──

　だが。

　次にまた同じ角を左に曲がったその時。

　一同の前には、ただただまっすぐな道がどこまでも続いていた。

「なんだこりゃ!?」

「道だ」

　思わず声を上げたシンに、白虎の答えはミもフタもない。

　驚おどろき足を止めたのは一いつ瞬しゆんだけ。普ふ通つうでないのにはある程てい度ど慣なれたし、足を止めて不思議がっていられる場合でもない。シンはとりあえず再ふたたび駆け出した。

　おそらく、今の場所でああいう動きをしてはじめてここに入れるのだろう。それはなんとなくわかった。

　一見、道は今までと同じ。両側には緑の生いけ垣がきが連なり、その向こうには空があり。

　しかしさきほどまでと違ちがい、生け垣の向こうに家は見えず、曲がり道も枝えだ道みちもなく。

　行きつつ肩かた越ごしにふり向けば、平々凡ぼん々ぼんたる町まち並なみが後ろに遠ざかる。目の前にはただただまっすぐな道だけがある。

　その道に入ってからいくらも行かぬうち。

「空が──」

　次に声を上げたのはギソウルだった。

　言われてみれば。

　あざやかな空色だったのが、今は幾いく分ぶん藍あいの色を濃こくしていた。

　気のせいではない。進めば進むだけ、少しずつ少しずつ空は暗さを増ましてゆく。

　つい今しがた夜が明けたばかりのはず。夕ゆう暮ぐれにしてはせっかちすぎる。

　いくらでたらめなこの世界でも、さすがにこれはどうなのかと。

「どーでもいいけどこの世界って、なんでこんなつくりになってるんだ？」

「仕方あるまい」

　白虎は前を向いたまま、

「ルファードリオン様が封ふう印いんされてしまう前に、このようにお造つくりになられたのだ。この世界の模も様よう替がえをなされるのがご趣しゆ味みであらせられたからな」

「……なるほど……」

　シンはつぶやく。うんざり気分は声に出ないよう、おさえたつもりではあったが。

　世界の模様替え、ときた。これまたスケールのデカいガーデニングマニアもいたもんである。

　しかも思いっきりはた迷めい惑わく。

　ふと。恐きよう怖ふの想そう像ぞうがシンの背せ筋すじを寒くする。

　もし、ルファードリオンの解かい放ほうに成功したとして。

　メイと性せい格かくが一いつ緒しよだったらどうしよう。

　考えてみれば親子なわけだし。

　あわててかぶりを振ふり、そのおぞましい妄もう想そうをうち払はらう。

　語り行くうちにも空はどんどん暗くなり、ついには星すらまたたきはじめ──しかしなぜか、皆みなのいる道の上は明るいまま。

　やがて左右の生け垣は、高い支柱ポールと柵さくとに替わる。

　柵のすき間から下を見れば、いちめんの星。

　星空に架かかった一本の吊つり橋。おおむねそんなイメージである。どこまでも続くその先は、吸すい込まれるように夜空と溶とけ合って。

　……デートスポットにはいいのかもしれないが、この状じよう況きようでこんな風景を見せられても、なんだかむしろ腹はらが立つ。

　ま、ルファードリオンを奉ほうじる戦士たちがいる前で、神サマのセンスにグチをこぼすつもりはないが。

　シンはとりあえず、その件けんはそっとしておくことにして。

「……で、それはそうとして、あとどれくらいで着くんだ」

「もうすぐだ」

　白びやつ虎この答えは素そっ気けない。

　とはいえ、白虎の身体能のう力りよくを考えると、フルマラソンに近い距きよ離りでも『もうすぐ』と言われてしまいそうな気がして、

「この橋を渡わたった先、って解かい釈しやくでいいのか？」

「橋を渡れば赤い峡きよう谷こくに着く。そこを抜ぬければ、ルファードリオン様がおいでになる場所だ」

「けど、もうすぐだって言うんなら、そろそろ歓迎があってもよさそうなもんだが……」

「……うむ……」

　シンの言葉にリュクセノール・リグドが呻うめく。

　追っ手たちは、こちらの目的地を知っているはずである。

　にもかかわらず、青い蛇へびたちと出会って以い降こう、一度も追っ手の姿すがたを見ていない。

　それはつまり──考えたくない話だが──

　言い行くそのうち。

　行く手に影かげが見えた。

　それは最初、幻まぼろしにしか思えなかった。

　星の夜空に重なって、ぼんやりと連なる岩山の影が重なり見えはじめたのだ。

　歩むにつれてそれは濃こくなり星の光は薄うすくなり。連なる岩山の輪りん郭かくはその鮮せん明めいさを増してゆき。空は夜の色から夕焼けの──いや、朝焼けだろうか。朱あけの色へと移うつり変わりゆく。

　夜を行く橋と夕日の峡谷。二つの風景が同じ場所で重なり合い、歩みを一歩進めるごとに、峡谷の映えい像ぞうの方がその鮮あざやかさを増してゆく。

　ひょっとしたら本当に、二つの世界がここで重なり合っているのかもしれない。

　……どういう理り屈くつでそうなっているのか、もちろんシンにはわからないし、そんなことはこの際さいどうでもいいのだが。
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「……あー。やっぱり」

　シンはうんざりとつぶやいて、一行は誰からともなく足を止めていた。

　輪郭を濃くさせつつある朱の峡谷。

　そこには一同を迎むかえるように、佇たたずむいくつもの影があった。

　今までに歓かん迎げいがなかったということは。

　この先に、大歓迎が待っているということだった。




　向かい来た鳥のリワーダー一人を空中戦で撃げき墜ついした、その時。

　ラシール・フラクタルは視し界かいの隅すみに、大きく身をたわめた青蛇の姿を捉とらえた。

　背せ筋すじを抜ぬける予感に突つき動かされて、銀鷹は翼つばさを翻ひるがえす！

　同時だった。

　視界の中で、蛇の姿が巨きよ大だい化したのは。

　尾おで地をはじいて跳とび来たのだ。ラシール・フラクタルが今いたのは決して高空というわけではないが──おそらく白虎の跳ちよう躍やくでもここには届とどかないだろう、そんな高さ。

　予感に身を任まかせていなければ、蛇と空中戦をやる羽目になっていたところだが、青い顎あぎとは翼から離はなれた場所を通り過すぎ──

　どっ！

　鷹たかの身が跳はねる！

　内ない臓ぞうまで届く衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん意い識しきが飛び──

　戦せん闘とうの高こう揚ようが意識を現げん実じつに引き戻もどした時、ラシール・フラクタルの目前には獣けものたちがひしめいていた！

　自分が追っ手たちに向かって落下しているのだと悟さとった瞬間、空中で身をひねりつつ半鳥から人へ！　散る羽根にまぎれて振ふり下ろしたかかとが追っ手一人の頭を打つ！

　その反動も利用し、着地し──

　着地とともに膝ひざをつく。腹はらから腰こしにかけて十分な力が入らない。

　蛇の攻こう撃げきをかわしたと思ったあの時。

　しかし、バイアス・セレンビュートの尾は支ささえなき虚こ空くうでうねり、ラシール・フラクタルの腹を打ちつけたのだ。

　場所が空中だったおかげで、尾の破は壊かい力りよくは半はん減げんしていた。だがそれでも銀の鷹に膝をつかせるほどの力はあったのだ。

　ラシール・フラクタルは迷まよわずその場に手をついて、両手両足すべての力を使ってダッシュ！　同時に銀の鷹へと変へん貌ぼうを遂とげて宙ちゆうに舞まう！

　空中で姿し勢せいを変えれば、たった今まで自分のいた場所には青い蛇へび。もしも離り脱だつか変化がわずかに遅おくれていれば、仕し留とめられていたかもしれない。

　地上では、再び蛇が身をたわめる。

　──このまま高度を上げて飛び行けば、逃にげることはたぶんできるだろう。が。

　銀の鷹は、地上に──バイアス・セレンビュートに向かって一直線に突つっ込こんでゆく！

　蛇が跳ねる。

　虚空に白銀しろが散る。

　羽根は蛇の視界を奪うばう。が、その瞬間、蛇の尾は正せい確かくに、空中のある場所を裂さく！

　羽根が舞った──ラシール・フラクタルが、鳥から人へと変わったその場所を下から上へと！

　人へと変わったラシール・フラクタルに、これがかわせる道理はなく──

　しかし蛇の尾は舞い散る白銀をかき混まぜたのみ！

「──!?」

　表ひよう情じようなき蛇の瞳ひとみに動どう揺ようの色が浮うかぶ。

　その身は跳躍の頂ちよう点てんに達し、あとは計算通り、近くの家の屋根に向かって落ちて──

　ゆこうとするその頭に。

　ごッ！

　鋭するどい衝撃がつき刺ささる！

　落下の速度が急に増まし、軌き道どうはそれて、何もない大地へと落ちてゆく！

　迫せまる大地を目前に、銀ギン月ゲツの青蛇、バイアス・セレンビュートは理り解かいした。

　あの瞬間、銀の鷹は二度、変じていたのだと。

　完全に、リワーダーの常じよう識しきを超ちよう越えつした変化速度で。

　人へと変じ、白銀しろを散らし、鳥へと変じ、尾を逃のがれ。

　落下をはじめた蛇の頭に、加速しながら突っ込んで来たのだ。

　悟さとりは刹せつ那な。肉体が反はん応のうするほどの時間はない。

　むろんこの速度で地上に落ちれば、青蛇はもとより、銀鷹も無事では──

　轟ごう音おん。

　蛇の尾が激はげしくのたうち、やがて静かになる。

　他ほかの追っ手たちが半ば呆ぼう然ぜんと見守る中──

「やー。なんてゆーかー」

　人の姿になったラシール・フラクタルは、左手のピーナッツを口へと運ぶ。

「なんかひさしぶりに、すげー楽しくなってきたー」

　片かた足あしで、完全に意い識しきを失なくした青蛇の頭を踏ふみつけたままで。




　白い通路を行く影かげ二つ。

　ともにその背せに黒こく翼よくを負い、かたや儀ぎ礼れい服ふくを身に纏まとい、かたや刺青いれずみを半身に纏い。

　ブルジオラスとグィツ、二人のディーヴァ。

　夜が明けてほどなく。

　身を隠かくし、休んでいた場所から抜ぬけ出すと、二人はとある区く域いきを空から捜さがした。

　だが結局は何の収しゆう穫かくもなく、他の場所へと移うつろうと、通路を移い動どうしているところだった。

　鍵かぎがわりのリストバンドは手に入れた。

　とはいえ依い然ぜん、地理関係は全くわからず、捜そう索さくは進まない。

　通路には二人の足音だけが響ひびいて──

　途と切ぎれる。

　十字路で足を止め、視し線せんを交かわし、

「聞こえたな」

「あちらから」

　目をやったのは同じ方。

　さきほどから通路に響いていたのは、ただ、二人の足音のみ。

　にもかかわらず、二人の耳はたった今、間ま違ちがいなく誰だれかの声を聞いていた。

　きびすを返してそちらに進み、しばらく行ってから、

「今度は──こちらか」

　存そん在ざいしない声に導みちびかれ、さらに進んで、やがて立ち止まる。

　それは通路の途中にある、一枚まいのドアの前だった。

　グィツが伸のばした手の中で、ノブはあっさりと回る。

　開いた先は部屋ではなかった。

　同じような白い通路。だが少し違うのは、それがゆるい弧こを描えがいていること。

　見える限かぎりに横道やドアなどはなく、先の方では、白い壁かべがわずかに緑がかっている。

　どうやら、ブルジオラスの待っていたご招しよう待たいがかかったようだ。

　ブルジオラスは先にドアをくぐりつつ、

「グィツよ」

　刺青いれずみディーヴァに語りかける。

「これから先、何が起こるかわからん。ゆえに今のうちに言っておくが、この先私が命令したことは、いかにそれが無意味や理り不ふ尽じんに感じたとしても従したがってもらいたい」

「もとより」

　グィツは迷まよわず即そく答とうする。

「ならばよい」

　言い進むうちにも、壁の緑はその色を深めてゆく。天てん井じようの照明とは別に、通路の先に、緑色の光を発する何かがあるのだ。

　それは──すぐに見えて来た。

「何……だ……？」

　グィツの漏もらした声はわずかにかすれていた。

　通路を抜ぬけた靴くつが踏ふむのは硬かたい床ゆか。

　高い天井からは透とう明めいな光が降ふり注ぎ、広いその空間を照らしていた。

　だが、広大な空間の中央に鎮座する翠みどりの柱が放つ輝かがやきが──決して強くはないはずの淡あわい光が、世界を薄うすい翠の色に染そめている。

　──柱──氷ひよう柱ちゆうのごとき、クリスタルのごとき透明な、緑光を放つその中に、二つの影が眠ねむっている。

　一方は、グィツの知らない姿すがた形かたち。

　おそらくはこれが──神。

　だが彼の目を奪うばったのは、もう一方の影だった。

　刺青ディーヴァは柱に歩み寄よる。

　自らの後ろ、たった今まで通り来た通路の出入り口が、跡あと形かたさえ残さず消えていることにも気づかずに。

　ま近で見ればはっきりとわかる。柱に封ふうじられた影の姿が。

　背せ中なかに赤せき翼よく。頭上には二本のねじれた赤い角。

　──ディーヴァ。

「そう」

　ブルジオラスはグィツのすぐ後ろから声をかける。

「彼こそがおそらく、ターゲットの父親。

　──そして、我われ等ディーヴァの前王、ゾルガメイル」

「……行方ゆくえ……不明と……」

「そう言われておるな」

　グィツのつぶやきに、ブルジオラスはこともなげに、

「『神』とやらとの共きよう存ぞん手しゆ段だんを模も索さくする──そのような理想論ろんを掲かかげ、結局は王位さえ捨すてて国を出て──

　行方知れずとなった王。

　だが、こうして、神の一人とは共存していたようだな。

　──この様子からすると、他の神からは不ふ興きようを買ったようではあるが」

　ブルジオラスとて、このことを知っていたわけではない。実じつ際さいにこの光景を目まの当あたりにして衝しよう撃げきを受けてもいる。

　だが──予想はしていた。一体いつの頃ころからだったか、自分でも憶おぼえてはいないが。

　ブルジオラスはグィツに近づき、小さな、小さな声で囁つぶやいた。

「我等は──」



















　空が、青い。

　道の上には無数の白銀しろが散さん乱らんし、白銀しろにまみれて、何人ものリワーダーたちが倒たおれている。

　あたりに動く者はいない。再ふたたびメイたちを捜さがしに行ったか、倒れた仲間を連れて行き、どこかで介かい抱ほうしているか。

　そんな中で。

　ラシール・フラクタルは大地にあおむけになったまま、水色の瞳ひとみでつくりものの空を映うつしていた。

　故郷ふるさと──東の大陸イースタンガイアの空と同じ色。

　ふと、昔を思い出す。

　戦士として選ばれ、この地に送られる前のこと。

　川で遊んで森で遊んで空で遊んで。戦たたかって戦って戦って。

　──ここに来てからも戦いの練習は怠おこたらなかったが、体が動かなくなるまで戦ったというのはずいぶんひさしぶりだ。

　半鳥化と人化とを何度くり返したのか。

　何人の相手を倒したのか。

　よく、憶おぼえていない。

　まだまだ戦える。まだまだ倒せる。そう心を高こう揚ようさせて、戦い続けて。

　青せい蛇じやを倒したのは憶えている。

　そのあとも戦いを続け、人の姿すがたで相手の一人を蹴けり倒し、もはや何度目かもわからぬ半鳥化をしようとしたその瞬しゆん間かん。

　唐とう突とつに、終わりは訪おとずれた。

　たぶん体力が本当に限げん界かいに来ていたのだろう。何かの悪い冗じよう談だんのように、全身が全く動かなくなり、その場に倒れた──ような気がする。

　記き憶おくが途と絶だえ、気がつけば、ラシール・フラクタルは青空を眺ながめていた。

　リワーダーは戦いには遺い恨こんを残さぬ性質たちである。そうでなければラシール・フラクタルは、目ざめることなく殺されていただろう。

　体力補ほ給きゆうにピーナッツでもかじろうかとも思うのだが、手を動かそうとしても、指先がぴくりと小さく動いただけ。

　──まあ、いいか──

　唇くちびるをつぶやきの形にふるわせて、ラシール・フラクタルは空を見上げる。

　蒼そう穹きゆうのあちらこちらには、ぽつりぽつりと白い綿わた雲ぐもがはりついて。

　はりついたまま、動かない。ルファードリオンが封ふう印いんされたあの日から。ずっと。

　もう一度、流れる雲が見てみたい。

　白銀の鷹たかは動かず、ただ空を見上げる。




　橋の上、一行は足を止めていた。

　二つ重なる風景のうち、夜空の道はもはや朧おぼろな残ざん像ぞうと化し、朱あかい峡きよう谷こくがはっきりと姿を見せている。

　その朱い景色の中で、一同を待ち受ける影かげたちは、いまだ動こうとはしない。

　数は──ざっと見たところ二十程てい度どか。

　こちらとほぼ同数。大歓かん迎げい、というほどの人数ではない。

　とはいえそれは、伏ふく兵へいなどがいなければ、の話。

「シンドレッド＝カイラム」

　白びやつ虎こは言う。振ふり向かぬまま。

「メイルファード様を連れて峡谷の間をまっすぐ行け。それでたどり着く。

　ヒュームのお前とメイルファード様だけなら、追っ手たちも本気の攻こう撃げきはやりにくいかもしれんからな」

「強攻突とつ破ぱかよ結局」

「次の機が、今より有利になるとは限かぎらん」

　峡谷を行けば着くと白虎は言う。だがそのたどり着く場所とやらは、ここからでは全く見えず。

「……で、着いた先にも歓迎が待ってたらどうすりゃいいんだよ？」

「決まっている」

　白虎は肩かた越ごしに振り向いてにやりと笑い、

「回れ右して一目散、だ。その時は全員、喜んでつき合うぞ」

「援えん護ごくらいはしてやろう」

　軽口とも本気とも取れる口調でギソウルは言う。

「絶ぜつ対たい、相手、メイに近づけない」

　ラフラ・リフラは、その身を金色の犬へと変えはじめ。

　見れば、今まで人の姿をしていた他ほかのリワーダーたちも、半はん獣じゆう化かをはじめている。

「──もしも──」

　視し線せんを前に戻もどして、白虎。

「もしも行った先に歓迎がなければ、ルファードリオン様の封印の状じよう態たいを調べてくれ。

　できれば、封印を解とくための手がかりとかを見つけてほしいところだ。

　そしてこれは──

　頼たのみというより、都合のいい夢ゆめなのだが……

　もしも──もしも──」

　白虎の拳こぶしに力がこもる。

「その場で解けるものなら、即そく座ざに封印を──」

「──わかってる──」

　シンはきっぱり言い放ち──少し声の力を抜ぬいて、

「……けどな。できればあとから駆かけつけてくれ。調べるなら、人数が多い方が楽だ。

　それに。

　状じよう況きよう次し第だいじゃあ、まだまだ長くつき合ってもらわなきゃならねーんだ。

　ここで討うち死じに、なーんて変な覚かく悟ごはしねえでくれよ」

「もとより承しよう知ち」

　背せを向けたままうなずいて。

　リュクセノール・リグドは一歩を踏ふみ出した。

　皆みなは半獣化を終えている。

　列は再ふたたび動き出す。

　歩みはだんだん加速して。駆け足となり疾しつ走そうとなり。

　峡谷に待つ影はもはや影ではない。一人一人の姿すがたも見分けられる。さまざまな獣けものの姿をしたリワーダーたちがそこにはひしめき合っていた。

　シンは左手でメイの右手を取り、

「いくぞ！」

「──うん！」

　メイの答えを合図にして、獣たちとともに駆けゆく！

　朱い世界のその中を。

　行く先に待つ追っ手たちに向かい。

　いや。こちらからしかける以上、相手を追っ手と呼よんでいいものかどうか。

　相手は一いち団だんを成したまま、橋の終わりに待ちかまえている。そこでこちらの列の動きを止めるつもりなのだろう。

　確かにそうなればこちらは不利になる。

　──そうなれば、の話だが。

　先頭をゆく白びやつ虎この足取りには迷まよいもためらいも一いつ切さいなく。いや、むしろさらに加速して。

　敵てき集団に接せつ触しよくする──と見えたその瞬しゆん間かん。

　白虎の体が宙ちゆうに跳はねた！

　高い。

　敵の前列が、反はん射しや的にそれを目で追った瞬間。

　白虎の後ろを駆けて来た味方がそこに突つっ込こんでゆく！

　敵に動どう揺よう。しかしそれだけでは敵の列は崩くずれない。それだけでは。

　跳ちよう躍やくしたリュクセノール・リグドは──その頂ちよう点てんで、橋の高い支し柱ちゆうを蹴けって、敵のど真ん中に突っ込んだ！

　敵の集団が大きくゆらぎ──

　無数の小さな爆ばく発はつが、隊列をついに崩ほう壊かいさせる！

　ギソウルが空に舞まい上がり、攻こう撃げき型の律崩術クランブルを放ったのだ。

　そこに味方が突っ込んでゆく！

　乱らん戦せんが──はじまった。

　敵と味方、獣と獣が混まじり合う。

　腕うでが脚あしが爪つめが牙きばが翼つばさが尾おが入り乱みだれ。

　爆音が起こる。怒ど声せいと咆ほう吼こう。重い打撃音が響ひびく。風景が流れる。人が流れる。

　争乱の中をシンは駆けゆく。メイの手を取り。

　誰だれがどこにいて誰とどう戦っているのか。全体の状況はどうなっているのか。そんなことに気を回しているゆとりはむろん、シンにはない。

　自分とメイのまわりと正面にだけ意い識しきを集中し、他の者たちの戦いに巻まき込まれないようにするので精せい一いつ杯ぱい。

　視し界かいの片かた隅すみで、白虎が黒い牛と組み合っているのが見えたような気がした。ギソウルの翼を見たような気がする。金色の尾のようなものがちらりと横手に見えて消える。

　二人は走る。戦いの中を。

　やはりリワーダーの気き質しつなのか、戦意を見せずに駆けるだけの二人に対するマークは甘あまい。

　ちょっかいをかけて来ようとした相手はいたが、味方の誰かが戦いを挑いどむ気配をちらつかせれば、そちらの方に意識を向けて。

　結局二人はあっさりと、相手の包ほう囲い網もうを抜けた──

　かと思ったその時。

　前方に赤い影かげがさす！

　相手に目をやり──

　──ちっ！

　シンは内心舌した打うちした。

　立ちはだかるは赤い狼おおかみ。

　半はん獣じゆう化かした相手の顔立ちそのものの見分けはシンにはつかないが、体色に、着ている服に覚えがあった。

　ヒュゾ・ルウラ。リュキュートの領りよう域いきで出会った赤せき狼ろうのリワーダー。

　相手はシンとメイの顔も知っている。

　以前出会ったその時に、シンは相手の油ゆ断だんにつけ込み、いろいろと小細工をしたことがある。

　となれば見み逃のがしてはくれないだろうし、今度は油断もしてくれないだろう。

　その目は他の誰でもなく、シンとメイの二人に注がれていた。

　横から翠スイ月ゲツのリワーダーが赤狼に向かって吠ほえるが、ヒュゾ・ルウラはただ片かた耳みみをぴくりと震ふるわせたのみ。

　赤狼が身がまえ──

　爆発が起きる。

　上空からの、ギソウルの攻撃型律崩術クランブルによる援えん護ご射しや撃げき。

　赤狼は身をかわしつつ、それでもシンたちの前に立ちふさがる！

　あやうく足を止めかけるが──立ち止まろうとまわり込もうとしようと結果はおそらく同じこと。ならば、と、そのまま突っ込んでゆく！

　赤狼との距きよ離りが詰つまる。ヒュゾ・ルウラが身がまえ──

　衝しよう撃げきがシンの体を揺ゆらす。

　正面ではなく背はい後ごから。

　しかしそれは攻撃ではなく──

　赤狼の視線がはね上がる。瞳ひとみに動どう揺ようと敵てき意いの色をたたえ、構えを変えて──

　その上に金色の影が跳とびかかる！

　シンの背せを蹴り、踏ふみ台にしたラフラ・リフラ！

　金と赤、犬と狼がもつれ合う。

「行け！」

　ラフラ・リフラの声に、シンは地を蹴る足に力を込める！

　駆かける。

　駆ける駆ける駆ける駆ける駆ける。

　左手に、握にぎったメイの手のぬくもりだけを確たしかめて。

　シンとメイ。

　二人の前には、もう誰も誰もいなかった。

　ただ朱しゆに染そまった峡きよう谷こくがひろがるばかり。

　背後で爆ばく発はつ音おん。おそらくギソウルが、追おうとした者を牽けん制せいしたのだろう。

　まっすぐ行け、と白びやつ虎こは言った。

　しかし、どこまで行けばいいのか。例によって例のごとく、ゴールらしきものはいまだ見えない。

　永えい遠えんにすら感じる刹せつ那なの一歩を、一体幾いく度ど踏み出したか。

　突とつ然ぜん。

　前まえ触ぶれもなく世界が変わった。

　描えがいた背景を目の前に、突つき出されたかのごとく唐とう突とつに。朱あかい世界から白を基き調ちようとした場所へ。

「────」

　シンとメイ、二人は思わずたたらを踏んで立ち止まる。

　ばさりっ、と傍かたわらで大きな羽音。目をやればギソウルの姿すがたがそこにはあった。

　いるのは彼女一人だけ。追っ手を足止めしてくれているのか、ラフラ・リフラや、他のリワーダーたちは現あらわれていない。

　眺ながめれば白く広い部屋。

　ちょっとした平ひら家やくらいなら、一軒けん二軒は入ってしまうほどの広さと高さはあるだろう。

　大理石の城しろ。そんな言葉をシンは連想する。……もっともシンは、実じつ際さいにそういう場所を見たことなどはないのだが。

　無む駄だにだだっ広い部屋の反対側には白い柱が立ち並ならび、柱の向こうには遠く近くに緑の山やま並なみが連なっていた。

　外の風景が見えるなら、部屋というより屋根つきテラスといった場所なのかもしれないが、とはいえ遥はるかに望む山並みが、本当に存そん在ざいする景色なのか、ただの幻まぼろしのようなものなのかはわからない。

　空間の中央に、床ゆかと天てん井じようを繫つなげて、淡あわい緑光を浮うかべる透とう明めいな柱があった。

　見た目は氷かクリスタルのようなもの。

　その中には二つの影かげがあり──

　メイが息を吞のむ小さな音が、シンの耳に届とどく。




　ラフラ・リフラの目の前に、ヒュゾ・ルウラの怒いかりの瞳ひとみ。

　赤せき狼ろうに組みついて、至し近きん距きよ離りでの打だ撃げきと爪つめの応おう酬しゆう。傷きずも受けたが何発か相手にも叩たたき込んだ。

　身を離はなして間を取り──その瞬しゆん間かん、ラフラ・リフラは地を蹴けり駆かけた。メイたちのあとを追って。

　ともにたどり着くはずだった。

　封ふう印いんされた神、ルファードリオンのもとへ。

　だが。

　どどどどどどぅっ！

　ラフラ・リフラの足を止めたのは、目前で起きたいくつもの爆発！

　呻うめいて目をやり、そして見た。メイを追い空をゆく黒い翼つばさを。

　今の爆発は、ギソウルの放った攻こう撃げき型律崩術クランブルだった。

　間ま違ちがえようはない。今ここでそれを使える者はただ一人なのだから。

　追っ手への足止めのつもりだったのか。それとも──

　確たしかめる術すべはなかった。メイとシン、ギソウル、三人の姿は、ラフラ・リフラの見ている前で、朱の景色に溶とけて消えた。

　三人だけを先に行かせるのには不安があった。しかしここで自分もあとを追えば、赤狼もついて来るだろう。

　一瞬迷まよい──

　──メイを、守る！

　決意しメイたちのあとを追う！

　鍵かぎとなるリストバンドは渡わたされている。同じ場所を同じように走れば──

　だが。

　メイたちが消えた場所を駆けても、そこはやはり赤い大地。

「……っ!?」

　混こん乱らんする。焦あせりが芽ぶく。どういうことだ？

　走ればそれだけでたどり着けるはずではなかったのか？　ひょっとすると追っ手から奪うばったこのリストバンドが悪いのか？　いや、それならシンのリストバンドにしても同じもののはず。

　きびすを返し、たった今通った場所を駆け抜ぬける。だがやはり、それで何かが起こることもなく。

　再ふたたび振り向き疾しつ走そうする。今度はさきほどより長く。

　はたからは、同じ場所を往おう復ふくしているだけにしか見えないのだが。

　焦りと混乱が徐じよ々じよにその大きさを増まし、浮うかんだ思いが確かく信しんに変わる。

　──自分は──間に合わなかったのだと。

　理由は全くわからない。だが。三人が行ったその場所へ、自分は行けない。

　そのことだけは事実として目の前につきつけられている。

「どういうこったッ！」

　怒いかりの咆ほう吼こうに振り向けば、近くに赤狼の姿すがた。どうやらメイたちを追うべく駆けて──ラフラ・リフラと同じ結果になったようである。

　苛いら立だちにぎらついた目でラフラ・リフラをにらみつけ、

「入れるはずって話だぞ！　なのに入れねえってことは──

　どんな小細工しやがった!?」

　ラフラ・リフラのしわざなら、あたりを空むなしく往復しているはずもないのだが、熱くなっているヒュゾ・ルウラはそこまで頭が回らない。

　頭に血が昇のぼっているのはラフラ・リフラとて同じこと。

「うるさい！」

　一いつ喝かつを返して赤狼に向かい──

　その瞬間。

　全員が一いつ斉せいに同じ方を向く。

　声を聞いたのだ。──やめよ──と。

　そんな声など響ひびかなかったはずなのに。

　尊そん大だいなものいいに全員が瞳に敵てき意いを込こめて──

　そして、全員が凍こおりついた。




　よろけるような足取りで、メイは柱に向かって歩み行く。

　シンも半歩遅おくれて続き、ギソウルだけが、もとの場所に佇たたずんでいた。

　クリスタルの中には二つの影かげ。

　既視感デジヤ・ビユがシンの脳のう裏りをよぎる。

　普ふ通つうなら出会うはずもないこの異い常じような光景を、いつかどこかで見たような。

　──すぐに思い出した。

　かつて故郷ふるさと、ヒュームの街で。

　ディーヴァが人間ヒユームの姿を借りて、メイの命を狙ねらってきたことがあった。

　律崩術クランブルを使い、自身の肉体をヒュームそっくりに変化させていたのだが、その際さい、変化のモデルとなる人間を、屋や敷しきの地下で氷づけにしていたのだ。

　その氷づけの人々を、シンもメイも目まの当あたりにしている。

　メイはその際にひどいショックを受けたようだったが──

　目の前の光景は、それとよく似にていた。

　違ちがうのは、それが氷ではなくクリスタルのような何かだということ。閉とじこめられているのがヒュームではないということ。

　双そう方ほうが着ているのはともに、ショールやローブを幾いく重えにも重ねた、白い縫ぬい取りがあるゆったりとした服。

　一方はディーヴァ。二本の角も、背せ中なかの翼つばさまでもが血のように赤い。ディーヴァにしてはおとなしそうな面おも差ざしで、瞳ひとみは静かに閉じたまま。

　もう一方は、白い肌はだに翠みどりの髪かみ。背にある翼は無む垢くの白さを持ちながら、形はディーヴァのそれに似て。

　面立ちと体たい格かくからして女じよ性せいだろう。眠ねむるように瞳を閉じたそのまわりには、翠の光を放つ呪環リングが二つ、どういう理り屈くつかこれだけは、クリスタルの封ふう印いんの中にあってなお、回り続けている。

　その放つ光が、クリスタル全体を、そして部屋を薄うすい翠に染そめていた。

「──これが」

　メイの母親にして翠月クロネオンの神、ルファードリオン。

　少女は二つの姿に魅み入いったまま、柱の表面にそっと指を這はわせる。

「……とうさんと……かあさん……？」

　つぶやく声にはとまどいの色。

　瞳がわずかに揺ゆれている。

　シンは黙だまってメイを見る。

　長い──長い道のりだった。

　少女が脈みやく絡らくもなくシンの家に転がり込んできて。ありえないごたごたに巻まき込まれて。故郷を出て、いくつもの大陸を回って。

　メイと両親を再さい会かいさせる。そう決意して、ついにここまで来た。

　だが、これで終わりというわけではない。

　いまだメイの記き憶おくは戻もどらず、その両親も封印されたまま。封印を解とく方法も、シンには見当すらつかない。

　調べる、と白びやつ虎こに約束はしたものの、何をどう調べればいいものやら。

　シンはクリスタルの奥おくで眠る二人に目をやって──
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「──？」

　眉まゆをひそめる。

　柱の中で眠るのは二人。

　だが今、その向こうで影かげが動いたように見えた。

　気のせい──ではない。

　唐とう突とつにシンは理り解かいした。柱の向こうに何かがいるのだと。

「メイ！」

　少女の名を呼よび腕うでを摑つかみ、強ごう引いんに後ろに引ひっ張ぱってゆく。

　柱の向こうで影が揺れた。

「再会は済すんだか」

　足音が響ひびく。声には聞き覚えがあった。

「少々待たされた。今度はこちらの用よう件けんを済ませたい」

　クリスタル柱をまわり込み、その向こうから歩み出たのは──

「噓うそだろ……」

　シンは呻うめいた。

　背には黒こく翼よく、頭に角。シンも何度か出会った相手。

　ディーヴァ。儀ぎ礼れい服の一人と上半身刺青いれずみの一人。

　かつてリュキュートの領りよう域いきで出会った時も、一体どこまで追って来る気か、と驚おどろいたのだが……よもやこんな所にまで、しかもこちらより先に。

「ここまで来るとある意味スゲエなオイ……」

　シンのつぶやきに、儀礼服のディーヴァは足を止め、慇いん懃ぎんな礼を送って、

「お褒ほめ頂いただいて感かん謝しやする。ヒュームの戦士よ。褒ほう美びに後ろの姫ひめを頂ければこのブルジオラス、重ちよう畳じよう至し極ごく」

　完全にこちらをなめた余よ裕ゆうの口調。しかし今のシンは、それに文もん句くをつけられる立場ではない。

　ディーヴァたちが足を止めたのは、シンたちから離はなれた場所。

　接せつ近きん戦せんには遠すぎるが、ディーヴァたちには律崩術クランブルがある。

　一方シンに武ぶ器きと呼よべるものは何もない。なおかつ部屋の天てん井じようは高く、もしもディーヴァが虚こ空くうへと舞まえば、手を伸のばしたとて相手の足にも届とどかないだろう。

　この場所でシン対ディーヴァという話になれば、勝負にすらならない。

　問題は──今この場で、ギソウルは敵てきなのか味方なのか。

「ずいぶんと余裕だな」

　そのギソウルの声は後ろから。

　シンは身を引き、儀礼服のディーヴァとギソウルとを交こう互ごに見やり──ギソウルはゆっくりと歩み来て、シンとメイたちの前に出て、二人のディーヴァと対たい峙じする。

　儀礼服のディーヴァを正面からにらみすえ、

「ブルジオラス、といったな。その名は聞いたことがある」

「そういえば、互たがいにちゃんと名乗ってはいなかったな。短い付き合いというわけでもないだろうに。

　私はディーヴァ外がい務む卿きよう、ブルジオラス。そして──」

　目で促うながされ、刺青ディーヴァは視し線せんをギソウルの方に向けたまま、

「グィツ」

　とだけ。

「ギソウルという」

　シンは一いつ瞬しゆん、名乗るかどうか迷まよって──その答えを出すより早く。

「こっちのヒュームの男はシンドレッド＝カイラム。

　そして──」

　ギソウルは言う。視線をブルジオラスたちからシンに、次にメイへと移うつし。

「メイ。本当の名はメイルファードというらしい」

　メイはディーヴァたちが現あらわれた今もなお、その目をじっとクリスタルの二人に注いでいる。ギソウルも同じ場所に目をやって、

「あそこに封ふう印いんされている神とディーヴァ──

　クロネオンの神、ルファードリオンと、我等ディーヴァのかつての王、ゾルガメイルとの間に生まれた娘むすめだ」

「──ディーヴァの王？」

　はじめて聞く話に、シンはギソウルと、柱の中の赤い影に目をやり、

「……聞いてねえぞそんな話」

　ディーヴァ、というのはわかっていたが、かつての王というのは初耳だった。

「言ったところで何か変わったのか？」

　ギソウルはシンには見向きもせず、ブルジオラスの方を見たままで、

「五十年前。

　当時の王、ゴルガジルドは『神』の存そん在ざいを知り、その結果戦いが起きた。

　王にどういう意図があったのかはわからん。

　神を倒たおすつもりだったのか。あるいは神に出会うための道を探さがし求め、結果として戦いになっただけなのか。

　いずれにせよ──

　結局は『神』の一人──マーレイアの放った力が、我等がかつての王おう城じようを消しよう滅めつさせ、戦いは終わった。

　次の王となったそのゾルガメイルは、『神』と平和裡りに接せつ触しよくする方法があるのではないかと唱えたが──

　そんな意見が、戦争直後の我等のうちで受け入れられるはずもない。

　結局ゾルガメイルは、現げん王、ギルガゾードに王位を譲ゆずり、姿すがたを消した。

　ディーヴァなら誰だれでも知っていることだ。

　そして時は流れ。

　ディーヴァと『神』との血を引く者、メイが現れた。

　なら、メイの片かた親おやが誰なのか、簡かん単たんに想そう像ぞうはつくはずだ。

　……その想像はこうして裏うら付づけられたわけだが。

　さて。その上で問う。

　なぜ現王、ギルガゾードは、こうまでしてメイの命を狙ねらうのだと思う？」

　ブルジオラスもグィツも答えない。

　メイの抹まつ殺さつ命令が、現王から出されたものだとギソウルは言い放ったが、ブルジオラスはそれを否ひ定ていはしなかった。

　ギソウルはしばしの沈ちん黙もくを待ってから、

「怖こわいから、ではないのか？」

　嘲あざけるように続けた。

「メイは脅きよう威いとなる。おそらくそう吹ふき込こまれたのだろう。

　だがそれは、ディーヴァ全体にとっての脅威なのか？　それとも王個こ人じんにとっての脅威なのか？

　我等ディーヴァの王たる条じよう件けんはただ、力。

　前王と『神』の間に生まれた子なれば、現王個人にとっては、いつか王位を奪うばわれるかもしれぬ相手。

　メイが王位など望まずとも、もし前王がメイとともに戻もどってきたとしたら？

　ゾルガメイルが『神』との間に渡わたりをつけたと民たみが知れば？

　いや、そこまでいかずとも、メイの存そん在ざいと素す性じようがディーヴァたちの間に知れ渡ることになれば？

　それだけでギルガゾードは随ずい分ぶんと肩かた身みの狭せまいことになるのではないか？

　ならこれは、ディーヴァのためではなく、王のための命令。

　ならば、そんなものを守り続ける必要はあるのか？

　いや。

　むしろ、『神』の力を分け持つメイを味方につけた方が我等ディーヴァにとってはいいのではないか？」

「……メイを利用するってのか？」

　シンはギソウルの背せをにらみつける。

　が、彼女はシンを一いつ顧こだにせぬまま、

「ではこのまま、ブルジオラス卿きように殺された方がいいのか？」

　そう問われれば、返す言葉があるわけもなく。

　対するブルジオラスは、しかし動じたふうもなく、

「理り屈くつを捏こねるのもそれを語るのも勝手だが、何をどう判はん断だんし、どうするか、それを決める権けん利りはお前にはない。

　無む論ろん、私にも。

　ならば下された命令に従したがう。それだけのことだ」

「命令は絶ぜつ対たいに正しいと？」

「お前の判断は絶対に正しいのか？」

　二人の視し線せんがからみあい──

「……おい……」

　シンの声が静かに響ひびく。

　ブルジオラスもギソウルも、彼の方など振り向きもせず。しかし。

「いつの間に囲まれた？」

『──!?』

　言われた意味に気がついて。ギソウルが。ブルジオラスがグィツが。はじかれたように視線を巡めぐらせる。

　広い部屋のその隅すみに。クリスタル柱と一同とを囲み、佇たたずむ影かげは全部で四つ。

　色の異ことなる呪じゆ環かんを纏い、色の異なるローブを纏い、色の異なる翼つばさを背にした四つの姿。

　一つは青。蒼そう穹きゆうと同じ色の瞳ひとみはシンたちの方に向けられて。

　一つは銀。クリスタルが放つ緑光を翼が静かに照り返し。

　一つは白。雪と同じ色をしたその顔からは、何の感かん情じようも読み取れず。

　一つは赤。それは、シンも一度だけ出会った姿。

　いつからいたのか誰も気づかぬまま、彼らはそこに存そん在ざいしていた。

「……『神』……」

　かすれた声はグィツが漏もらしたものだった。




　やられた。

　シンは小さく奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　神は決して万ばん能のうではない。その意見に変わりはない。が。

　力を甘あまく見み過すぎていた。それは確たしかだ。

　うまくやれば裏うらをかけるかもしれない？　そんなことをちらりとでも考えていた自分がとてつもない馬ば鹿かに思えてくる。

　すべてはコントロールされていたのだ。

　ただ、この状じよう況きようを生み出すためだけに。

　そうとしか思えない。

　たまたまほとんど敵てきに出会わず、たまたま味方のリワーダーたちとほぼ同数の敵が待ちかまえ、ディーヴァたちはたまたま峡きよう谷こくで待っていたリワーダーたちには出会わず、シンたちより先にこの場所にやって来た──

　ありえない。
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　たとえ百歩譲ゆずろうが千歩万歩を譲ろうが、そんな『たまたま』を説明できる理屈は存そん在ざいしない。

　四人の神々が何らかの方法で、状況をコントロールしていたのだ。そうとしか考えられない。

　だがわからないのは神の意図。

　これで、何をさせるつもりなのか。

　落ちた深い沈ちん黙もくの中、誰かが問いを発するより先に、白い神が言い放つ。

「かまわぬ。続けよ」

　と。

　何かに倦うみ疲つかれきった声。

　神の老ろう若にやくを語るのは無意味なのだろう。だがシンは、理由もなく直感した。彼らがひどく年老いている、と。

　しかし──

「続けよ、と言われましてもな」

　ブルジオラスがかろうじて声を出す。平静を装よそおいきれていないが──さすがにそれは仕方ないだろう。

「見知らぬ方々にそう言われ、見られていては落ち着いて話もできませんな。できればお名前なりと教えていただきたいものですが」

「ふむ」

　白い神は口の端はしを、かろうじて笑えみだとわかる程てい度どかすかに吊つり上げ、

「我われは──」

　最初に名乗りを上げたのは青い神。

「空月レンのイシュハルト。流れ行くものを司つかさどる」

「火にして氷。銀月アガーのカッヅァ」

　女め神がみ、だろうか。銀の神は、女の声と姿すがたを持っていた。

「生まれ行くもの滅ほろび行くもの、皓月テラーと共に在ある者、マーレイア」

　白い神は語り、

「赤月ヴアータのリュキュート。……初対面ではない者もいるな」

　赤い神はシンとメイの方に視し線せんを送っていた。

　ブルジオラスは四人を順に見回して──

「なるほど。『神』だと──」

「好きに呼よべ」

　と、白い神。

　ディーヴァの外がい務む卿きようは小さく肩かたをすくめて、

「で、その『神々』が揃そろって見物においでとは。一体何がお望みか」

「何も求めぬ。好きにするがよい」

　マーレイアはつき放すように言う。

「但ただし。この場へと通じる『道』は封ふうじた。逃にげることだけはかなわぬと心せよ」

　言われて今さらながら、シンが自分たちのやって来た方に目をやれば、そこにはただ白い壁かべがあるばかり。

　──もっとも、仮かりに『道』とやらがつながっていたとしても、それが見えたかどうかは疑ぎ問もんだが。

　それにしても。

　退たい路ろを断たって、好きにしろ、とは。ますます意図がわからない。

　相手が秘ひ密みつ結社の幹かん部ぶとか、そういった普通の人間だったなら、自分たちの目でメイの最さい期ごを見み届とどけるつもりだと、シンはそう考えたかもしれない。

　だが、彼らは『神』なのだ。

　その気になれば、シンたちとディーヴァたちだけをこの場に誘さそい込こみ、どこか別の場所からすべてを見届けるくらいのことはできただろう。

　少なくとも、神が四人も雁がん首くびそろえて現あらわれる必要はないはずだ。

　なのに──何なのだ？　このまわりくどさは。

　ブルジオラスとグィツもとまどいの表ひよう情じようを浮うかべて──

「なら、好きにする」

　響ひびいた声に、一同の表情に軽い驚おどろきの色が浮かんだ。──神々四人も含ふくめて。

　この場で口を開くとは、誰も思っていなかった者。だが考えてみれば、この場で口を開くのがもっともふさわしい者。──メイ。

　宣せん言げんすると少女は言葉を紡つむぎはじめる。

　それは、シンにはわからぬものだった。

　言葉そのものが違ちがうわけではない。聞いたこともない、何かの用語らしきものが立て続けに連なり、シンの理り解かいを拒きよ否ひしているのだ。

　ディーヴァたちもいぶかしげに、ただメイの方を眺ながめるばかり。

　しかし。

「……な……？」

　驚きよう愕がくの声を漏もらしたのは──神。

　最初に赤い神、リュキュートが何かに気づき、続いて他の神々がとまどいの視線を互たがいに交かわしはじめる。

　彼らが何に気づき、何に動どう揺ようしているのか、シンには想そう像ぞうすらできないのだが。

　メイの言葉は何かの詠うたのように淡たん々たんと続き──

「なぜそれを!?」

　白い神の言葉がメイの詠を遮さえぎる。

　マーレイアは、もはや無表情ではなかった。ひどく人間じみた驚きの顔で、理解できぬ存も在のに向けるまなざしをメイに送って。

　メイは紡いでいた言葉を切ると、静かな笑えみでマーレイアを見て、

「えっと、なんというか。

　別の領域ところで牢ろう屋やに閉とじこめられて、なんとか律崩術クランブルでカギを開けられないかな、っていろいろ見てた時、なんとなくわかったし」

「……なんとなく……!?」

「わかった、だと？」

「因いん果が律りつが見えるのか？」

「その綻ほころびが、糸口が理解できると!?」

　神々の驚愕の理由がシンにはわからない。

「わかった……って、何がだよ？」

　何とも思わず聞いた問いに、こともなげに少女は答える。

「あたしにかけられた封ふう印いんの解とき方」

　沈ちん黙もくが。

　神の間に降おりた。




　朱あけに染そまった峡きよう谷こくの中。

　ラフラ・リフラは佇たたずんでいた。

　リュクセノール・リグドがいる。仲間の、翠スイ月ゲツの戦士たちがいる。

　それだけではない。

　つい今しがたまで爪つめと牙きばとを交わし合っていた赤シヤク月ゲツの戦士たちもいる。

　今は全員、人の姿すがたへと戻もどり、ある一点をただ黙だまって見つめていた。

　何があるわけでもなく、まわりと同じ朱あかい風景。

　そこはさきほど、メイたちが消えた場所だった。

　あのあと。

　乱らん戦せんの最中、かけられた制せい止しの声に全員が振り向けば──

　四人の神がそこにいた。

　──これ以上争う意味はない。道は閉とざした──

　そうとだけ宣言して神々は消え──

　戦いは、終わった。

　赤シヤク月ゲツのリワーダーたちからすれば、赤い神の命令は絶ぜつ対たいである。

　対するラフラ・リフラたちにとっては、他ほかの神々の命令に従したがって、ルファードリオンやメイのことを見捨てるのは本意ではない。

　とはいえ。

　道は閉ざしたと神が宣言した以上、それは真実なのだろう。実じつ際さいのところ、ラフラ・リフラも、あるいは試ためしてみた他のリワーダーたちも、メイたちのいる場所に入ることはできなかったのだから。

　ならばここで、戦意を失なくした相手と戦いを続けるのは無意味である。メイたちが逃にげ出してでも来れば、また話は違ってくるのだろうが。

　この先で──見えぬどこかで一体何が起こっているのか。

　一同はただ、朱い世界の中で待つ。

　何かが起こるのを。




　シンはしばし言葉を切って──

　やがて無言のまま。

　メイの頭上にチョップをうち下ろす。

　腕うでを交差させて防ふせがれた。

「うわ何を」

　腕を上げたままこちらを見上げて問うメイに、シンは押おし込む手刀の力をゆるめず、

「あのなあ。冗じよう談だん言ってられる状じよう況きようじゃないってことくらいわかれ」

「冗談だったらみんなびっくりしたりしないし」

　──本当は。

　シンにもわかっていた。メイが口にしたのが、ただのでたらめやハッタリではないと。

　交差させたメイの両腕。その手首には以前、メイ自身が手作りした呪環キヤストリングがあった。

　律崩術クランブルを発動させるための、呪じゆ紋もんを刻きざみ込んだ道具。それが二つ。一つは攻こう撃げき用でもう一つは防ぼう御ぎよ用。

　しかし今、少女の手首にそれはない。シンの短剣ダガーと同じく、以前リュキュートの領りよう域いきで捕とらえられた時に没ぼつ収しゆうされたのだ。

　にもかかわらず。

　メイは律崩術クランブルじかけの牢ろうの鍵かぎを開けた。ブルジオラスが放った攻撃型律崩術クランブルを防いでみせた。

　シンもおかしいとは思ってはいた。しかし、問いただす機を摑つかめぬまま。

　そもそも、メイの言葉が噓うそならば、神々のあの反はん応のうはありえない。

　だが本当だとしたならば──少女が、自身にかけられた封印の解き方を知っていたとするならば。

　なぜ今まで黙っていた？　なぜ封印を解かなかった？

　その疑ぎ問もんに対する答えを聞いてはいけないような気がして。

　しかし。

「メイルファードが言っているのは本当だ」

　赤い神、リュキュートがメイの言葉を肯こう定ていし──

「だが。ならばなぜ、自らの封印を解かなかった？」

　当然浮うかぶ疑問を投げかける。

　メイとシン、二人はふざけたポーズをやめて、視し線せんをそちらへと向ける。

「そうすれば……力を解かい放ほうすれば、この場所にたどり着くのもたやすかったはず」

「えっと。なんていうか、もしこんな時が来たら頼たのもうと思って。

　けど、自分で封ふう印いんを解といてさんざんいろんなことをしてから、頼みがある、なんて言っても聞いてもらえないし」

「頼む？　何を」

　白い神、マーレイアが問う。

　──おい──

　シンは声をかけ──ようとして──しかし言葉はのどの奥おくから出てこない。

　この先をメイに言わせてはいけない。そのことが、理り屈くつ抜ぬきでわかる。わかるのだが、止めたいのだが、言葉が出ない。体が動かない。

　メイは──

「──あたしがいちゃあいけないんだ、っていうのなら──」

　言った。マーレイアをまっすぐな瞳ひとみで見つめて。

「それで、いい」

　シンの思考が凍こおりつく。

　──一体──何を言って──

「そのかわり。あたしに力を貸かしてくれたみんなをゆるして。とーさんとかーさんを解放して。

　そして……できるなら……

　解放されたとーさんとかーさんに会わせて。一度だけでいい。あたしが──」

　メイの視し線せんに気け圧おされるように、マーレイアがわずかに身を引く。

「──死ぬ前に──」

　メイの沈ちん黙もくとともに静せい寂じやくが訪おとずれる。

　神は語らず。ディーヴァは語らず。

　シンはふと気づく。

　メイが小さくふるえていることに。

　そうだ。

　怖こわくないはずがない。

「──ざけんな」

　シンのつぶやきに、神々の、ディーヴァの視線がわずかに動く。メイからシンへと。

[image: ]

「何言ってやがる。どいつもこいつも。

　とにかく命令だから殺す。とにかく掟おきてだから殺す。とにかくみんなを助けてくれるなら自分はどうなってもいい。

　っざけんなてめえら！

　何もやってない奴やつを一人死なせて終わるのが一番面めん倒どうくさくないからそうしましょう、ってか!?　ンなもん単に何も考えてねえってだけじゃねえか！　ガイムキョーだのカミだのごたいそうな肩かた書がき持ってんならちったぁ脳のうミソ使ってみやがれ！

　それとも何か!?」

　と、ブルジオラスをにらみつけ、

「王の命令だから殺すってか？　ならあんたらは、王や、王よりエラい神が死ねって言ったら死ぬのか!?」

　子こ供どもの理り屈くつを吐はいてから、今度は神々をぐるりと見回して、

「あんたらはどうなんだ!?

『神』なんぞとえらそーに名乗ってあがめ奉たてまつられてて！　子供一人、なんとか助ける手しゆ段だんもねえってか!?　ンなこともできねえってのなら神なんてやめちまえ！　でもってやめたらあれこれ言うな！」

　シンは正面から、メイの両りよう肩かたを摑つかんで見下ろす。

「──お前は──

　本当に、死んでもかまわねえって、そんなふうに思ってるのか!?」

　メイはうつむき、シンから視し線せんをそらして──

　小さく。本当に小さく、左右に首を振ふる。

「ならあきらめるなよ！　勝手にいらねえ覚かく悟ごとかしてるんじゃねえよ！

　俺おれは認みとめねえぞ！　そんなもん認めねえからな！」

「ほう」

　ブルジオラスは感かん嘆たんの声を上げ、

「これはまた、見事なまでに勝手な感かん情じよう論ろんだな。要はただ、こちらの理屈が気に入らぬというだけのことなのだろう」

「勝手だよ感情論だよ悪わりィか！」

　完全にひらきなおってみせるのに──

「悪いとも」

　ブルジオラスの静かな声。

「勝手な感情論を許ゆるせ、認めろというのなら……そうだな。たとえば──

　私の知るディーヴァが何人かお前に殺された。だから私は憎ぞう悪おの感情に任まかせ、お前に同じ気分を与あたえるため、お前が守ろうとするそこのメイを殺す。

　お前もこの感情論を許してみせろ」

　…………！

　シンの表情が一気に冷える。唇くちびるの端はしを嚙かみしめ──

「……俺は確たしかにディーヴァを殺した」

　ゆっくりと言葉を吐き出す。

「──最初はな──

　記き憶おくを失なくしたメイを、問答無用で殺しに来た奴を倒した。それくらいのつもりしかなかった。

　けどな。

　人間ヒユームの街を離はなれて、鱗王族ドラグノの大地に渡わたって、憑霊族リワーダーたちのところに行って。

　レゼルド──つってもわかんねえか。ドラグノの奴や、リワーダーやディーヴァ……そこのギソウルといっしょに旅するようになって。メイの奴の素す性じようを知って。

　でよ。

　やっと気づいたんだ。

　俺が殺したのは、ディーヴァその一って悪役じゃねえ。人だったんだ、ってことに。

　俺は──人殺しなんだよ。

　そりゃあ……相手の方から、割わりと問答無用に仕し掛かけてきたケンカだ。もしもう一回、同じようなことがあったなら、やっぱり俺は戦うだろうよ。やっぱりまた殺しちまうかもしれねえ。

　けどな。それが人殺しなんだってわかったから。

　もう嫌いやなんだよ。誰だれかがくたばって、それでみんなめでたしめでたし、ってな顔をすんのはよ。

　だからよ。

　探さがしたいんだよ。誰も死なずに済すむ方法、って奴を」

「そうか。ヒュームごときが我等ディーヴァに同情してくれて博愛主しゆ義ぎに目覚めたか。それは喜ばしい」

　ブルジオラスはおどけた口調で言ってから──

「甘あまい理想論だな。……いや。子供の夢ゆめに近いか」

　吐き捨すてる。

「何も捨てずに全すべてを抱かかえ込こむ。たかが人の身でそんな真似まねができるはずがない。もしそんなことができるとするなら、それは神──」

　言いかけて皮ひ肉にくに苦く笑しようし、

「……いや。神にさえできぬのだったな。仲間を封ふうじ、その娘むすめを始末しようというのだからな。

　つまり──シンドレッド、だったか？　お前は自分を含ふくめる全ての存そん在ざいに、神以上の器うつわを望むのだな？

　──訂てい正せいしよう。子供の夢ですらない。それは誇こ大だいな妄もう想そうだ」

「……っ……！　かもしれねえ。それでもっ……！

　それでも、仕方ねえ、ってただ切り捨てるのが正しいとは言えねえだろ！」

　シンの言葉に、ブルジオラスは深い吐と息いきをついて──

　──吐息にしか聞こえなかったそれが、自分を狙ねらって放たれた攻こう撃げき型がた律崩術クランブルの呪しゆだったとシンが気づいたのは、生まれた光が目前に迫せまってからのことだった。

　ぶシュ。

　自分の頭が吹ふっ飛ぶ音を、シンは確たしかに聞いた。

　──一いつ瞬しゆん本気でそう思った。

　しかし、意い識しきが消えることもなく、部屋の光景もディーヴァたちの姿すがたも見える。

　ブルジオラスが見ているのは、シンではなくてその後ろ。

「なぜ邪じや魔まを？」

　ブルジオラスの問いかけに、シンはようやく理り解かいした。放たれた一いち撃げきを、神の誰かが無む効こう化かしたのだと。

　破は裂れつ音おんに似にたあの音は、存そん在ざいしていた攻撃型律崩術クランブルが消失した音だったのだろう。

「好きにせよと言ったのはそちらだったはずだが。

　感かん情じようのままにがなり立てる子供など、この場にいても意味があるまい。何より、話が進まぬ」

「この場での乱らん暴ぼうは控ひかえてほしいものだな」

　シンの後ろから聞こえてきたのは、白い神、マーレイアの声。

「血で汚けがれる」

「メイの血で汚れるのはかまわぬのか？」

　ディーヴァの外がい務む卿きようは皮肉に問う。

「それに、メイルファードの提てい案あんをまだ検けん討とうすらしていない」

　と、今度は銀の女め神がみカッヅァ。

「もしそのヒュームを殺して、逆ぎやく上じようしたメイルファードが自身の封ふう印いんを解といて抵てい抗こうしたら？　そちらで善ぜん処しよしてくれるのかな？」

「ふむ」

　ブルジオラスは眉まゆ根ねを寄よせて──

　……なんだこりゃあ……？

　逃にげ場なき死地のただ中にあって。

　シンは強きよう烈れつな違い和わ感かんを憶おぼえていた。

　ディーヴァたちと出会った時、問答無用で戦いをしかけられると思った。

　神々が姿を現あらわした時、いつ消されても不思議はないと覚かく悟ごした。

　だが、神々は好きにせよなどと言い放ち、ディーヴァはシンの──自分でも子供のわがままにしか思えないごたくにつき合い。

　これではまるで──誰も──

「メイを死なせるつもりはない」

　ギソウルは言い放つ。メイたちと、ブルジオラスたちとの間に立って。

　その意見にはシンも賛さん成せいだが──メイを後々ディーヴァの力として利用しよう、という部分にはうなずけない。

「わかった」

　ブルジオラスの声はあくまでも静か。

「邪魔をするなら、同じディーヴァとはいえ排はい除じよするだけだ」

　彼にとってそれは、脅おどしでも警けい告こくでもなく、単なる宣せん言げんに過すぎぬのだろう。

　ギソウルは身がまえ、じりじりと横──クリスタルから離はなれる方に移い動どうする。

　刺青いれずみのグィツが腰こしを落とし、ブルジオラスは泰たい然ぜんと佇たたずんだままで首だけを巡めぐらせ、女ディーヴァの動きを追う。

　シンはその場を動けない。皆みなの狙いがメイならば、うかつに彼女のそばを離れるわけにはいかなかった。

　少しでも安全な所に移動したいところだが──一体この部屋のどこにそんな場所があるというのか。

　壁かべに向かえばそこには神々。好きにしろ、とは言っていたが、手を出さぬとは言っていない。

　できるのはせいぜい、まわりに始終目を走らせ、注意を払はらうことくらい。

　そして。

　床ゆかを蹴けり最初に動いたのはブルジオラス！　静から動へと切り替かわり、ギソウルとの間を一気に詰める！

　刹せつ那な遅おくれてブルジオラスの陰かげに身を潜ひそめ、グィツもギソウルへと向かい──

　ぅおんっ！

　吠ほえてギソウルが攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルを発動させる！

　だが、生み出された数本の光る矢が虚こ空くうを駆かけ出したその時には、ブルジオラスは右、グィツは左へと跳とぶ！

　──左に跳んだグィツは、シンとメイのすぐそばに。

　刹那。シンとグィツ。ヒュームとディーヴァの視し線せんが合う。

　……それはシンの気のせいだったのだろうか。

　かつて刃やいばを交えたこともある、刺青いれずみディーヴァの瞳ひとみの奥おくに、かすかな迷まよいの色を見たと思ったのは。

　シンはメイの手を引きあとずさり──

　ブルジオラスは光の帯をギソウルに伸のばし、女ディーヴァは身をかわしざまに吠ほえて生み出した光をグィツに目がけて放つ！

　光が飛び来る。グィツは飛とび退のき、やはり光の矢を生み出してギソウルを狙ねらう。

「ちぃっ！」

　ギソウルは大きく飛び退き、壁を背せにする。

　そこは、白い神が佇たたずんでいたはずの場所。

　神はぴくりとも動いてはいないはずだ。少なくともそんなそぶりは全くなかった。

　にもかかわらず、白い神、マーレイアは今、ギソウルの左手に佇んでいた。

　いつ、どうやって動いたのか誰にもわからぬ。

　だがそんなことに気づいたとて、シンに首をかしげているヒマはなかった。

　ディーヴァ同士の、攻撃型律崩術クランブルの応おう酬しゆうがはじまっていた。

　破は壊かいの力を秘ひめた光が神の間を縦じゆう横おうに駆け回る。

　流れ弾だまは、あるいは壁や床や天てん井じようにつき刺ささり、あるいは神に無む効こう化かされる。

　だが、この部屋は一体何でできているのか。普ふ通つうの舗ほ装そう道どう程てい度どなら裂さき散らす、ブルジオラスの光る帯に薙ながれてすら、傷きずの一つもつかぬまま。

　だがむろん、シンやメイがそんなものに当たれば無事で済すむはずもなく。戦いの状じよう況きようを見て流れ弾にも注意し、必要があれば身をかわす。

　シンはメイの手を握にぎったまま、右へ、左へ。そのうちに。

　流れ弾の一発が。

　二人からやや離れた、封ふう印いんのクリスタル柱に着ちやく弾だん四し散さんする。ルファードリオンを封印したそれにはかすり傷さえつけられず。しかし。

　ごっ！

　生まれた爆ばく風ふうが、シンとメイを予想外の方向から襲おそう！

　バランスを崩し、二人の手が離はなれる。

　メイがよろけてしりもちをつく。

　別の流れ弾が来る。

　それを視界に捉とらえ、シンは見切った。あれは自分にもメイにも当たらないと。

　見切ってメイに手を貸かし助け起こそうとして──

　気づく。

　見切ったはずの流れ弾。それがまっすぐにメイを目指していることを。

　最初のは見切り違ちがいか。それとも軌き道どうが変わったとでも──だがいずれにしろ。

　間に合わない。

　シンにはそれがわかった。

　メイを引き起こし、よけさせようとしたのでは。

　その瞬しゆん間かん。

　シンはメイの上に覆おおい被かぶさっていた。

　背中を砕くだかれる衝しよう撃げきは──

　いつまでたってもやって来なかった。

「？」

　外れたのだろうか？　当たると思った方が勘かん違ちがいだったのだろうか？

　いや、それならば一撃は、近くに着ちやく弾だんしたはずである。だがそんな気配は微み塵じんもなく。

　ならば？　どういうことだ？　まさか神が今のを無効化した？

　振ふり向く。二人と目が合った。

　白い神、マーレイア。ディーヴァ、ブルジオラス。

　ブルジオラスは吠えて光のつぶてを放つ！

　シンはあわてて身を起こし──はじける無数の光の向こう、儀ぎ礼れい服ふくが突つっ込こんで来るのが目に映うつる。こちらにまっすぐ、ではない。シンたちから少しはずれて、クリスタル柱を目ざすように。

　光のつぶてをギソウルへの煙えん幕まくがわりにしてまわり込み、自分の横を抜ぬけ、メイを直ちよく接せつ狙う気か？

　シンの予想通り、ブルジオラスはクリスタル柱のところで床ゆかを蹴けり、軌道を変えてメイの方を目ざす。

　シンは相手の足を止めようと──しかし彼が動くより早く。

　ブルジオラスは突とつ如じよ方向を変え、跳ちよう躍やくと低空飛行で一気に加速しシンに向かって突っ込んで来る！

　邪じや魔まな彼の方を先に始末しようということか！　至し近きん距きよ離りから律崩術クランブルを放たれれば、確たしかにかわすのは難むずかしい。

　が、逆ぎやくに言えば、近距離ならばシンの方にも機が生まれる。こちらは素す手でだが、狙ねらうべき場所を狙えれば、いかな相手がディーヴァといえど、気を失わせることくらいはできるはず！

　シンはとっさに左手をさし出す！　かつて修練学校でさんざん習った型の一つが反はん射しや的に出ていた。それで相手との間合いを測はかり──

　その左手首が摑つかまれる！

　予想より相手の反はん応のうが速い。

　シンははじめて気がついた。外がい務む卿きようという文官の肩かた書がきを持ちながら、ブルジオラスは体たい術じゆつの面でも、並なみのディーヴァを上回っていると。

　まずい！　と思った時にはすでに、ディーヴァの顔が目前にあった！

　ブルジオラスの口もとが、笑えみの形に引きゆがむ。

　それは勝利の確かく信しんか。あるいはシンへの死の宣せん告こくか。

　どちらでもないことはすぐ知れた。ディーヴァはさらに速度を増ます！

　律崩術クランブルを使っての加速。

　そうわかった時には、シンは体当たりを受けて、押おし込んで来るディーヴァもろとも、後ろ向きに吹ふっ飛んでゆく！

　気がつけば首もとを片かた手てでおさえられ気がつけば自身の左手は放されていて気がつけば風にはためくディーヴァの儀礼服の右そでから銀の光がこぼれ出て。

　こぼれる光はひとふりの刃やいば。ゆったりとした儀礼服の下にずっと隠かくしていたのだろう。

　反射的にくり出した右の拳こぶしは、ブルジオラスの胴どうをとらえるもきいた様子もなく──

　刃やいばが閃ひらめく。

　背せ中なかに衝撃。

　動きが止まる。

　シンはせき込み──首すじになまあたたかいものを感じる。

　メイが小さな悲鳴を上げる。

　嗅かぎおぼえのあるにおいがした。

　目前には──ブルジオラスの笑えみがあった。

　足あし下もとで、ごとりっ、と重い音。

　シンは何も思わず目をやり──

　硬こう直ちよくする。

　そこにあるのは。

　白い神、マーレイアの──首。




「『神』を殺すなら手を貸かすぞ」

　かつて、クロスカディアの大地──神の地へと至いたる光の亀き裂れつのすぐそばで。

　メイの姿すがたをしたギソウルに対たい峙じし、ブルジオラスはそう言い放っていた。

「……どういう……ことだ……？」

　ギソウルの瞳ひとみに不ふ審しんの色。

「命令は優ゆう先せんすべきものだ」

　五つの月が見下ろす森で。ブルジオラスは淡たん々たんと言う。

「だが絶ぜつ対たいではない。

　ターゲットという刃が地上に現あらわれた。

　ある者は復ふく讐しゆうの刃を見つけたと思った。だが別の者は、相手に届とどかぬ刃などあるだけ危き険けんだと考えた。

　お前は前者。私は後者だった。

　あの刃では『神』には届かぬ。私はそう判はん断だんした。

　だが──

　疑ぎ問もんに感じたことはないか？

　なぜ『神』は、自分の手で直ちよく接せつターゲットを葬ほうむろうとはせん？

　たやすいはずだ。

　五十年前。我等が王都を蒸じよう発はつさせた、あれと同じ──いや、あれの幾いく分ぶんの一かの力を天から降ふらせばそれで済すむ話だ。

　ならばなぜそうしない？

　その答えはわからんが──理由があることだけは確かだ。

　言っている意味がわかるか？

　つまり、神にも何らかの枷かせはあるのだ。

　ならば。

　その枷を見いだすことができれば。刃は神に届くやも知れぬ。いや、我々自身がその刃となりうるかも知れぬ」

「それだけの理由で気変わりし、命令を無む視ししてこちらに手を貸す、と？」

　ギソウルの瞳ひとみから警けい戒かいの色は消えない。

「なぜ王は、ターゲットの抹まつ殺さつに固こ執しゆうするか考えてみた」

　王、とはっきり口にした。

「前王、ゾルガメイルは神との共きよう存ぞんを理想とし、姿を消した。

　時が流れてターゲットが現れた。

　──ヒュームの戦士が持っていた光の剣けん。私も前の戦いで、ドラグノたちが使っているのを見たことがある。我等ディーヴァのみを傷きずつける刃。

　それでターゲットは重じゆう傷しようを負った。

　こうなれば、素す性じようを悟さとるのは難むずかしくあるまい？

　ならば。

　ターゲット抹殺の命令は、ディーヴァのためのものか？　それとも王個こ人じんの保ほ身しんを図はかるためのものなのか？

　ディーヴァ全体のための命令ならば、命を賭としてもやりとげよう。だがそうでないのなら？」

　言って──

「……そうそう。一番大きな理由を忘れていた」

　ブルジオラスは空を見上げた。虚こ空くうにかかる五つの月を。

「私も、奴らが憎にくい」

　メイの姿を借りたギソウルは──

　構かまえを解とくと、口の端はしに笑みを浮うかべた。

　その時から──

　茶番がはじまった。

　ギソウルはメイと行動を共にして、かつての戦争でディーヴァの王都を蒸発させた神の名を探さぐり出し、ブルジオラスと出会った時、説得するそぶりで伝えた。

　恨うらみつのる相手の名を。

　情じよう報ほうを伝えるための『説得』に、神々が現れるまでの時間かせぎに、彼女が吐はいた言葉の一部は、他でもない、ブルジオラス自身の思いでもあったのだ。

　一方ブルジオラスは、メイをつけ狙ねらうふりをしながら、メイを捕とらえようとするリワーダーたちを排はい除じよし続けた。神を本気で怒おこらせぬため、リワーダーたちを蹴け散ちらすのにも多少手て加か減げんをしながら。

　そしてブルジオラスは悟さとる。

　神々が、己おのれの手は汚よごさずに、ディーヴァたちにメイを始末させようとしていると。

　なぜそんな面めん倒どうなことを望んでいるのかはわからないが、神がリワーダーたちをどう使っているかを見れば、それくらいのことはわかる。

　──前にいた場所で、さあ今のうちに通れ、とばかりに巨きよ大だいな光の門を出された時にはさすがに露ろ骨こつすぎて苦く笑しようしたが。

　そしてまた一方で。神殺しというブルジオラスたちの目的に、神々が気づいているだろうということも予想していた。

　神々もディーヴァたちに恨まれる自覚くらいはあるだろう。ならここで、ブルジオラスたちがもたついた動きをすれば、ディーヴァの目的に察しはつくはずだ。

　ではその時、神々はどう出るか？

　簡かん単たんだ。

　神々の立ち会いのもとに、ブルジオラスたちとメイたちを引き合わせるのだ。

　そうなれば──

　ブルジオラスたちは、メイたちを狙うふりをしながら神を殺す手しゆ段だんを探る。

　神々は、その状じよう況きようを利用し、ディーヴァたちの手でメイを殺させる。

　こういう構こう図ずができあがる。

　神と魔まが、互たがいに互いを利用しようとする状況が。

　だがもし、この読みが間ま違ちがっていたとしたら？　あるいは神々が、我わが身かわいさで姿すがたを見せなかったり、殺すことなどとうてい不ふ可か能のうな存そん在ざいだったら？

　その時は、誰だれかがメイを殺した時点で、神殺しなどあきらめて、任にん務む終しゆう了りようを宣せん言げんするだけの話である。

　しかし結局、状況はブルジオラスが予想した通りに進んで行った。

　そうなると、取るべき行動は一つ。

　王都を滅ほろぼした神だけでも殺せれば。いや、せめて痛いた手でと呼よべる程てい度どの傷をつけ、自らがやったことの重さを思い知らせることができたなら。そのあとで他の神々に殺されたところで悔くいはない、と思っていた。

　──我われ等は神を殺す。

　グィツにそう宣言したのは、この神の間に来る直前のこと。

　もしここに、地上で一いつ緒しよにいた、融ゆう通ずうのきかぬ瑠る璃り鎧よろいの部下がいたなら異いを唱えたかもしれないが、グィツはわずかにためらっただけで、結局首を縦たてに振ふった。

　神とディーヴァの織おり成す茶番。

　神が自身の身を晒さらしてまでこれに乗ってきたのは、ひとえに自信ゆえだろう。

　ディーヴァごときに倒たおされるはずがない、と。

　確かに普ふ通つうに戦えば無理だろう。

　攻こう撃げき力りよくは未知数。神は全く手出しをしない。しかし──その気になれば、神はたった一人で、はるか高みより王おう城じよう一つを丸々吹ふっ飛ばすほどの力があるのだ。ディーヴァ数人を吹き飛ばすことなど造ぞう作さあるまい。

　ならば、神に明めい確かくな宣せん戦せん布ふ告こくをするのは、神を殺すその瞬しゆん間かんでなければならない。

　ギソウルと戦うふりをする中で、神の力を推おし量はかる。

　まずわかったのは律崩術クランブルの無む効こう化か能のう力りよく。ディーヴァたちにとってこれは痛い。

　刃は物ものが通じる可か能のう性せいはあったが、ギソウルが白い神に向かって退さがった時には瞬間移い動どうをやってくれた。

　これは、やっかいを通り越こして反はん則そくである。

　たとえどんな攻こう撃げきだろうと、当たらなければ意味はない。狙ねらいをつけて一撃をくり出したその時、相手はすでにそこにはいないのだ。

　一見して絶ぜつ望ぼう的なその力。

　だがブルジオラスはあることに気づき──

　結局は──こうなった。

　今、白い神の首を見下ろして。

　ブルジオラスの胸むねにあるのは高こう揚よう感と──絶望と。




　──これじゃあまるで、誰もメイを殺したがっていないみてえだ──

　シンが抱いだいたあの違い和わ感。

　その正体の一いつ端たんを、彼はようやく摑つかんでいた。

　足あし下もとに転がる、神の首から目が離はなせぬまま。

　半はん眼がんになった瞳ひとみは何も映うつさずに。流れる神の血は赤く。

　自分の背せ中なかには神の体がある。シンと壁かべとにはさまれて。

　神の血はシンの頭から肩かたから背中を濡ぬらし。

　死した者の体が、血が、ゆっくりと冷えてゆくのがわかる。

　ディーヴァたちはこれを狙っていたのだ。

　神殺し。

　ギソウルがメイに味方をする目的は、いくつか想そう像ぞうしてはいた。神殺し、メイの取り込こみ、ディーヴァ内での権けん力りよく闘とう争そう……

　うちの一つが当たったという意味では、想像の範はん疇ちゆう内。

　しかし。追い来るディーヴァ二人も同じ目的だったとは。

　最初からこういう計画だった──とは考えにくい。いつ相手が宗しゆう旨し替がえをしたのか。そこまではシンにもわからないが。

　道理でシンの言葉に根気よくつき合ってくれたはずである。

　その間に神が現あらわれるのを待ち、あるいは神を観察していたのだ。

　ディーヴァの狙いはそれでわかる。

　──だが。

　神の方はなぜ、まるでそれにつき合うように、こんな舞ぶ台たいをお膳ぜん立だてした？

　そもそも、メイの力を忌き避ひするなら、最初から力と記き憶おくを封ふう印いんして放ほう逐ちくなどという面めん倒どうなことをやらずとも、その場で処しよ刑けいするか、さもなくばルファードリオンのような形で封印してしまえば──

　……ルファードリオン──

　封印された神に思い当たって、シンは気づく。

　神々は、自分たちの手でメイを殺したくはなかったのだと。

　考えてみれば簡かん単たんなことだ。

　神々はルファードリオンを封印した。処刑ではなく封印を。

　つまりは、いつかその封印を解くつもりなのだろう。

　──シンは赤い神、リュキュートと語ったその時、神が冷れい徹てつな絶ぜつ対たい者しやではなく、案外人間くさい感かん情じようも持ち合わせているのだと知った。

　そして、神が不老だというのなら。

　もしも神の誰かが、メイを自身の手にかけた場合。ルファードリオンの封印を解いたあと、その神は、自分が殺した相手の親と永えい遠えんに過すごさねばならぬのだ。

　それは──耐えられるものではないだろう。

　ならば、神々以外の何者かがメイを殺せばいいのだ。

　最も身近なリワーダーたちは論ろん外がい。神に仕える彼らが、神の血を引くメイを果たして殺せるものかどうか。仮かりにそれができたとしても、結局はリワーダーたちにメイを殺せと命令したのは神々自身ということになる。

　となると。

　追い来たディーヴァの手でメイを処分させる。

　神々がその結論にたどり着くのは自然の流れ。

　おそらくは、ディーヴァたちの本当の狙いを知った上で利用しようとしたのだろう。

　茶番だ。

　途と中ちゆうからはすべて茶番だったのだ。

　シンたちは、メイは、ただその中で右う往おう左さ往おうしていただけだったのだ。

　そしてその茶番の結果が──




　沈ちん黙もくが神の間に降おりる。

　神々の顔には驚きよう愕がくの色。

　だが驚いているのは彼らだけではなかった。

「……どういうことだ」

　ギソウルのつぶやきに、停止した時間が動きはじめる。

　ブルジオラスがシンを盾たてにして突つっ込んで行った時。

　白い神は動かなかった。

　ブルジオラスとシンともどもに、何かの攻こう撃げきで吹ふっ飛ばせば。いや、あるいはギソウルが跳とび来た時のように人知れず移い動どうし、身をかわせば済すむはずだったのに。

　だが白い神はどちらもせずに──

　ブルジオラスの刃やいばで首を落とされた。

「……殺せぬからだよ」

　ブルジオラスが言う。

　口もとには歪ゆがんだ笑えみ。瞳ひとみには憎ぞう悪おの彩いろ。

　その憎悪が──なぜか、神々にではなく自分に向けられているような気がシンにはした。

「神々は、このヒュームを殺せない」

　狂くるった。シンはそう思った。が、

「いや。正せい確かくに言うならおそらく、奴やつ等はヒュームを殺せない」

「何を馬ば鹿かな！」

　吠ほえる青い神の声には、しかし明らかな動どう揺ようがにじんでいるのはなぜか。

「ならなぜこのヒュームを助ける」

　ブルジオラスの発した問いに、神は誰も答えない。

「私がこのヒュームを殺そうとした時、お前たちはそれを妨さまたげた。

　いろいろと屁へ理り屈くつをつけてはいたが──

　ではなぜ、私とグィツの二人がギソウルと戦おうとした時には、同じ理由で止めなかったのだ？

　流れ弾だまをわざわざ一度はメイの方へと向けておきながら、ヒュームがかばったとたん、その流れ弾を消したのはなぜだ？

　今。白い神はヒュームごと私を吹っ飛ばすことも、身をかわすこともできたはずだ。

　なぜそうしなかった？

　吹っ飛ばすのは無む論ろんのこと、身をかわしただけでも、ヒュームは背せ中なかから壁かべに激げき突とつし、ただでは済まなかったから、ではないのか？

　つまり。

　奴は、ヒュームをかばって死んだのだよ。

　五十年前の戦いで、なぜマーレイアは、他のどこでもなく、我われ等ディーヴァの王都を破は壊かいした？

　当時の王が神に害意を抱いだいていたからか？

　それとも──

　我等ディーヴァが、ヒュームを殺しすぎたからか？」

「そんな。なぜヒュームごときを？」

　疑ぎ問もんを漏もらす刺青いれずみディーヴァに、ブルジオラスは逆ぎやくに問う。

「グィツよ。そもそも『神』とは何だ？」

「──言うな！」

　赤い神の焦あせりの声。

　ブルジオラスは身を入れ替かえ、シンを後ろから羽は交がい締じめにする。神々に対してシンを盾たてにするように。

　シンはたやすくそれを許ゆるしてしまう。いや、わけがわからず、ディーヴァに抵てい抗こうしていいものなのかどうなのか迷まよっているのだ。

　この時になって。シンと壁とにはさまれていた、白い神の首なき体が、ずるりと床ゆかにくずおれる。

　ブルジオラスはグィツの答えを待たず、

「絶ぜつ対たい的な力を持つものか？　世界を管理するものか？　それとも──世界を創そう造ぞうしたものか？

　獣けものたち──リワーダーたちの住まう地で、お前も聞いたろう。くだらぬ言い伝えを。

　神は保たもつ者と仕える者と剣けんと盾とを創つくり出した、と。

　戯ざれ言ごとだ。

　だがもしその戯言が真実を衝ついていたなら？

　神に仕えるリワーダー。剣たる我等ディーヴァ。秩ちつ序じよを好む盾たるドラグノ。

　だが、ヒュームが何を保つというのだ？」

　何が言いたいのだ？　このディーヴァは？

　シンの頭はまとまらない。

　ブルジオラスは続ける。

　言葉の端はし々ばしに、狂きよう気きの色が混まじりはじめていた。

「ではこう考えてはどうだ!?　仕える者リワーダー。その仕える相手が、神ではなく、保つ者だとしたら!?　我々がずっと神だと思っていた者が保つ者であったなら!?

　空席が一つ生まれ、そこに座ざすべきものが一つ！」

　ようやっと。

　ブルジオラスの言わんとすることがシンにもわかりはじめる。

　だが。それはあまりにも馬ば鹿かげていて。

　だが一方でこうも考える。

　もしもそれが本当なら。

　神がヒュームに危き害がいを加えることができぬというのなら。神々が、メイをヒュームの姿すがたに変えて、ヒュームの地に送り込こんだ意味もわかる。

　ヒュームのせいで──事じ件けんか事じ故こかでメイが死んだとしたならば。

　その後に封ふう印いんを解とかれたルファードリオンが、いくらヒュームに恨うらみを抱いたとしても、決して手出しはできぬのだから。

　だが。そんなことが。

　シンは、ディーヴァの声に混じる狂気の意味を理り解かいする。

　それは、絶望。

　もしもこの妄もう想そうに近い仮か説せつが当たっていたとしたならば？

　ディーヴァにとっては取るに足らぬと見えたものが、真にこの世界を創造したというならば。

　今の今まで神と呼よんでいたものが、創造者を庇ひ護ごするための存そん在ざいならば。世界はただ創造者たちのためにあるとするならば。

　ブルジオラスたちは、ディーヴァたちは──世界にとってはただの小道具にしか過すぎない、ということになる。

　背はい後ごのブルジオラスの──いや。この場にいるすべての者の視し線せんが自分に注がれているのをシンは感じ取っていた。

　ディーヴァが吠ほえる。

「神は──この世界を創造したのは──」

「もうそれくらいにしておけ」

　倦うみ疲つかれた制せい止しの声に、ブルジオラスは凍こおりつく。

　その声を知っていたから。言ったのが誰だれかわかったから。

　──白い神──マーレイア。

　ゆっくりと。

　ブルジオラスは視線を動かす。

　足あし下もとには首のない体。纏まとう呪じゆ環かんはとうに消え。指先すらももはや動かず。離はなれて転がる白い首。さらに目を上げたその先に──

　白い神がいた。

　白くかがやく呪環を纏い。

　メイが。シンが。ディーヴァたちが絶ぜつ句くする。

「──そうか──替かえ玉か──」

「いいや」

　ブルジオラスのかすれた声に、白い神は左右に首を振ふり、

「今殺されたのは確たしかに私だ」

「……どういう……ことだ……」

　ギソウルのつぶやきに答える義ぎ理りなど、たぶん神にはなかったのだろうが──

「自じ己こ紹しよう介かいはしたはずだ。皓月テラーと共に在ある者、と。

　言葉の通り──

　私はテラーの月と共にある。他の神々と同じように。

　私の死を察知したテラーの月が、私の肉体と意い識しきを再さい構こう成せいした。それだけの話だ」

　こともなく言い放つ。

「もしも私を完全に消し去りたいのなら、肉体を破は壊かいするのと同時に、テラーの月を破壊すればいい。

　もっとも──そんなことをすれば、クロスカディアそのものがバランスを失って滅ほろぶことになるが」

　──硬かたい音が。

　シンの足もとで響ひびく。

　床ゆかの上で、銀の刃やいばがふるえていた。

　彼を縛いましめていた腕うでが解ほどける。

　ブルジオラスは己おのれの背せ中なかを壁かべに預あずける。

「……茶番だとは……思っていたが……」

　ブルジオラスの自じ嘲ちようのつぶやきは、シンの耳にかろうじて届とどく。

「……ふ……我われ等の存在そのものが茶番か……」

　外がい務む卿きよう自身が導みちびき出した結末。白い神の宣せん言げん。

　それは、ブルジオラスの絶望を決定づけるには十分なものだった。

　ディーヴァたちが世界の主役となる日は決して来ない。導き出される答えはそう結けつ論ろんしていた。

　マーレイアたち『保つものカミ』が滅ほろぼすことのできる相手なら。彼らを滅ぼし『創そう造ぞう者しや』も滅ぼし尽つくし、ディーヴァが世界の覇は権けんを握にぎることもできたかもしれない。

　だが、それは無理なのだ。

　いや。かつての戦いで抱いだいた恨うらみを晴らすことさえ許ゆるされぬのだ。

　ギソウルとグィツの二人は、まだ理り解かいできていないのか。あるいは頭が理解を拒きよ否ひしているのか。混こん乱らんしたまなざしを交かわすのみ。

「しかし……殺されるというのも自分の死体を見るというのも、あまりいい気はせんな」

　白い神のつぶやきとともに、何をしたとも見えぬのに死体は首もろともに消失する。

　見れば、床やシンの身を濡ぬらしていたはずの血までも跡あと形かたもなく消えて。

　マーレイアは、疲つかれたまなざしをブルジオラスに向け、

「……気づいたとて何も口にしなければ、私は死んだと思わせたまま、帰してやっても良かったのだが──」

「ちょっと待て！」

　そのものいいに物ぶつ騒そうなものを感じ取り、シンはあわてて、

「まさかとは思うけどよ。

　殺して口を封ふうじるとか、またそういうことをやるつもりじゃあねえだろうな!?」

「それに何か問題が？」

　白い神が言う。

　シンは肩かた越ごしにブルジオラスの方を見やり、

「この──ブルジオラスだっけ。こいつがディーヴァの国に戻もどって、さっきの妄想をくっちゃべったとする。

　けど、ンなもん誰が信じる？」

　あえて妄もう想そうと言い放つ。

「本当の創造主がいてそれがあんたたち『神』やディーヴァやドラグノやリワーダーを創つくった？　ただの寝ね言ごとじゃねーか。

　いや、むしろディーヴァの国でンなこと口走った日には、同じディーヴァに消されるか病院か牢ろうにでもぶち込まれるか。そんなところだろう？

　俺おれは正直、この世界がどうやってできたかだの何だのってことには、これっぽっちも興きよう味みねえんだが……

　けどあんたらが、ここでどうしてもこのブルジオラスを始末する、っていうんなら、さっきのは寝言じゃなかった、ってことになっちまうよな。

　で？　ひょっとしたらそのあとで、この場にいるみんなも口封じに殺すつもりか？　俺も含ふくめて」

「………………」

　マーレイアは絶ぜつ句くした。

　たとえシンがその『妄想』を、実じつ際さいにはどういうふうに受け取っていようと、こういう言われ方をすれば、神は迂う闊かつにブルジオラスを処しよ分ぶんすることはできなくなる。

「……くだらんかばい立てはするな……」

　吐はき捨すてるように言ったのは、いまだ壁かべに背せを預あずけたままのブルジオラス。

「もう……どうでもよい……」

「馬ば鹿か野や郎ろう。かばい立てじゃねえ」

　ブルジオラスに背を向けたまま、シンも吐き捨てる。

「あんたにはさんざんつきまとわれて殺されかけたり殺されかけたり殺されかけたり。

　はっきり言って俺はもううんざりしてんだ。恨みはあってもかばい立てなんざしてやるつもりはねえ。

　けど言ったろーが。誰かがくたばって終わりっつうのは嫌いやだ、って。

　だから勝手にくたばるな。どうでもいいってぇのなら、俺の『子こ供どもの夢ゆめですらない誇こ大だい妄想』につき合いやがれ」

　シンの後ろでしばしの沈ちん黙もくがあり、

「……ああ……好きにしろ……」

　ブルジオラスの疲れた声。

「好きにしろって言うんなら、一いち応おう念ねん押おしするけど、神……マーレイアとかそこいらへんの命とか、メイの命を狙ねらったりするのはもうやめてくれるよな」

「……言われるまでもない……それこそどうでもいい話だ……」

　シンはギソウルとグィツの方を見る。こちらにも同意をとりつけたいところだったが、二人の瞳ひとみにはいまだ混乱と絶望の色。

　まあ、それはそうだろう。

　二人がブルジオラスの話の意味を理解し、信じたかどうかはわからないが、少なくとも、殺すと決意した神が、とうてい滅ぼせるような存そん在ざいでないことは十分に思い知らされたはずだ。

　ならば二人にとって、もはやメイなどどうでもいい存在だろう。

　だが。神々の方は？

　シンは白い神の方へと目をやり──

「言っておくが、我われらはメイルファードの存在を見み過すごしにするつもりはない」

　マーレイアが先にクギを刺さす。

「なんでだよ!?　どうせそれが掟おきてだとか決まりだとかぬかすんだろ!?　ンなくそくらえなどーでもいい決まりなんぞなくしちまえ！」

「……どうでもいい決まりでは……ない」

　白い神の歯切れは悪い。

「ならちゃんとした理由があるんだよな！　だったら聞かせてくれよ。その理由を」

「………………」

　問われてマーレイアは、ただ口をつぐむのみ。

　──ほら。やっぱり理由なんてねえんだろ──

　言いかけて。

　だが白い神の表ひよう情じように、シンはその言葉をのどの奥おくへとしまいこむ。

　まるで、言い返せないというよりも、言うべきことがあるにもかかわらず、それを口に出せないでいるような──

「シンドレッド」

　呼よびかけに振ふり向けば、そこには、以前にも会った赤い神、リュキュート。

　彼は言葉を選びつつ、

「家にテーブルが欲ほしい。しかしテーブルを売る店はなく、それどころか、近所中一軒けんたりともテーブルを持っている家すらない。どうする？」

「は？」

　いきなり話がすっ飛んだ。

　だが、話を変えてごまかすにしては、あまりにも話題がかけ離はなれすぎている。おそらく何かの関係があるのだろう。

　とりあえずつき合ってみることにして、しばし考え──

「……遠くの町で探さがす？」

「そこにもなければ？」

「となると……自分で作る、とかか？」

「そうだな。

　ところで話は変わるが、神というもののいない世界をどう思う？」

　また話が飛んだ──と思ったのは一いつ瞬しゆんだけ。

　逆ぎやくである。

　リュキュートの話はまさに核かく心しんそのものだった。

　シンの答えを待たずして、赤い神は続ける。

「世界には神を欲ほつする者も多い。

　だが世界に神がいなければ？

　──テーブルの話と同じことだ。

　テーブルを作るにはテーブルというのが何かを知らねばならん。

　神を欲したとするならば、神がどういうものかを知らねばならん。

　では神とは何だ？

　いろいろ意見はあるだろうが、おおむね、絶ぜつ大だいな力を持ち、自分たちを庇ひ護ごしてくれる者のことではないのか」

「まあ……そんなところだろうな」

「ではここから、『自分たちを庇護してくれる』という条じよう件けんが抜ぬければどうなる？

　絶大な力を持ち、ひょっとしたら自分たちを害するかもしれぬ存そん在ざい。

　それこそ、伝説にある悪魔セイタンのようなものではないか？」

「まあ確たしか……に…………っ！」

　適てき当とうなあいづちをうちかけて。

　シンは途と中ちゆうで気づく。神の言わんとすることに。

　神にヒュームは殺せない。ブルジオラスはそう言った。

　あれは、直ちよく接せつ手を下せない、というだけの意味ではないだろう。

　でなければ、ブルジオラスがシンを殺そうとした時に、それを止める必要はなかったはずだ。

　彼らはヒュームが死ぬのを看かん過かできないのではないか。もちろん、ヒューム同士の争いや、事じ故こ死し自然死なら別という線引きはあるのだろうが。

　だが。

　神とディーヴァの間に生まれた子であれば？

　神に近しい力を持ちつつ、神に課せられた庇護の制せい約やくを持たぬ者。

　すなわち──神の目からすれば、メイは悪あく魔まとすらなりうる存在。

　つまりはそういうことなのだ。

　だが、はっきりとそう説明すれば、シンがわざわざ『妄もう想そう』と決めつけた、ブルジオラスの言葉が真実だと認みとめてしまうことになる。

　ゆえに白い神はただ口ごもることしかできなかったのだろう。

「……けど、それができる、ってことと、それをやる、ってことは一いつ緒しよじゃねえだろ？

　悪魔になりうる、ってのと悪魔だってのは別のことだ。

　たとえば俺だって、同じヒュームを殺す力を持ってる。けどだからって、おもしろ半分に人を殺したりはしねえ」

　シンの反はん論ろんに、赤い神はため息混まじりに、

「それは我われ等とてわかっている。

　だがな。少数ではあっても、力を使ってしまう者がいることもまた事実なのだよ。

　秘ひめているのが皆みなと同じ、十人百人しか殺せぬ力なら、当人の良りよう識しきに任まかせて見守ることもできよう。

　だがそれが、皆とは異ことなる、万人億人を殺せる力なら？

　当人が後々、その力に振ふり回される危き険けんもあるだろう。

　万人億人を死なせてから、やはり駄だ目めであったと処しよ断だんしたのでは遅おそいのだ。

　実じつ際さいのところ──瀕ひん死しのメイルファードが意識を失ったせいとはいえ、その力が暴ぼう走そうしかけたこともあった。

　我等はその危険性せいを見み過すごすことができんのだ。

　……しかし……ルファードリオンとて、それくらいのことは承しよう知ちしていただろうに。

　なにゆえディーヴァと子を生なすなどと……言っても詮せん無いことではあるが、全くもって理り解かいに苦しむ」

　──たぶん、単に家族が欲ほしかったんだろ──

　シンは胸むねのうちでつぶやく。

　いや、それ以前に、神がそういうものとして存在しているのなら、なにゆえに他の者たちとの間に子を生せるようになっているのか、という疑ぎ問もんもある。

　だがそれは、今のシンにとってはそれこそどうでもいいことだった。問題はメイのことである。

　赤い神の言いたいことはわかった。

　が、それに納なつ得とくができるわけもなく。

　しかし納得できぬと言い張ったところで、平行線になるばかり。

「待てよ。てことは逆ぎやくに言えば、メイの力がなくなりゃいいんじゃねえか？」

「力と本ほん質しつを分ぶん離りすることはできない。それらは相そう互ごに根ざすものゆえ」

　銀の神、カッヅァが言う。

「今のメイルファードのように、記き憶おくや力を『封ふう印いん』することはできる。だが所詮封印でしかない以上、確かく実じつさには欠ける。

　現げんにメイルファードにかけた封印も、時とともにほころびを大きくしつつある。

　認みとめられんな」

「じゃあ──あたしが別のものになれば？」

　正気とも思えぬ宣せん言げんの主は──言うまでもない。

　一同の視し線せんが集まる先、クリスタルに封印された両親のすぐそばで。

　メイは静かなまなざしで佇たたずんでいた。

　少女は神々に順に目をやりながら、

「本当のあたしは、この姿すがたじゃあない。記憶のほとんども封じられてる。

　今の姿も、封印されてヒュームそっくりになってるだけだし。

　ならいっそ、完全にヒュームになれば？

　ヒュームでなくっても、リワーダーとかドラグノとか、ディーヴァ……は、ちょっといろいろ都合悪そうだけど」

　全員が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして、

「……一いつ旦たんは死を覚かく悟ごしたようなものいいをしておきながら。どういう風のふき回しだ」

　白い神の皮ひ肉にくな口調に、メイはしかし苦く笑しようを浮うかべ、

「シンがなんかいっしょけんめいやってくれてるし。なら、あたしがあきらめちゃだめかなー、って」

「いいのかオイ。別のものになっちまう、って」

　問うシンに、メイは笑え顔がおでさらりと、

「死ぬよりはマシだし。それに、別のものになってもあたしがあたしならいいわけで」

　覚悟があるのか軽いのか。

「……自分が自分であれば、と簡かん単たんに言うが……」

　と、今度は青い神。

「当人が抵てい抗こうさえしなければ、一つの生命体を完全に別種の生命体へと変へん化かさせることは可か能のうだ」

「じゃあ──」

　表ひよう情じようをかがやかせるメイに、しかし青い神は苦い口調で、

「とはいえ完全に別の種族の肉体となり、もし記憶までも消えるとなると、それはもはや変化というより、お前が消えて、別のものが生まれたのと同じこと。自じ我がの保ほ存ぞんを望むなら、それは受け入れられまい。

　かといって、記憶や意識を残したまま、ということになると問題が出てくる」

「問題？」

「たとえば牛や馬など、大だい脳のうの発達していない生物に変えれば、記憶が脳におさまりきれない。結果、自我は保たもてない」

「んー。さすがに。牛や馬になるっていうのはいくらなんでも……」

　つぶやき眉まゆを寄よせるメイに、シンは横手から、『じゃあ猫ねことか』などと茶々を入れかけ、危あやういところで思いとどまる。

　うっかりそれが通ってしまったら、かなりどうしようもない。

　青のイシュハルトは続ける。

「だが、記き憶おくを受け入れるだけの脳を持つものに変えた場合、問題となるのが律崩術クランブルの知ち識しきだ。

　今は封ふうじられているが、お前には律崩術クランブルに関する膨ぼう大だいな記憶がある。

　記憶というのは一見関係なさそうな他ほかの記憶とも予想外の部分で繫つながり、作用し、人じん格かくや性せい格かくを形成する要よう因いんとなっている。

　律崩術クランブルに関する知識だけを選せん択たくして消去することは不可能に近く、仮かりにそれができたとしても、間ま違ちがいなく人格や性格に影えい響きようを及およぼす。

　今は記憶を封じているだけゆえ人格などに変化はないはずだが、逆ぎやくに、律崩術クランブルとは関係のない記憶が刺し激げきされることによって、律崩術クランブルに関する知識が一部、記憶として蘇よみがえったということもあるだろう。

　律崩術クランブルの知識を持ったまま、ディーヴァやドラグノ、あるいはリワーダーにその身を変えさせた場合──彼らの律崩術クランブル制せい御ぎよ能のう力りよくと知識とがあれば、自身の肉体を、もとの状じよう態たいに作り替かえることが可能になる。それでは意味がない」

「──ちょっと待ってくれ」

　横からシンが口をはさむ。

「リワーダーって律崩術クランブル使えねえよな？」

　問いに、青い神はやや困こまった顔で、

「──知識はなく攻こう撃げき型がた律崩術クランブルを使う意い志しもない。そういう意味においては確たしかに、使えない、と言ってもよいかもしれんが。

　しかし律崩術クランブルの制御能力と潜せん在ざい資し質しつに関して言うなら、リワーダーたちはディーヴァやドラグノより上だぞ。

　そもそも、リワーダーたちがどういう原理で半はん獣じゆう化かすると思っていたのだ」

「あ。」

　シンは思わず声を漏もらした。

　そういえば──考えてみたことはなかったが、フシギな力とか根こん性じようで半獣化しているわけもないだろう。

　ドラグノにもディーヴァにも、自身の肉体を変化させる術じゆつがあることをシンは知っている。ならばリワーダーの半獣化も同じようなものなのではないかと、むしろなぜ言われるまで気づかなかったのか。

「リワーダーたちは自身の肉体そのものが、いわば一つの律崩術クランブル発動装そう置ちとなっており、戦いに際してそれを作動させ、肉体強化を行っているに過すぎん」

「なら、ヒュームとか。律崩術クランブルの資質低そうだし」

　あっさりと言うメイに、青い神は苦い口調で、

「それは、無理だ」

「えー。なんで？」

「確かにヒュームの律崩術クランブル制御能力では、たとえどれだけ知識があっても、道具の補ほ助じよを借りたとしても、己おのれの肉体を変質させることはできん。

　だが、何かをヒュームに変えること、ヒュームを何かに変えることは、我われ々われにとっては絶ぜつ対たいのタブーなのだ」

　青い神は言う。

「誤ご解かいなきよう言っておくが、これは、タブーを犯おかせば罪ざい悪あく感が生まれる、といった程てい度どの話ではない。

　技ぎ術じゆつ的理り論ろん的には可か能のうなはずなのだが、できぬのだ。

　タブーを犯すような行動にとりかかろうとした瞬しゆん間かん──我等の行動は停止する。

　意志に反して全身がそれ以上の作業を拒きよ否ひし、体はもとより意識で何かの律崩術クランブルを構こう成せいすることすらままならなくなる。

　その状態は、意識がタブー破やぶりをあきらめるまで続く。

　たとえるなら……そうだな。少し違うが、意志で自分の血流や脈動をコントロールできぬのと同じようなものだ」

「つまり……結局その手も無理ってことかよ……！　くそっ！　なんか……他になんか手はねえのか……！」

　シンは呻うめく。

　メイの力をなくしてしまえば、助けることもできる。

　だがその方法が──

　シンもメイも、そして神々も口をつぐみ──

　──しかし、神の間に流れたのは沈ちん黙もくではなく、押おし殺した笑い声。

　主はすぐ知れた。

「何がおかしい」

　白い神が不ふ機き嫌げんに問いかける。壁かべに背せ中なかを預あずけたまま、含ふくみ笑いを続けるディーヴァ、ブルジオラスに向かって。

「貴き様さま等の馬ば鹿かさ加か減げんがおかしいのだ」

「何？」

　目つきを険けわしくする白い神は無む視しし、ブルジオラスはリュキュートに目をやり、

「そこの赤い神がついさきほど言ったことを、誰だれも憶おぼえていないのか？」

「どういう意味だよ」

　振ふり返るシンの問いに、ディーヴァの外がい務む卿きようはわざとらしく大きなため息をついてから、

「ヒュームになればいいのだ。タブーなど考える必要はない。

　一人いるだろう？　神に準じゆんじた力を持ち、神のタブーに束そく縛ばくされぬ者が」

　──！

　全員が。

　息を吞のむ。

「え。えと」

　おずおずと。メイは自分を指さして。

「あたしだったり？」

「話を聞く限かぎり、不可能ではないように思えるのだが？」

　ブルジオラスの言葉に神々が顔を見合わせる。

「封ふう印いんを解といたメイルファードが自分で自分を変えるというのか？」

「理論的には確たしかに可能だとは思えるが……」

「しかしメイルファード自身の律崩術クランブルに関する知ち識しきや制せい御ぎよ能力が問題だ」

「だがもし知識が不足している場合、それを我々が補ほ完かんさせてやるのはタブーに抵てい触しよくしないのか？」

　四人の神々が言葉を交かわしはじめる。会話はどんどん専せん門もん化し、やがて完全にシンには理解しえない会話となってゆくが──

「それで！　できるのかよ!?」

　シンの上げた声に、赤い神はちらとふり向き、

「検けん討とう中だ。

　決して簡かん単たんなことではない。

　──が。

　どうやら、決して不可能なことでもなさそうだ」

　…………は…………う…………

　長い。長い安あん堵どの吐と息いきをついて。

　メイがぺたりとその場に座すわり込こむ。

　シンの胸むねにも、じわり、と何かがひろがって。

　彼ははじめて、自分が全身に無む駄だな力を入れていたことに気がつき、吐息とともに力を抜ぬいた。

　きびすを返して振り向いて。

「……あんたのことはやっぱり好きじゃねえし、恨うらみにも思ってるけどよ──」

　シンはブルジオラスに向かって、小さな声で、

「その……よく教えてくれたな。礼は言うぜ」

「気づかぬ方がどうかしているのだ。

　私は単に、貴様等の寝ね言ごとに長々と付き合う気はなかったまでのこと。

　それに、私の案であれがただのヒュームになるというなら、神とディーヴァの間に生まれた子は消える。

　結果として、王からの命令は果たしたことになる」

「そういう解かい釈しやくか」

　言ってシンは苦く笑しようした。

　離はなれた場所ではメイが座り込み、いまだ四人の神が議ぎ論ろんを続け、ギソウルとグィツはただ呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。




　それからの何日間かは、人によっては慌あわただしく、人によってはひたすらヒマなものだった。

　ちなみにシンは後者の方。

　もちろん、全く何もなかったわけではない。

　まず、メイの両親の封印が解かれ、シンはその場に立ち会った。

　ルファードリオンとゾルガメイルを封じたクリスタルは消え去って──

　解放されたルファードリオンが、駆かけ寄よるメイに開口一番、誰？　とのたまわったのは聞かなかったことにしようと全員の意見は一いつ致ちした。どうやら悲しいことに、やはりこのへんは母子おやこのようだった。

　そのあとは、リワーダーたちが、遺い恨こんを残さぬためという名目で開いた宴えん会かいに半ば無理矢理参加させられた。

　シンも以前はこっそり酒を口にすることくらいはあった。しかしなんだか嫌いやな予感がして、家のきまりで酒はダメだということにしたのだが、どうやらそれで正解だったようである。

　酒を勧すすめるラフラ・リフラに赤シヤク月ゲツのヒュゾ・ルウラが、べろんべろんでひらあやまりしていた。もしシンが、酒はダメだと言っておかなければ、赤せき狼ろうのかわりにあそこで土ど下げ座ざしていたのは彼だったかもしれない。

　強きよう制せい参加させられたディーヴァたちは、やはり居い心地ごこちが悪そうに見えた。

　というか、リワーダーたちは戦いの結果に遺恨を残さぬと聞いてはいたが、これはいくらなんでも気にしなさすぎではないのか？

　宴うたげが進むうち半はん獣じゆう化かした白びやつ虎こと半獣化した青せい蛇じやが笑いながら取っ組み合いをはじめ、巻まき添ぞえで何人かのリワーダーたちを吹ふっ飛ばしたりしていたが、吹っ飛ばされた方の連中もずっと笑っていた。普ふ通つうは死ぬ。

　まるっきりシラフの顔色をしたラシール・フラクタルが、落ち着き払はらった動作でありとあらゆるおつまみの中にピーナッツを埋うめ込みはじめた時点で、さすがにシンはそっと座を抜け──というか、逃にげ出して寝ねた。もしあのままずっとつき合っていたら、たぶん何かで殺されたかも。

　機会があって、メイの父親、ゾルガメイルと話をしたこともあった。赤くてディーヴァという見た目はとことんコワかったが、話してみると、案外穏おだやかな人だった。……ルファードリオンとのおのろけをさんざん聞かされたのにはちょっと殺意が湧わいたが。
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　ディーヴァたちと顔を合わせることはほとんどなかった。宴会の時の他ほかには一度だけ、シンが散歩をしていた時に、食料の入った紙かみ袋ぶくろを抱かかえた刺青いれずみディーヴァ、グィツと出会ったくらいだろうか。

　聞けば、ブルジオラスもギソウルも半ば放心したかのように、与あたえられた仮かり住ずまいの中にこもっているとか。言うグィツはごく普通に見えたが──とりあえずシンはただ、そうか、としか言えず。

　幾いく度どか刃やいばを交えた相手と、並ならんで道を歩きつつ、普通にこうして話をしているというその状じよう況きように、不思議な気分になったことは憶おぼえている。

　特別なことといえばせいぜいそれくらい。

　神々やメイは何やらばたばたしていたが、何をやっていたのかシンは知らない。仮に聞いて答えてもらったところで、理解はたぶんできなかっただろうし。

　しかしともあれ。

　どうやらメイの件けんはなんとかなりそうだということだった。メイのヒューム化にどれくらいの時間がかかるのか、今のところはわからないということだったが。

　のんびり──というよりむしろ、手持ちぶさたなくらいの時は過すぎてゆき。

　時間はいくらでもあったはずなのに、別れというのはなぜこうも慌ただしく感じてしまうのだろうか。

　礼は言わぬ、とだけ残し、別れの言葉もないままに、ブルジオラスとグィツとギソウル、三人のディーヴァたちは神によって故こ郷きようの地へと送られて。

　次は、シンが送られる番だった。

　見送るは神々と何人かのリワーダーたち。そしてメイ。

「お騒さわがせしました」

　全員を代表し、ルファードリオンが礼を述のべる。

　全くだ。

　心の中でつぶやいて、シンはただ苦く笑しようを浮うかべて。

「感かん謝しやする。達者でな」

　リュクセノール・リグドは大きくうなずき。

「げんきでー」

　ラシール・フラクタルは、やはりピーナッツをかじりつつ。

「えっとね」

　らしくもなく、もじもじとメイが近づいて来る。記き憶おくなどの封ふう印いんは解といてもらったはずなのに、なぜか姿すがたは人のまま。まあ何かの理由があるのだろうと、わけを聞くこともしなかったが。

「いつになるかわかんないけど。ヒュームになったら遊びに行くから」

「その時は、ラフラ・リフラ、ついて行く」

　かくいうラフラ・リフラはこの地に残り、戦士として過ごすことになったとか。

「えっと。というわけで」

　メイはおずおずと右手をさし出し、

「部下その三とはこれでお別れだから」

「おう」

　短い握あく手しゆ。

　神々の纏まとう光の輪が加速をはじめる。

　シンのまわりに、幾いく重えもの光の輪が重なり生まれ──

　メイが叫さけぶ。

「次、出会った時は、友達その一だから！」

　光がはじける。

　風が頰ほおをなぶる。

　足あし下もとに草が揺ゆれて──

　そこはもう別の場所。

　眼がん下かには見み慣なれた光景、シンの故郷、バージェス・シティの街まち並なみがひろがっていた。




　東の空には月がある。

　日ひ暮ぐれを待たず昇のぼりはじめた気の早い月が。

　見えずとも、ネネス・トトルにはそれがわかる。

　あれから何があったのか。翠スイ月ゲツのもと長老、ネネス・トトルは知らない。

　ある日いきなり、もういい、と牢ろうから解き放たれ、もとの場所──翠スイ月ゲツの氏族が住まう地へと戻もどされた。

　面めん倒どうくさいから、との本音は隠かくし、責せきを取るとの名目で長老を辞し、今は育った村の端はで、風吹ふく丘おかに腰こしを下ろし、面おもてを空に向けている。

　子こ供どもたちが遊びはしゃぐ声。

　家々からは夕ゆう餉げの支度したくの香かおりが漂ただよいはじめている。

　月で何があったのかは知らぬまま──それでもネネス・トトルは思う。たぶん結局、いろいろなものがおさまるところにおさまったのだろうと。

　もちろん根こん拠きよは微み塵じんもないが。

　それでもネネス・トトルは自身の気楽な考えを疑うたがいすらせず、月に面を向ける。




　見上げれば空には月がある。

　日暮れを待たず昇りはじめた気の早い月が。

　読みかけの本にしおりをはさみ、ブルジオラスは月を見上げる。

　身につけているのは、堅かた苦くるしい儀ぎ礼れい服ふくではなく私し服ふく。

　最近はこうして自じ宅たくでのんびり過すごしている。

　グィツ、ギソウルの両名とともに、神に送られて帰き還かんしたあと。

　全員で口くち裏うらを合わせ、ギソウルとはその場で別れ、グィツとともに報ほう告こくを届とどけた。

　神のいる地でターゲットは死んだ、と。

　もちろん、真実など告げられるはずがないのだが。

　さまざまなつじつまを合わせ、細部まで噓うそを造つくり込み。こういうのはブルジオラスのお手のものである。

　その噓を王が信じてくれたのか。はたまた疑うたがいを持たれたのか。そこまではブルジオラスにもわからない。

　しかし仮かりに疑われたとしても、真しん偽ぎを確たしかめる術すべはあるまい。

　──ふと頭に浮うかんだことがある。

　王は本当に、メイを殺したがっていたのだろうか、と。

　こうなることまで計算していたとはさすがに思えないが、メイに戦いをしかけることで、間かん接せつ的に神の力を探さぐる、くらいのつもりはあったのではないだろうか。

　とはいえこれもまた確かめる術もない話。

　報告のあと。

　ブルジオラスは外がい務む卿きようの職しよくを辞した。

　神への恨うらみは決して消えぬと思っていた。

　世界への絶ぜつ望ぼうは死ぬまでついて回るだろうと思っていた。

　だが、なぜだろう。こうしていると、心がひどく穏おだやかなのは。

　他人から見れば、覇は気きを失い枯かれてしまっただけに見えるかもしれない。また、そうではないと否ひ定ていするつもりもない。

　しかし、そんなことはどうでもいい。

　これだけ穏やかな心の他ほかに、何を望むものがある？

　──この後。

　ブルジオラスは、ディーヴァの政せい治じの表おもて舞ぶ台たいにも裏舞台にもその名を出すことはなかった。




　見上げれば空には月がある。

　日暮れを待たず昇りはじめた気の早い月が。

　ドラグノの都に座ざする議事堂、三角棟トライホン。

　その一室で、命じられた書類の処しよ理りを進めつつ、レゼルドは窓まどから月を見上げた。

　昨日、手紙が来た。

　あまりうまいとは言えぬ字で、

　無事か。こっちはみんな無事だ。

　とだけ。

　さまざまな思い出が、レゼルドの脳のう裏りを駆かけめぐる。

　シンと。メイと。ラフラ・リフラと。ついでにギソウルと。旅をした日々。

　今日の仕事はもうすぐ終わる。

　家に帰ったら手紙を書こう。

　ヒュームの地に住むヒュームの友に。長い、長い手紙を書こう。




　シンはその日、機き嫌げんがよかった。

　夕方と呼よぶにはやや早い午後。埃ほこりっぽい表の通りには人々が行き交かい、馬車や、最近普ふ及きゆうしはじめた術動車くるまの姿すがたも、ところどころに見うけられる。

　半はん端ぱな時間の店内に、客の姿はまばらだった。

　新しいだけがとりえの、安物の小さな木のテーブル。

　テーブルに置かれた皿には、彼が頼たのんだ、ほとんど手つかずのサンドイッチが載のっている。

　機嫌のいい理由は──特にない。なんとなく、と言うしかないだろう。

　窓から望む空には月がある。

　日ひ暮ぐれを待たず昇のぼりはじめた気の早い月が。

　修しゆう練れん学校に復ふく学がくできたのは幸運だった。……留りゆう年ねんは決定したが。

　学費や生活費をかせぐにも、アルバイトを探さがさなければならないだろう。

　一番困ったのは、町を離はなれていた理由。

　まさか、ちょっと神様に会って来ました、などとは言えまい。そんなことを口走ろうものなら、復学はおろか即そく座ざに入院決定である。

　とりあえず公式には、『町で起きたディーヴァ事じ件けんで、心配した親類に強きよう制せい連行された。説得して戻もどってくるのに時間がかかった』ということにしておいた。

　おせじにもうまい噓うそとは言えなかったが、教きよう師したちはその言いい訳わけで納なつ得とくしたふりをしてくれた。

　とはいえむろん、友人たちの方はそれで納得するはずもなく。『本当は何があった』と連日連れん呼こ。

　あまりにもしつこいので一度ブチキレて、本当のことを話しかけたことがあったのだが、ドラグノたちの大陸に渡わたろうかというくだりのあたりで、友人のマークに『いや、そんなつくり話はさておいてまじめな話を』と一いつ蹴しゆうされ、以来、友人連中が信じてくれそうな作り話を熟じゆつ考こう中。

　まあひとことで言うと──おおむね平和だ。

　窓の外から視し線せんを移うつし、テーブルの上をふと見れば。

　ほとんど手つかずだったはずのサンドイッチの分量が、半分ほどに減っている。

　苦く笑しようしながら。

　シンはその顔を上げた。


（クロスカディア：完）
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　　　真なるあとがき





神坂　一　　






　あなたが今──

　このあとがきを読んでいるということは、たぶん私はもう……クロスカディアの最終巻を書き終えているのでしょう。

　もしも。

　もしもあなたが、将来小説を書いてみたいなー、と、漠ばく然ぜんとでも思うなら。そして運が巡めぐってプロデビューすることになったとしたら。

　よく聞いてください。

　あとがきで変なことはするな。自分がめっちゃ大変だぞ。

　というわけで──お待たせしました。

　クロスカディアの最終巻をお届とどけします。

　こういう結けつ末まつを迎むかえさせてみましたが、さてお気に召めしていただけましたかどうか。

　あ。ちなみに作中、神様を数えるのに一人二人とやっていますが、日本では本来、神様には一柱二柱という単たん位いを使います。

　ただ、そういった日本的な神とはだいぶ在ありようが違うせいか、「柱」数えだと書いていてなんだか違い和わ感かんがあったので、あえて一人二人とカウントしています。

　けど作者として振ふり返ってみればこの話、なんだか伏ふく線せんとあとがきばっかり書いていたような気がします。

　特にアレだったのがあとがきですよ！

　人間一いつ旦たん足を踏ふみ外せばあとは雪ダルマ式に転がり落ちて行くものです。一巻でついうっかり変なあとがきネタを思いつき、「他に書くこともないしなぁ」などという軽い気持ちでやっちゃったのが全てのはじまり！

　あとは裏うら街かい道どうまっしぐら！

　二巻くらいまでは割わりと楽でしたよ？　ええ。二巻くらいまではね。

　けどね。

　ある巻ではあとがきネタをひねり出すため、近所のちょっとした旧きゆう跡せきで、陽ひが暮れるまでずっと庭にわ石いしに座ってたり。

　ある巻ではあとがきのネタが全く浮うかばず、構こう想そうを練ねると称しようして目的もなく電車に揺ゆられ、気がつくと関西空くう港こうで一いち味みを買ってたり。

　いや、だって。「原材料　黄金」て。そんな常じよう識しきで計り知れない表記があったら買うしかないじゃあありませんか。

　こんな紆う余よ曲きよく折せつを経へているところで、何かのコメントを依い頼らいされる時、『あとがきを書くような軽い気持ちで』とか言われるとわりと殺さつ意いが湧わきます。その場で泣きながら相手を諭さとすくらいにとどめていますが。

　……ところで、真なるあとがきとタイトルしていながら、ふと気がつくとあとがきについてのグチしか書いていないような気がしてきました。

　きっと読んでいる人も薄うす々うす気づきはじめている頃ころじゃないかと思うので、なんとか屁へ理り屈くつ武ぶ装そうしてごまかしてみようと思います。

　……

　………………

　…………………………………………

　これがただのグチにしか見えぬのならまだまだ甘いっ！

　構こう造ぞう上じよう、この真なるあとがきは本ほん編ぺんに対してのあとがきではなく、今までのあとがきに対してのあとがきという形になっているのであるっ！

　いわばあとがきオブあとがきズ！

　これをしてっ！

　真なるあとがきと呼ばずして何と呼ぶ!?

　………………よしっ。（何がだ）

　さて。みなさんが満まん面めんの笑えみでこの完かん璧ぺきな理り論ろんに納なつ得とくしてくださったところで、何なに事ごともなかったかのように話を続けるわけですが。

　しかし実じつ際さい、他の作家さんと話をしていても、あとがきには何を書けばいいのか、という話題が出ることもあるわけですよ。

　こーいうジャンルの文庫はあとがきが慣かん例れい化かしているのですが、では出版社は、読者は、世界はあとがきに何を求めているのだろうかと。

　あとがきというからには、作者が本ほん編ぺんを書き上げたあと、執しつ筆ぴつにまつわるさまざまなことを書く、というのが王道な気もするんですけど、それってふつーはグチとかにしかならないでしょーし。

　かといって本編より先にあとがきを読む人もいる以上、ネタバレになりかねない内容の解かい説せつやうちわネタをするのも問題があります。

　たとえば作者なんかは、律崩術剣クランブレードのことを、心の中では最初からずっとヒロインスレイヤーって呼んでたりしたわけですが、こんなこと早い巻のあとがきには決して書けないわけですよ。

　……とするとひょっとして結けつ局きよくアレですか？　本編には組み込めなかったネタとかギャグとかを飛ばしまくれと？

　もしも──もしも世界がそれを望むなら！

　私は叫さけぶ！

　タイトル「あとがき」とかじゃなくっていーじゃん！　と！

　なんかもーオブラートにくるまなくても！　小ネタ集だか筆ひつ者しやらくがきスペースだかってことで良しにしよーよ！

　そーすればこちらも心おきなく、ちくわやタマネギのらくがきをした絵なんかをファクシミリで送って、「これが今回のらくがきだッ！　載のせる載せないは任まかせるッ！」と、胸を張はって言えるわけですよ！

　ほら！　これでみるみる世界中が平和に！

　というわけで読者のみなさんには、あとがき改かい題だい要よう望ぼうの旨むねを記したおハガキをどしどし編集部宛あてにお送り願いたいわけですが、ヤだったら別にいいです。

　作者一人でもハガキを送るッ！　送り続けるッ！

　……とか書くと、『ああ。神坂一はあとがきを書くのが嫌きらいなんだな』と本気に受け取ってしまう人もいるから要よう注ちゆう意いです。

　ずいぶん前にも冗じよう談だんで『船は沈しずんでも泳げるが飛行機が落ちたら空は飛べない』などと言っていたら、本気にされて、北海道サイン会の移い動どうスケジュールを夜行列車で組まれかけたことがありました。もちろん即そく座ざにツッコミ入れましたけど。

　世の中は油ゆ断だんがならない、という話です。

　さて。あとがきの存そん在ざい意い義ぎに対する複ふく合ごう学がく的てき考こう察さつはこのへんにして。

　最後になりましたが、イラストの谷口ヨシタカさん、担当の佐藤さん。原げん稿こう遅れまくってめーわくかけてごめんなさい。お世せ話わになり、ありがとうございました。

　そしてこの話に最後までつきあってくださいました読者のみなさん。

　本当にありがとうございました。

　ではまた何かでお会いできれば幸いです。








（真なるあとがき：完。きっぱりと完。）
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